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　深夜、皆みなが寝ね静しずまる時間に、その報告はもたらされた。

「……どういうことだ？」

「どうもこうも、そのままの意味。ぼくもわかったのはそれだけだよ」

　少年と見まごう青年は、リラックスした様子でポキポキと首を鳴らした。寝ね支じ度たくをしていた第五師団隊長の私室に上がりこんでいるというのに、少しの遠えん慮りよも見られない。だが、何かわかったならすぐに報告するようにと言ったのは他でもない自分自身だ。文句などあるはずがなかった。

「……精せい霊れいの客人を厭いとう者の妨ぼう害がいか？　それとも、手中に収めたいのか」

「それがねぇ、特にそういう動きもないんだよ。いっそのこともっと派手に動いてくれれば、こっちもいくらでも対処のしようがあるんだけどねー」

　お手上げ、とばかりに彼かれは両手を挙げてみせた。そう言いながらも余よ裕ゆうの表情を崩くずさないところを見ると、まだそれほど差さし迫せまった状じよう況きようではないのだろう。

「犯人は特定できてるよ。王宮はぼくらの管かん轄かつ外がいだけど、まあ動けないこともないかな。どうする？」

　判断を、委ゆだねられている。この砦とりでの最高責任者として、また仮の保護者として、砦に現れた精霊の客人に関する対応を。いくら彼かの女じよが自分にとって、そんな肩かた書がきだけでは語れないほど特別な存在だとしても。そこに、私情を挟はさんではならない。

「……少し、様子見しよう。相手の狙ねらいがわからないうちに動くのは危険だ」

　しばしの沈ちん黙もくののち、そう結論を出した。現在彼女は問題なくこの砦に馴な染じみ、日々楽しそうに過ごしている。危険性があると知りながら急せいて事を進める必要はないだろう。

「ふ～ん、へ～え」

「……なんだ」

　ニマニマと心底楽しげに笑う青年に、思わず眉み間けんの皺しわを深める。己おのれにとってあまり愉ゆ快かいではないことを考えているのは明白だった。

「いいんだよー、ぼくには本音を言ったって。ほんとは怖こわいんでしょー？」

「……」

「サクラ・ミナカミと、離はなれたくないんでしょ？　ね、第五の隊長さん」

　にこやかに問いかけてくる青年に何も答えず、ただ一つため息をついた。否定するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしかったからか、どう答えようとからかわれるだけと知っていたからか。

　それとも、本心を言い当てられたから、かもしれない。
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　一方、砦からほど近い町ペリトにある、軍の駐ちゆう屯とん地ちの一室。

　穏おだやかな朝を迎むかえたばかりの時分、一人の女性が不ふ穏おんな空気を醸かもし出だしていた。

「精霊の客人が……？」

　豪ごう壮そうな滝たきのようにすとんと流れるプラチナブロンドを一つに結ゆい上あげた女性は、涼すずしげな目元を今は怪け訝げんそうにひそめ、女性とは思えない低く重みのある声を出した。肝きもの小さい者であれば震ふるえ上あがりそうな声に、話をしていた男はさして気にした様子もなくうんうんと頷うなずきを返す。

「そうそう。前にグレイスからお達しがあったでしょう、異世界からの客人が現れたって」

　上司を親しげに名前で呼ぶ男に、女性の眉まゆがピクリと反応する。常であれば一言注意せずにはいられないが、今は話の続きが気にかかった。

「今はまだお国からの沙さ汰たがないから、砦にいるみたいなんだけど。その子がね、隊長の恋こい人びとになったんだって。……あれ？　愛人だったかな？」

「あい、じん……？」

　彼女はこれ以上ないほど目を見張り、言葉を失った。尊敬し、敬愛する我らが隊長殿に限って、まさか愛人など。にわかには信じがたい単語に、頭が理解を拒きよ絶ぜつしていた。

「まあどっちでも一いつ緒しよじゃない？　隊員たちは好き勝手に噂うわさしてるけど、隊長なら半はん端ぱなことはしないだろうし」

「タイラルド隊長に……恋人……いや、愛人……」

　人ひと柄がらに問題のない相手であれば、何も言うつもりはない。しかし、愛人と噂されてしまうような人物ということがどうにも引っかかった。もしや隊長は、悪い女に捕つかまってしまったのではないか。一度その可能性を考えてしまうと、焦しよう燥そう感かんに胸が落ち着かない音を立て始めた。

「サクラ・ミナカミ、と言ったか……」

「ん？　おーい、シルヴィア、戻もどっておいでー」

「私が……見定めねば……」

　精霊の客人などと、手厚い保護を受け調子に乗っているかもしれない。精霊の客人は益をもたらすことも多いと聞くが、自分にとっては所しよ詮せんおとぎ話の中の存在。我わが隊に……隊長に害をもたらすなら、死力を尽つくしてでも排はい除じよしなくてはならない。たとえ、そのことで敬愛する隊長に恨うらまれようとも。

「ううーん、もしかして、余計なこと言っちゃったかな」

　決意を固める女の耳には、男のそんな声も届いてはいないのだった。
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　日差しがジリジリと肌はだを焼く昼下がり、私は砦とりでの廊ろう下かを駆かけ足あしで進んでいた。もうみんな見慣れてしまっているのか、苦く笑しようしながら挨あい拶さつされたりするだけで、特に咎とがめられることはない。毎度ご丁てい寧ねいに注意してくれる唯ゆい一いつの人は、今向かっている先にいる。

「たいちょーさんたいちょーさん！　私、大変なことに気づいちゃったんですけど！」

　バンッと音を立てて扉とびらを開け、私は声を張り上げた。部屋の主あるじはいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで私を出で迎むかえてくれた。

　第五師団隊長、この砦の最高責任者、グレイス・キィ・タイラルド。みんなに隊長と呼び親しまれている彼かれは、なんともったいないことに、私の恋こい人びとでもあったりする。

　窓まど際ぎわに立っていた隊長さんに駆かけ寄よろうとして、私はようやく、室内にもう一人いることに気がついた。

「あっ、お仕事のお邪じや魔ましてすみません。どうぞ続けてくださいな」

　私は居住まいを正し、ササッと部屋の隅すみに移動する。出直さないのは、長引くようなら一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟はさんでもらうためだ。何しろここは隊長さんの執しつ務む室しつではなく私室で、今は昼休憩の時間。仕事人間の隊長さんを休ませるのは、最近の私の使命でもあった。

　部屋にいたもう一人は、ミルト・ヒュー・マラカイル。第五師団隊長直属部隊小隊長という長ったらしい肩かた書がきを持つ茶ちや髪ぱつの青年は、私を見てニッコリと人好きのする笑えみを浮うかべた。

「ちょうどいいや。ねえ愛人ちゃん、町に行きたい？」

「えっ、行きたいです！」

「……条件反射で返事をするな」

「すみません！　いっつも反射で生きてる人間なんで！」

　わけもわからないまま答えたら、わけもわからず注意された。解げせない。

「別に隊長だって反対してるわけじゃないでしょ？　彼かの女じよももうこの砦に来てそろそろ三ヶ月になりますし」

「それはそうだが……嫌いやな予感がするのは気のせいか」

「気のせいです。どうせだから、ちょっとやってもらいたいことがあるだけで」

　笑え顔がおを崩くずさない小隊長さんに、私も遅おそまきながら厄やつ介かい事ごとの気配を感じ始めた。けれど食わせ者の小隊長さんから逃にげられるとも思えないし、純じゆん粋すいにこの砦の外には興味がある。少しの不安なんてどうでもよくなるくらい、好こう奇き心しんのほうが勝っていた。

「気のせいではなかったようだな……」

　はぁ、と隊長さんは重々しいため息をつく。それから、私に視線を向けて眉み間けんの皺しわを深くした。不ふ機き嫌げんそうに見えるけれど、青みを帯びた灰色の瞳ひとみには優やさしい光が宿っている。どうやら私を心配してくれているらしい。

「どうせ面めん倒どう事ごとだ。断っても構わない」

「はい！　でも、楽しそうな気がするのでとりあえずお話を聞きたいです！」

「よかった。じゃあ、お茶でもしながら話そうか」

　言うが早いか、小隊長さんはお茶を持ってくるためにか部屋を出ていった。そういうのは使用人の仕事なのに、口を挟む暇ひまがなかった。

　小隊長さんがいなくなった部屋には、当然私と隊長さんが二人っきり。もしかしたら気を利きかせてくれたのかもしれない、と思いながら、私は隊長さんにニパッと笑いかけた。

「隊長さん、改めましてこんにちは！　本日はお日ひ柄がらもよく！」

「ああ」

　隊長さんは一つ頷うなずいて、うっすらと微笑ほほえんでくれた。そんなちょっとした表情の変化に、私は簡単にときめいてしまう。仏頂面がデフォルトの人の笑顔というのは破は壊かい力りよくがすさまじい。本当に、この人が私の恋人だなんて、付き合い始めて一ヶ月近く経たった今でもちょっと夢みたいだ。

　私がこの砦に……というより、この世界に来てしまってから、そろそろ三ヶ月になる。

　お風ふ呂ろから出るタイミングで異世界トリップしてしまった私は、気づけばバスタオル一枚の姿で隊長さんのベッドの上に座すわっていた。精せい霊れいによって招かれた〝精霊の客人〟というものだったのはあとで知ったことで、私は訳もわからないまま、寝しん室しつに忍しのび込こんだと誤解した隊長さんにいただかれてしまって。

　それから内ない緒しよの同室生活が始まったり、この砦で働かせてもらうようになったり、精霊が悪さをしたりと色々あったけれど、紆う余よ曲きよく折せつののちお付き合いをすることになって。今は幸せいっぱいの異世界生活を堪たん能のう中ちゆうだ。

「顔を見たらなんだかムラムラしてきたんですけど、抱だきついてもいいですか！」

　指をワキワキさせながらそう言うと、とたんに隊長さんは眉まゆをひそめ、残念な子を見る目に変わった。ちょっと、それは仮にも恋人に向ける目ではないと思います。断固抗こう議ぎする所存です。

「……唐とう突とつだな」

「好きな人にはいつだって触さわりたいものですよ！」

「……そうか」

　隊長さんは小さくため息をつくと、無造作に手を動かした。来い、と私を招くように。私は吸い寄せられるように駆け寄って、男らしいガッシリとした胸に飛びついた。

「うへへ……隊長さん成分を補ほ充じゆう中ちゆうです……」

　隊長さんのぬくもりと隊長さんの匂におい。一いつ緒しよにいるのも、話をするのも好きだけれど、こうやって好きな人を直じかに感じられる時間が一番の幸せだ。広い背中に手を回すと、隊長さんの手がぽんぽんと頭を撫なでてくれた。

「それで、何か話があったんじゃないのか」

「あっ……えーっと」

　すっかり流されたと思っていた話題を持ってこられて、私は一いつ瞬しゆん返答に迷った。

「大だい丈じよう夫ぶです！　ものすっごくどうでもいいことだったんで！」

「どうでもいいことでも聞くが」

「もうなんだったか忘れちゃいました！　えへへ！」

　笑ってごまかすと、隊長さんは少しだけ眉間の皺を深めて、それから再度私の頭を撫でた。とりあえずごまかされてくれるらしい。

　いや、でも。ほんっとーにしょうもないことだったんですよ。




「結けつ婚こん式しき、ですか？」

　戻もどってきた小隊長さんからアイスティーを受け取って、人ひと心地ごこちついたところで詳くわしい話を聞くことになった。

「そう、第三小隊の小隊長の結婚が決まってね。二ヶ月後になるかな」
















「わぁ～、おめでたいですね！」

　第三小隊の小隊長さんというと、体格がよくて厳いかつい顔の、隊長さんと同タイプの人だった気がする。食堂や廊下で挨拶程度はしたことがあった。にこりともしない彼が奥おくさんをもらうのかと思うと、なんとも不思議な感じがしてくる。

「愛人ちゃん、ペリトはわかる？　この砦から一番近い町。お嫁よめさんがそこの人でね、もちろん結婚式もそこで行うことになった」

「ほうほう」

　ペリトはたしか、第五師団を四つに分けたうちの一つが守っている町だったはずだ。この砦とは物資調達のために頻ひん繁ぱんに行き来があるから、そのときにでも知り合ったんだろう。

「ペリトの町長がね、いつもお世話になっているお礼にって、盛せい大だいに祝いましょうって言ってくださったんだ。おめでたいことだし、当人の二人も乗り気で、断る理由なんてない……はずだったんだけど」

「だったんだけど？」

「第五師団副隊長直属小隊長。隊長にオレがついてるみたいに、町にいる副隊長にも直属の小隊長がいてね。彼女が──女性なんだけど、せっかくの厚こう意いを勝手に断ってしまった」

　小隊長さんは言いながら少し苦々しげな表情をする。もしかしたら、その女性のことがあまり得意ではないのかもしれない。

「え？　なんでですか？」

「それがわかったらわざわざ君に頼たのむこともないんだよ。どうして断ったのか、理由を聞いても答えてくれないとかで、困った副隊長がこっちに連れん絡らくを寄よ越こしたんだ。町長には今のところ保留にさせてもらってるらしい。花はな婿むこになる第三小隊の小隊長は上の決定に従うって言ってるけど、花はな嫁よめは残念に思ってるだろうね」

　上司の話も聞かずに独断で断られたら、そりゃあ町の副隊長さんも町長さんも困ってしまうだろう。その女性の小隊長さんが何を考えているのか、私にもまったくわからない。

「つまり、私にやってほしいことっていうのは？」

「彼女の説得と、あとついでに結婚式を盛り上げてほしい、って感じかな」

「盛り上げる？　なんで私なんですか？」

「説得に関しては、オレの人選。彼女、ちょっと隊長に似てるんだよね。隊長を手て懐なずけた君ならどうにかできるんじゃないかな～って」

　て、手懐けた、って……。私は思わず、隣となりに座る隊長さんを見上げた。今までずっと黙だまって聞いていた隊長さんは、不機嫌そうに眉をひそめて小隊長さんを睨にらんだ。

「手懐けられたつもりはない」

「じゃあ、骨抜ぬきにされた？　どっちでも一緒じゃないですか？」

「……」

　眉間の皺をさらに深くしながらも、隊長さんは何も言い返さなかった。それは、私に骨を抜かれた自覚があるっていうことなんでしょうか。どうなんでしょう隊長さん！　沈ちん黙もくは肯こう定ていと取りますよ！

「ついでの結婚式のほうは、実は他の奴やつに頼まれてね。第三小隊の一人がすごい乗り気で、余興とか色々やりたいらしいんだけど、愛人ちゃんに助すけ太だ刀ち願えないかってさ。それはまたそいつに話を聞いてよ」

　なるほどなるほど。上司のために一肌脱ぬごう、ということなんだろう。そこでどうして私を指名したのかは謎なぞだけれど。

「私に務まりますかね」

「さぁ？　やってみないとわからないんじゃない？」

　小隊長さんはさして興味なさそうに丸投げしてくる。でも、実際小隊長さんの言う通りだ。できるかできないか、ではなく、やるかやらないか。

「そうですね……、よし！　説得も余興も、両方がんばります！」

「さすが愛人ちゃんは話が早い。よろしくね」

　ニッコリと完かん璧ぺきな笑顔を貼はりつけた小隊長さんは、自分の都合のいいように話がまとまってしめしめとでも思っていそうだ。利用される分には構わないけれど、一つ、ずっと引っかかっていたことがあった。

「ところで！　黙って聞いてれば、さっきから愛人ちゃん愛人ちゃんって！　私はれっきとした隊長さんの恋人なんですけど！」

「愛人候補に名乗りを上げるんじゃなかったの？」

「そんなの遠い昔の話ですよ！　今の私は隊長さんとアツアツラブラブバカップルなんです！」

「……」

「うわ～、バカップルって単語が破は滅めつ的てきに隊長に似合わない」

　私の勢いきおい込こんだ言葉に、隊長さんは額に手を当ててため息をつき、小隊長さんは引きつり笑い。本当のことしか言っていないはずなのに、この反応はどういうことか。

「まだ私のことを隊長さんの愛人だって勘かん違ちがいしてる人がいるのは、絶対小隊長さんのせいですからね！」

「……まだ、いるのか？」

　小隊長さんに向けた文句だったのに、それに反応したのは隊長さんだった。覗のぞき込こむようにして、気き遣づかわしげな視線を向けてきた。

「使用人たちや厨ちゆう房ぼうの人たちは私が誤解を解きましたけど、隊員さんの中にはまだけっこういるみたいです。知らなかったんですね」

　考えてみれば、隊長さんにそういう話を振ふる人がいなかったとしてもおかしくはない。第五師団のトップで、生き真ま面じ目めで、さらにはこの強面こわもて。よほどの勇気がなければ女の話なんてできないだろう。

「ああ……何か、困ったことはあったか」

「さすがにあのときみたいなことはないので大丈夫です。ちょっとからかわれたりとかはありますけど」

　からかわれるといってもたわいのないものばかりだし、前にビリーさんから誘さそいを受けたのは本当にレアケースだ。あれから特に突つっかかられるということもない。今のままでも不都合はないけれど、ちゃんと恋人として認にん識しきされたいと思うのは普ふ通つうのことのはず。

「別に、愛人でも恋人でも、実質的には何も変わらないと思うんだけどな。みんな隊長の性格は知ってるんだし」

「変わります。全っ然違ちがいます。何がって、私の気持ち的に！」

「心底どうでもいいなぁ、それ」

　ははは、と笑う小隊長さんは本当にどうでもよさそうだ。小隊長さんは乙女おとめ心ごころというものがわかっていない。そんなだからいまだにハニーナちゃんに嫌きらわれているんだ、と八つ当たり気味に思った。

「……サクラをそう呼ばれることも、愛人を持つような男だと思われることも、あまりいい気はしない」

　うなるような低い声で、隊長さんは言った。その顔には、はっきりと〝不快〟と書いてある。自分の名めい誉よももちろんあるだろうけれど、私のために怒おこってくれることがなんだかむず痒がゆかった。

「あーはいはい。じゃあ、無事に説得できたらってことにしようか」

　小隊長さんは軽い調子で約束してくれた。守ってくれるか不安は残るけれど、さすがの小隊長さんも、隊長の目の前で堂々と噓うそをついたりはしないだろう。

　元々力を尽つくすつもりではあったけれど、何がなんでもやり遂とげなければならない理由ができてしまった。
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　その次の日、食堂で声をかけてきたのは、赤い髪かみを後ろで結んだ青年だった。

「やあサクラちゃん。助太刀、引き受けてくれてありがとう」

「あれ？　えっと、何度かお話ししたことありましたよね」

　その顔に見覚えはあるけれど、なぜか名前が出てこなかった。人の顔と名前を覚えるのは特技と言えるくらい得意だったはずなのに、まさかの不発!?

「……助太刀って？」

　一緒にご飯を食べていたエルミアさんとハニーナちゃんが、不思議そうな顔をする。詳しい話を聞いてからにしようと思っていたけれど、説明するしかなさそうだ。

「結婚式のお手伝いみたいなことすることになったんです。第三小隊の小隊長さん、って言ってたかな？」

「ああー、あの隊長に負けず劣おとらず強面の」

「ちょっとエルミア、もし聞かれていたらどうするんですか」

「小隊長クラスは基本食堂には来ないじゃない。大丈夫大丈夫」

「その部下が目の前にいるんだけどね」

　うーん、と赤髪の青年は困ったように笑う。整った顔立ちだけじゃなく、表情一つとっても軍人とは思えない華はなのある人だ。

「日々砦の環かん境きよう整備のために汗あせ水みず垂らして働いてるあたしたちの、たわいないおしゃべりを邪魔したりしないわよね。兄さん？」

「はいはい、まったくうちの妹は怖こわいもの知らずだね」

「……兄さん？　妹？」

　すぐには理解できなくて、ぱちぱちと目を瞬またたかせる。そんな私に、シャルトルさんはにっこりと人好きのする笑みを浮かべてみせた。

「そういえば、名前を名乗ったことはなかったよね。どーも、シャルトル・ガネットです。エルミアのお兄ちゃんだよ」

「そ、そうだったんですか！　ビックリしました！」

　たしかに、エルミアさんのお兄ちゃんは第五師団の隊員で、この砦にいるという話を前に聞いた覚えがある。言われてみれば、瞳の色は同じペリドットのような黄緑色で、髪の色も茶に近い赤髪という、エルミアさんほどではないけれど派手な色だ。

　ツリ目とタレ目で与あたえる印象は対照的だけれど、鼻の高さやスッとした頰ほおのラインが、よく見ると似ているような気がする。

「僕ぼくも言わなかったからね。驚おどろかせられたなら成功かな」

「驚かせる気満々だったんですか」

「そりゃあ、最初に言っちゃってたらつまらなかったでしょ」

「つまらなくないですよ。人間正直が一番です」

「たしかにサクラちゃんは正直者だね」

「元気なのと正直なのだけが取とり柄えですから！」

「またまた。サクラちゃんはかわいいし料理上手だし、もっとたくさん取り柄があるじゃない」

　シャルトルさんはヘリウムよりも軽い調子で、そう言ってのけた。それほどたくさん話したことはなかったから知らなかったけれど、どうやらタラシ属性の人のようだ。

「そんなこと言っても、何も出ませんからね！　お菓か子しのお裾すそ分わけくらいしか！」

「それはうれしいなぁ。ぜひご相しよう伴ばんに預かりたいね」

　私が言い返すと、シャルトルさんは黄緑色の瞳を細めて朗ほがらかに笑った。女子にモテそうな柔にゆう和わな美形は、笑うとさらに際きわ立だつ。顔立ちの分類としては小隊長さんに近いけれど、小隊長さんよりも少し年が上かもしれない。エルミアさんのお兄ちゃんだと知ったからかもしれないけれど、華やかながらどこか落ち着いた様子があった。

「兄さん、はっきり言って食事の邪魔なんだけど」

　エルミアさんはうっとうしそうな顔をして、シャルトルさんを睨んだ。言葉はきついけれど、私たちのために言ってくれたんだろう。私は話してばかりで手が止まっていたし、ハニーナちゃんはすぐ傍そばに男性がいることで緊きん張ちようしてしまっている。たしかに、お話は改めて、のほうがよさそうだ。

「ごめんごめん。じゃあサクラちゃん、食べ終わったら、ちょっといい？」

「はい、またあとで！」




　そうして食事のあと、私とシャルトルさんは食堂の隅っこで作戦会議を開いた。

「もう聞いてるかもしれないけど、結婚式は二ヶ月後。僕もそっちにばかりかかりっきりにはなれないから、大がかりなことをするにはちょっと時間が足りないんだよね」

　結婚式の準備というと、半年くらいはかかるイメージがある。私たちが考えるのが余興だけといっても、それほど余よ裕ゆうがあるわけではなさそうだ。

「どういうことをしたいとか、そういうのは決まってるんですか？」

「うーん、町の人も一緒に盛り上がれるような何かがあれば、って思うんだけどね。ほら、僕らって肉体労働だからさ、身体からだを動かすようなのしか思いつかなくて」

「一緒に盛り上がれるようなもの……」

　この国の結婚式は、それほど形式にこだわって行うものではないんだろうか。それなら、結婚式というよりも、パーティー的なものを想像すればいいのかもしれない。

「必要なものがあれば大体のものは揃そろえられると思うよ。実家ってのはこんなときに使うものだよね」

「実家を、使う？」

　どういう意味だろう、と私は首を傾かしげた。

「あれ、エルミアから聞いてない？　うち、商家なんだよ。ペリトにも支店があるから、色々融ゆう通づう利きかせてもらおうと思って。儲もうけにもなるんだし、お互たがいハッピーでしょ」

「なるほど……じゃあ、この世界にないものとかでも作ってもらったりできますか？」

「物にもよるだろうけど、できると思うよ」

「やったー！　頼たよりにしてますね！」

　小道具を作ってもらえるなら、色々と可能性が広がる。無む駄だと遊びにあふれた現代人の知識を発はつ揮きするときが来ましたね！

「そういえば、なんでエルミアさんに相談しないんですか？」

　ふと気になって、私は話題を変えてみた。何度か話したことがある程度の私よりも、実の妹のほうがずっと相談しやすいだろうに。

「エルミアは昔っから男どもに混じって遊んでたようなお転てん婆ばだからねぇ、こういうのは向かないんだ。ハニーナちゃんは、意見を聞くどころか普通に話すこともできないだろうし。なるべく花嫁さんと年が近いほうがいいってなると、だいぶ人選は限られてくる。何よりサクラちゃんだったら、普通の人が考えつかないような奇き抜ばつな案を出してくれそうだなって」

　なるほど、エルミアさんがお転婆というのは話に聞いていたから理解できる。ハニーナちゃんも男の人が苦手だから難しいし、無難な人選なのかもしれない。

　でも……最後の一言はいただけない。

「それ、褒ほめてませんよね!?　私は変わり者ってことですか!?」

「褒めてる褒めてる」

「失礼なこと言うなら、お手伝いお断りしますからね！」

「それは困るなぁ。お願いサクラちゃん、新しん郎ろう新しん婦ぷの幸せのために力を貸してよ」

　シャルトルさんは両手を合わせて頼んでくる。どこかおどけた様子からして、断られるとは思っていないんだろう。少し癪しやくだけれど、新郎新婦のためと言われると私も弱い。

　結婚式は、幸せなものであるべきだ。キラキラとした衣い装しようで、みんなの笑顔に囲まれて、隣には最愛の人。好きという気持ちだけでつながっていた人と、家族になる日。

　一生のうちに何度でも思い返して、そのたびに心が温かくなるような、素す敵てきな思い出にしてあげたい。

「……花嫁さんのためなら、しょうがないですね」

「ありがと。頼りにしてます」

　ふてくされたように言う私に、シャルトルさんはにこっと笑う。いまいち憎にくめない人だ。

「まあ、そもそも無事にできるかどうかもまだわからないんだけどね」

　シャルトルさんは、ふぅっと一つため息をついた。

「マラカイル小隊長から聞いたよ、説得も任されたんだって？　大役だねぇ。僕たちがこれから考える余興も、できるかどうかはサクラちゃんの説得にかかってるからね」

「プレッシャーかけないでくださいよ！」

「大丈夫大丈夫、サクラちゃんならきっとなんとかなるよ」

　小隊長さんといいシャルトルさんといい、どうしてこんなに言葉が軽く聞こえるのか。

　まあそれに関しては、私も人のことは言えないんだけれども。
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　まずは、町の女性小隊長さんの説得をしないことには、話が進まない。

　ということで、数日後、私は隊長さん率いる買い出し部隊に付き従って、町までやってきていた。

「わー、町だー！　異世界だー!!」

　朝に砦を出発して、徒歩で三時間近く。敷しき詰つめられた石いし畳だたみの道に、家屋は白しら壁かべに色とりどりの屋根。看板や街灯、街路樹に至るまで異国情じよう緒ちよあふれる町並みに、私は感かん極きわまって大声を上げた。

「……あまり騒さわぐと悪目立ちするぞ」

「はっ、すみません。ついテンション上がっちゃって」

　子どもじゃないんだから落ち着かないと、と思っても興味を引くものが多すぎる。すぐにきょろきょろと周囲に目を向ける私に、隊長さんは不思議そうな顔をした。

「それほど目新しいものか？」

「町並みが私の世界とは全然違うので！　外国の観光地に来たみたいです！」

「そうか。もっと早く連れてくればよかったな」

「大丈夫です、砦でも毎日新しい発見があって、面おも白しろかったですよ！」

「お前らしい」

　ふっ、と微かすかに笑みをこぼす隊長さんに、私は余計に落ち着かない気持ちになる。

「せっかくだが今日はそれほど時間がない。このまま駐ちゆう屯とん地ちに行くが、構わないか？」

「はい、もちろんです！」

　隊長さんは申し訳なさそうに言うけれど、今日の主目的はあくまで買い出し。ついてきただけの私に異論があるわけない。

　砦の隊員と、その生活を支える使用人たち。みんな合わせるとけっこうな人数になる。食料だけでもすごい量になってしまうから、買うものは事前に注文して、町の駐屯地に届けておいてもらうらしい。それ以外の、たとえば嗜し好こう品ひんなんかは、個人個人で自由時間に買いに行く。町への買い出しは、砦という娯ご楽らくの少ない空間で暮らしているみんなの、いい気晴らしにもなっているらしい。

「私もまずは女性の小隊長さんとお話ししてみないとですもんね。どうやって説得しようかとかは思いついてないんですけど、まあ、なるようになるかなぁって」

　町の女小隊長さんについて他の隊員さんにも話を聞いてみたところ、真面目でお堅かたい、冗じよう談だんの通じない女性だということだった。聞いた限りでは、むしろ私とは相あい性しようが悪そうなタイプに思えるけれど、真面目といえば隊長さんだって真面目で堅かた物ぶつだ。小隊長さんも、勝算もなく私に任せるようなことはしないだろう。人間の好みも隊長さんに似ていることを願うばかりだ。

「まずは人となりを知る必要があるだろう」

「そうですね。私なりにがんばってみます！」

「ああ、いつものお前でいい」

　そう言って、隊長さんはポンと私の頭に軽く手を載のせた。私は心の中でギャーっと悲鳴を上げて、胸を押おさえる。今日も恋人が素敵すぎて呼吸が苦しい。

「うっ、隊長さんは今日もかっこいい……特にそのよそ行き用のマント、反則じゃないですかね……かっこいい……」

　いつもの軍服姿の上に、今はマントのような形状の上着を羽織っている。これまでも隊長さんが町に行くときの見送りなどで目にしたことはあったけれど、こんなに近きん距きよ離りでずっと一緒に行動するなんて、心臓が何個あっても足りない。しかも、最近は暑いからか砦では外していることも多かった手て袋ぶくろも、今は身につけている。軍服、マント、白手袋の三連コンボ。道中よく鼻血を噴ふかなかったものだと思う。

「いきなり何を言い出すんだ」

「いきなりじゃないです！　ずっとかっこいいと思ってました！　むしろ毎日二十回は思ってます!!」

「……そうか」

　隊長さんは反応に困っているのか、いつもの仏頂面よりも少し眉間の皺が深いけれど、今さら見慣れたものなので気にしない。私は隊長さんの格好よさを称たたえるので忙いそがしい。

「それに、そんな暑苦しい格好をしているのに顔色一つ変えないところまで格好いいです。私なんてほら、見てるだけで汗かいちゃいますよ」

　腕うでを持ち上げて袖そでをめくれば、汗ばんだ肌が陽の光を反射する。

　この世界……というかこの地域の夏は日本よりもだいぶ穏おだやかとはいえ、日に日に暑さは増している。使用人の制服も夏服が支給されたけれど、生き地じが通気性のいいものになっただけでデザインはほとんど変わらなかった。隊員さんの中にはシャツ姿になっている人もいるから、私だけが暑さを感じているわけじゃないだろう。

「……見せなくていい」

　隊長さんは小さく息をついて、私の腕を下ろさせた。さすがにはしたなかっただろうか。少し、ほんのちょびっとだけ反省した。

「タイラルド隊長！」

　隊長さんを呼ぶ声がして、進行方向に目を向ける。気がつけば駐屯地のすぐ目の前までやってきていたらしい。町の家屋よりもどこか質素で実用的な、けれどぎりぎり調和する大きな建物が見えてきた。そして、その門の前で待っていたのは……一人の女性だった。

「カルス小隊長。今日はよろしく頼む」

「はっ、必要なものはすでに玄げん関かんまで運び終えております。追加があればこちらの者も動かせますが、どうなさいますか」

　ビシっと直立したその人は、うっとりするくらいきれいなまっすぐの銀ぎん髪ぱつをポニーテールにした、妙みよう齢れいの女性だった。私と隊長さんのちょうど真ん中くらいの身長は、もしかしたら小隊長さんと同じくらいあるかもしれない。この世界に来て、美形も美女も見慣れているつもりでいたけれど、他の誰だれとも違う中性的な、剣けんのように鋭するどい美び貌ぼうだった。

「いや、自分たちで買いたいものもあるだろう。気遣いは無用だ」

「承知いたしました。……そちらの方は」

　銀髪の女性の視線がこちらに向けられる。アメシストのような瞳は切れ長で、妙みように迫はく力りよくがあった。ビクッと一瞬肩かたが揺ゆれてしまった。

「砦に新しく入った使用人で、サクラ・ミナカミという。町は初めてだというので連れてきた。サクラ、副隊長直属部隊小隊長のシルヴィア・ヒュー・カルスだ」

　薄うす々うすそんな予感はしていたけれど、やっぱりこの人が、これから私が説得しないといけない町の女性小隊長さんだったようだ。私は慌あわてて頭を下げた。

「サクラ・ミナカミです。よろしくお願いします！」

「精霊の客人の……」

　シルヴィアさんは、私の顔をじぃっと見つめながら、小さく呟つぶやく。心なしか睨まれているような気がするけれど、早さつ速そく私は何かやらかしてしまったんだろうか。

「ちょうどいいや。町を案内してあげたらどうかな、シルヴィア」

　シルヴィアさんの後ろから声をかけてきたのは、亜あ麻ま色いろの髪の男性だった。

「副隊長……」

「エリン・ターク。第五師団の副隊長やってます。よろしくね、サクラさん」

「あ、はい、よろしくお願いします！」

　にこやかに挨拶されて、私はあわあわと副隊長さんにも頭を下げた。柔和な顔立ちの彼は隊長さんよりもいくらか年とし嵩かさに見える。のんびりとした雰ふん囲い気きに、知らず詰つめていた息がこぼれた。

「案内、というのは……？」

　シルヴィアさんは、嫌そうな表情を隠かくしもしないで副隊長さんに問う。

「サクラさん、砦から出たことなかったんでしょう？　この町に興味あるんじゃない？」

「あります！　すっごいあります！」

「ここは僕が見ているから、軽く案内してあげなよ。そろそろお昼時だし、おいしいご飯でも食べに行くといい。グレイスもそれでいいよね？」

「ああ」

　今、サラッとグレイスって呼びましたね!?　副隊長さんのほうが年上だからかもしれないけれど、今まで隊長さんを名前で呼ぶ人がいなかったから驚いてしまった。

「せっかく町に出てきたのに、仕事だけして帰るんじゃ可か哀わい相そうだものね」

「それはそうかもしれませんが……私が？」

「女の子同士、できる話もあるだろうし、ね？」

「お、女の子……」

　あくまで押し通そうとする副隊長さんに、シルヴィアさんは困こん惑わく気味だ。いくら同性といえど、見ず知らずの人とご飯を食べてこいと言われても、シルヴィアさんのようなタイプの人にはなかなか難しいだろう。……あまり歓迎されていない雰囲気も感じるし。

　副隊長さんはたぶん、私とシルヴィアさんが二人で話せる場を作ってくれようとしているんだろう。私が小隊長さんに説得を頼まれたことを知っているから。ごまかしきれない不自然さが、彼の人の好よさを表しているような気がした。

「お願いできますか？　シルヴィアさん」

「……ああ」

　舵かじ取とりの怪あやしい助け船だろうと、乗らない手はない。便乗して頼んでみると、シルヴィアさんは渋しぶ々しぶといった様子で頷いた。彼女の眉間には、より深く皺が刻まれていた。

　やっぱり私、シルヴィアさんに嫌われているような気がする……。
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「さっき砦の人たち来てたねぇ。パルラは今日は行かなくていいの？」

「今日は隊長さんがいらっしゃっているみたいで。ローシェンは来ないんですって」

「そっかー、残念だね。ま、代わりにおいしいもの食べられたと思えば」

「そうね。おいしいし、本当にかわいい……素敵なお店を紹しよう介かいしてくれてありがとう」

　私たちにも少し関係がありそうな、隣の女子会グループの会話を流し聞きながら、私はため息を押し殺す。彼女たちがはしゃぐのも無理はない。そう、かわいい。外観から内装、小道具からもちろんメニューに至るまで、すべて百点満点にかわいかった。

　木目を大事にしたナチュラルなテーブルと椅い子す。座り心地を考え小こ花ばな柄がらのクッションが置かれ、テーブルの中央には小さな白い花がちんまりとした花か瓶びんに挿さしてある。私が頼んだサラダパンケーキはハート形に焼かれていて、野菜は彩いろどり豊かな上、好きな量をかける別べつ添ぞえのドレッシングには花びらが浮いていた。

　いつもだったら隣の女子会グループと同じように私もテンション高く歓かん声せいを上げていただろう。携けい帯たいで写真を撮とれないのが残念なくらいだ。けれど、今だけはそのかわいさを素す直なおに喜べなかった。

「だ、大丈夫ですかシルヴィアさん。手が震ふるえてますけど」

　震えている。ガタガタと音が聞こえそうなくらい震えている。加えて顔色までどこか青白いから、一見すると病人だ。

「気にしないでくれ。こういったところが、あまり得意ではないだけだ」

「じゃあなんでこの店に……」

　どうしてわざわざ、顔面蒼そう白はくにするほど苦手なお店に人を連れてくるんだろうか。チョイスを間ま違ちがえすぎじゃないだろうか。自分が苦手だから私も苦手だろうと、嫌がらせのつもりだったなら、残念ながらむしろこのお店は私の趣しゆ味みだけれど。

「……エリン副隊長が、女性ならばこういうところを好むだろう、と」

　苦々しげに吐はき出だされた返答に、なるほど、と納なつ得とくする。駐屯地を出ようとしたところで、副隊長さんがシルヴィアさんに耳打ちしていたのはそのことか。気を回してくれたのはうれしいけれど、副隊長さんはシルヴィアさんの好みは考えなかったんだろうか。そこまで思い至らなかったのか、そもそも好みを知らなかったのか。どちらにしろ、副隊長さんはなんというか、微び妙みように残念な人だなぁと思った。

「たしかにかわいいものは大好きですけど、そんな居い心地ごこち悪わるそうにするくらいなら、シルヴィアさんがいつも行っているところでよかったんですよ？」

「せっかく紹介してくださった副隊長のご厚意を無駄にするわけにはいかない」

「そういう気持ちはあるんですね」

「……どういう意味だ」

　ギロリ、とシルヴィアさんに睨みつけられる。失言だったと気づいたときには遅かった。

「あ、いえ、結婚式の件を小耳に挟んで。町長さんの提案を断ってしまったと聞いたので」

「それは……」

　シルヴィアさんは口ごもり、自分の頼んだシチューセットに視線を落とした。ニンジンがお花形をしているシチューに、カリカリに焼かれたパンにはウサギの焼印がついている。早く食べないと冷めてしまうのに、シルヴィアさんはまだ一口も手をつけていなかった。

「結婚というものは、契けい約やくであり、誓せい約やくだろう。約を違たがえることはないと、皆みなの前で誓ちかう儀ぎ式しきだ。厳げん粛しゆくな儀式を盛大に行う必要などない」

　シチューから顔を上げ、キッと挑いどむように私を睨む。最初から充じゆう分ぶんすぎるほど感じてはいたけれど、冗談の通じない真面目さんという事前情報はやっぱり正しかったようだ。

「でも、女の子にとってはそれだけじゃないと思うんです。大好きな人と家族になる日です。一生の思い出になる、大切な日ですよ」

「大切な日だからこそ、馬ば鹿かのように騒ぎ立てては台無しだろう」

「ば、バカって……！　みんなが笑顔になれる日にしたいだけですよ。新郎新婦は参加してくれる人たちに楽しんでほしくて、参加する人たちは結婚する二人の前ぜん途とをお祝いするんです。それって素敵なことじゃないですか？　それの何がいけないんですか？」

　あまりにも冷れい淡たんな物言いに、つい感情的に言いい募つのってしまう。冷静に説得、という考えは早くも頭から抜け落ちていた。

「失礼だが、この国を知らない貴女あなたに何がわかる？　この国にもこの町にも、風習というものがある。隊長に目をかけていただいているからといって、あまり出しゃばらないほうがいい」

　シルヴィアさんの声は、氷のように冷たく、剣のように鋭かった。

　は？　と私は硬こう直ちよくした。なぜ、ここで隊長さんが出てくるのか。しばらく考えて、ようやく〝愛人〟という噂うわさがここにまで浸しん透とうしてしまっていることに気がついた。気がついて、それと同時に不満が爆ばく発はつした。

「それとこれとは全然違う問題です！　そういうの、ゲスの勘かんぐりって言うんですよ！」

「げ、ゲス……？」

「風習は大事です。風習を大事にする気持ちも尊いものだと思います。でも、一番大事なのは本人たちがどうしたいかなんじゃないんですか？　祝福してあげたい周りの気持ちまで、馬鹿だって言うんですか？」

　町長さんは善意で提案してくれて、花婿さんも花嫁さんも乗り気だった。それならなんの問題もないじゃないか。外野がそれを否定する権利なんてどこにもない。

　国が違っても、世界が違っても、大事な人の門かど出でを祝いたい気持ちは変わらないはずだ。結婚式は、基本的に一生に一度の晴れ舞ぶ台たい。おめでとう、幸せになって、そんな言葉であふれる日であってほしい。

　そんな、優しさやぬくもりや愛いとおしさを凝ぎよう縮しゆくした結婚式を、私はこの目で見て体感したことがあるから。

　顔も名前も知らない、これから夫ふう婦ふになる二人のために、力を尽くそうと決めたんだ。

「それから、言っときますけど！　私と隊長さんはアツアツラブラブバカップルなんですからねっ！」

　ビシっと人差し指を突きつけて、宣戦布告のように言ってやった。お行ぎよう儀ぎが悪くても今回ばかりは許してほしい。女には負けられない戦いもあるんです。

　勢いに押されていたシルヴィアさんも、私に負けじと睨み返してくる。バチバチと火花を散らしながら、頭の隅っこの妙に冷静な部分で、私は小隊長さんに謝あやまった。

　──すみません。説得、大失敗です、と。
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　あのあと、私たちは一言も話すことなく食事を終えて駐ちゆう屯とん地ちまで戻もどった。無言で睨にらみ合あう私たちを見れば、説得の行方ゆくえがどうなったかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだっただろう。あらら、という顔の副隊長さんと、頭痛を我が慢まんしているかのような隊長さんに、少しだけ申し訳なさがわき上がった。

　それからは、注文したものが全部あるか、数量の確かく認にんなど、隊員さんのお手伝いを積極的にした。もっと町を見てこなくていいのかと隊員さんにも隊長さんにも言われたけれど、隊長さんは忙いそがしそうにしているし、今回はエルミアさんもハニーナちゃんも来ていない。何より、無心に働くことで怒いかりを発散させたかった。

　馬ば鹿か騒さわぎだとか、出しゃばるなとか、食事のときに言われた言葉が頭の中をぐるぐると回る。自分が侮あなどられたことももちろん悔くやしかったけれど、やっぱりそれ以上に、当人たちの希望を無視されたことがどうにも納なつ得とくいかない。

　頭が冷める前に、注文品の確認は滞とどこおりなく終わってしまった。町を出立する段階になっても、謝あやまろうという気にはならなかった。だって、私は間ま違ちがったことは言っていない。

「カルス小隊長と何かあったのか」

　砦とりでへの帰り道、とうとう隊長さんにそう突つっ込こまれてしまった。努めて顔には出さないようにしていたけれど、駐屯地に戻ってきたときの様子を覚えていれば気になるのは当然のことだろう。

「隊長さんは、私とシルヴィアさんがケンカしたって言ったら、私の味方をしてくれますか？」

「双そう方ほうの見解を聞いてからでなければ判断できない」

「……すみません。卑ひ怯きような聞き方しちゃいました」

　至し極ごく真っ当な言葉をもらって、少しだけ頭が冷えた。これは、多くの味方を得たほうが勝ち、という勝負ではない。

「主義主張が異なれば、当然衝しよう突とつも起きる。最初からうまくいくとはミルトも思っていなかっただろう。あまり気にするな」

　くしゃり、と隊長さんは私の頭を撫なでた。大きな手は私に心地ここちいい安心感を与あたえてくれる。ささくれ立っていた心が凪ないでいく。

「隊長さんは大人ですね」

「お前よりは、多少長く生きているというだけだ」

　そうはいってもやっぱり十年の差は大きい。隊長さんにはきっと、私には見えないものがたくさん見えているんだろう。

　隊長さんだけじゃない。私は色んな人たちに支えられている。

　本来、非戦せん闘とう員いんの私は隊列の真ん中にいるべきだ。実際一いつ緒しよに来ている使用人さんたちはそうしている。行きも今も、私がこうして隊長さんの隣となりにいることができるのは、隊員さんたちが気を回してくれたからだ。からかい半分ではあったけれど、その気持ちがうれしかった。

「うん。私もがんばりますね！」

　私がみんなに助けられているように、私もみんなの力になりたい。握にぎりこぶしを作って宣言すれば、無理はするな、とばかりに隊長さんは微笑ほほえんだ。




　そうして砦に帰ってきた私たちを、小隊長さんは笑え顔がおで出で迎むかえてくれた。

　荷物を運はこび込こむ指示のために隊長さんはその場に残り、私は小隊長さんの執しつ務む室しつに移動する。説得が失敗したことを正直に報告しても、小隊長さんの笑えみは崩くずれなかった。

「カルス小隊長と互ご角かくにやり合うなんて、さすがは愛人ちゃん。あの人に睨まれても怯ひるまない人間はなかなかいないよ」

　なぜかわからないけれど褒ほめられてしまった。てっきり文句の一つでも言われるだろうと思っていた私は拍ひよう子し抜ぬけした。

「説得に関してはカルス小隊長を知っている副隊長のほうが適任でしょ。君には援えん護ご射しや撃げき的な役割を担になってほしかったんだ。今回の件はカルス小隊長の頭の固さが邪じや魔まをしているんだろうから、ひとまず何か衝しよう撃げきを与えたかったんだよね。だから、第一段階は大成功。君は大いに役立ってくれたよ」

「なんか、正直に喜べないんですけど！」

　それならそうと、最初から言っておいてくれればよかったのに。説得できなくて申し訳ない、と思った私の純情を返してほしい。

「だって、説得してほしいとは言ったけど、了りよう承しようを得てほしいとは言ってないでしょ」

「なんですかその、願い事を聞くとは言ったけど叶かなえるとは言ってない、みたいなの！　詐さ欺ぎです詐欺！」

「いいねぇ、好きだよそういう言葉遊び」

　ニコニコと笑う小隊長さんは少しも堪こたえていないようだ。その顔を見て、私はふとあることに気がついてしまった。

「じゃ、じゃあ、まさか……無事に説得できたら、ってやつは……」

　シルヴィアさんを説得できたら、愛人呼びを改める、という約束。私への頼たのみ事が説得そのものではなかったというなら、あの約束も見方が変わってくる。

「別に、説得が成功したらそれはそれでよかったんだよ、オレは」

　してやったり、と言わんばかりの表情に、私は完全に白旗を上げた。

　口で小隊長さんに挑いどむのは無む謀ぼうなのだと骨身に染しみた。他のことなら勝てるのかと言われると、何も思いつかないけれど。

「騙だまされた気分です……」

「まだまだだねぇ、愛人ちゃん」

　上手に踊おどらされすぎて、悔しさすらわいてこない。

　とりあえず、少しでもいい方向に話が進めばいいな、と思った。
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　頼まれ事はシルヴィアさんの説得だけじゃない。まだできるかどうかはわからないものの、余興の内容を考えておかないといけなかった。

　町に行ったときにのほほんとした副隊長さんに聞いたところによると、町長さんは町の教会を開放してガーデンパーティーを行い、更さらにその周辺に屋台を出すのはどうだろうかと考えていたらしい。

　それ以外は特に決まっていないようで、実のところ、私とシャルトルさんで考えるのは余興だけというよりも、プログラム全体と言ってもいい。

　結けつ婚こん式しきはすでに二ヶ月後に迫せまっているのに、こんなに何も決まっていないのはおかしいんじゃないか。そうシャルトルさんに確認したら、そもそも庶しよ民みんはそれほど盛せい大だいな結婚式はせずに、お食事会程度で終わるものなのだそうだ。当日まで新しん郎ろう新しん婦ぷには知らせないサプライズパーティーなどを企き画かくすることもあるらしい。

　たしかに結婚式には何かとお金がかかるし、元の世界では式場の予約の問題もあった。結婚式は半年から一年ほどかけて準備をするものという常識は、ここでは適応されない。

　結婚式について考えていると、どうしても思い出すのは過去に私が列席したことのある結婚式だ。たった一度だけ、キラキラとした……夢のような時間を過ごした。

《やあ、サクラ。元気にしてた？》

　昼食を食べ終わって、中庭のベンチでぼーっとしていた意識を呼よび戻もどしたのは、そんな声だった。声の聞こえてきた斜ななめ上を見てみれば、ふわふわと浮うかぶオパール色の未み確かく認にん飛行物体──ではなく、精せい霊れい。

「あ、オフィ。久しぶり」

《久しぶりー！》

　片手を上げて挨あい拶さつしてみると、オフィは私の周りをくるくると回りながら、明るい声で挨拶を返してきた。このテンションの高さも久しぶりだ。相変わらずオフィは元気いっぱいのようで、よかったよかった。

「最近見なかったけど、どうしてたの？」

　なんだかんだで一ヶ月近くオフィは姿を現さなかった。オフィは、というか精霊は気まぐれな生き物みたいだから、そんなものなんだろうと思っていたけれど。こうして戻ってきてくれると、それまでどうしていたのか気になってくる。

《西に行って遊んでた！》

「西？　西に何かあるの？」

　以前隊長さんに見せてもらったこの国の地図を脳のう裏りに思おもい描えがいてみる。でも、あまり出来のよくない頭では、虫食いだらけの地図にしかならなかった。

　たしか、この砦は国の南東部にあって、数日前に行ったこの砦から一番近い町ペリトはここから北西にある。西は……国の中心に近くなるんだろうか。もしくは、この国よりも西という可能性もある。

《この国のミヤコだよ。ニンゲンが多いから、人の子の精霊もたくさんいるよ》

「じゃあ、仲間に会ってきたんだね。楽しかった？」

《うん、みんなサクラに会いたがってたよ！》

「わ～、オフィサイズがいっぱいとか、かわいいだろうなぁ。賑にぎやかで楽しそう」

《そのうち必ず会えるよ》

「そうなの？　ちょっと楽しみ」

　必ず、と言われるとそわそわしてしまう。精霊さんたちが会いに来てくれるんだろうか。大名行列ならぬ精霊行列……想像しただけでかわいい。

「そういえばオフィ。気になってたことがあるんだけど」

《なになに？》

　私の手のひらにちょこんと載のったオフィが、こてっと小首を傾かしげた。その仕草をかわいいなぁと思いながら、私は問いかける。

「精霊の客人は元の世界に戻れないって、本当？」

　隊長さんからも小隊長さんからもそう聞いていたし、精霊の客人に関する本にも書いてあった。答えはわかっていたようなものだけれど、最終確認に私をこの世界に連れてきた張本人に聞いてみようと思っていたのだ。タイミングを逃のがして今の今まで聞けなかったから、ちょうどいい。

《ホントだよ。ボクらは連れてくることはできても、送り返すことはできないんだ》

　いつも通りの明るい声で、オフィは告げる。その声に相応ふさわしくない内容を。

　落らく胆たんが、なかったと言うと噓うそになる。でも、やっぱりなぁ、という諦あきらめの気持ちのほうが強かった。

「どうして？」

　重ねて尋たずねたのは、好こう奇き心しんからではなかった。期待をこてんぱんにやっつけるために、異世界トリップの原理を知るのは必要なことだったから。

《うーんと、説明が難しいんだけど。まず、異世界人を喚ぶには、二つの世界の空間をつなげなくちゃいけないんだよね。でもって、向こうに精霊が行って融ゆう合ごうする。そうすることで網あみをかけるんだ。で、あとはそれを、こっちの精霊たちで引っ張って連れてくる。ここまではいい？》

「うん」

　ちんまりした眉まゆをひそめながら説明してくれるオフィに、私はしっかりと頷うなずく。

　私の中にはフルーオーフィシディエンという精霊がいるらしい。お風ふ呂ろ場ばで聞こえた笑い声の主で、自動翻ほん訳やくしてくれるありがたい存在。でも、前にその子のせいで大変な目にあったこともある。

　お話しするどころか、存在を感じることすらできないけれど、きっとこの先一生のお付き合いになるんだろう。

《もし元の世界に帰すなら、引っ張るんじゃなくて、今度は押おし出ださないとでしょ？　でも、押し出そうとしても、異世界まで届かないんだ。飛ばすには、ニンゲンはおっきすぎる。だから、精霊の客人は帰れない》

　オフィの語り口調はあっけらかんとしていて、深刻な様子は欠片かけらもなかった。でも、だからこそ、本当なんだなと理解できてしまった。そもそもオフィには噓をつく理由がない。

「……そっか」

　小さく呟つぶやいて、私は苦く笑しようをこぼす。つまり簡単に言うなら、連れてくるよりも帰すほうが難しくて、帰すには力が足りない、ということなんだろう。本で読んだ通りだった。

　元の世界に帰る方法は、どこにもない。その事実は、変えようのないものだ。

《帰りたいの？》

　不思議そうにオフィは問いかけてきた。罪悪感も何もなく、ただ純じゆん粋すいに疑問に思っているように。

　精霊は、人間とはまったく違ちがう生き物なんだ、と不意に実感した。

「ちょっと、聞いてみただけ」

　私はそう言うことしかできなかった。

　帰りたいだとか、元の世界のことだとか、できるだけ考えないようにしていた。今まで目の前のことでいっぱいいっぱいで、そんな暇ひまがなかったというのもある。

　誰だれも恨うらみたくはなかったし、自分が不幸だなんて思う気にもなれなかった。ふと、寂さびしいな、と感じるときにも、隣に隊長さんがいてくれた。今ならきっと、トドメを刺されても受け入れられる。そう思えたから改めてオフィに確認したのかもしれない。

「精霊はどうして異世界人を招くの？」

　オフィにそれ以上追つい及きゆうされないように、私のほうから話を変えてみた。

　精霊の客人は、だいたい数十年に一人か二人現れるものらしい。私にはけっこうな頻ひん度どに思える。精霊はどうしてそんなに頻ひん繁ぱんに異世界から人を連れてくるのか、理由があるなら聞いてみたかった。

《この世界がシアワセで満ちるように、かな》

「……よくわからないね」

　笑顔でそう言ったオフィに、私は眉を垂れる。精霊の考えを、ただの人間が理解しようとすること自体、無茶なのかもしれない。

《ニンゲンにはわからないかもしれないね。でも、ボクらはニンゲンが大好きなんだ！　客人は、もっと大好き。だからみんながシアワセなほうがうれしいんだ》

　オフィは元気よく弾はずんだ調子で語る。キャハハハ、と楽しいことしか知らないような無む邪じや気きな笑い声が響ひびく。

　人間が大好きというのも、みんなに幸せでいてほしいというのも、本心なんだろう。オフィの言葉に噓がないことはよく伝わってきた。そのためになぜ異世界から人を連れてくるのかは、やっぱりわからないけれど。

「みんなが幸せ、っていうのは難しいと思うけど」

《一人でもシアワセな人を増やすため。ボクらが客人を招く理由は、それだけだよ》

　幸せって、なんだろう。そんなことをぼんやりと考える。

　私は二十年間幸せだったと思うけれど、もちろんつらいことも悲しいこともいっぱいあった。結婚して家庭に入ることが女性の幸せ、というのも日本では昔の考え方になりつつあった。結婚は人生の墓場という言葉もあるから、何をもって幸せと呼ぶのかなんて本当に人それぞれだろう。

　精霊にとっての幸せと人間にとっての幸せだって、きっと違う。幸せなんて計れるものじゃない。比べられるものじゃない。これが幸せなんだ、って答えがあるものじゃない。

　でも、もし。

　私がこの世界に来たことで、幸せな人が増えたのだとしたら。

　それが隊長さんだったら、うれしいなと思った。

《サクラは今、シアワセ？》

　オフィはくりっとした大きな瞳ひとみで私を見上げながら、子どもみたいな率そつ直ちよくさでその問いを口にした。まるで何もかも見み透すかされているような、私の悩なやみも全部知られているような、そんな気分になった。

「うん、ちゃんと幸せだよ」

　私は笑みを浮かべて、本心からそう答えた。大好きな人がいて、お友だちがいて、何かと構ってくれる人たちがいて。仕事だってやりがいがあるし、毎日が楽しい。

　ただ、それだけでは満足できない自分が、時々ひょっこり顔を出してしまうのだけれど。
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　会場全体が希望で輝かがやいていた、そんな結婚式を知っている。

　八つ上のお姉ちゃんがプロポーズを受けたのは、私が高校一年生の冬だった。

　ちょうどバイトを初めて、自由にできるお金が増えて、これでお姉ちゃんともっと遊べるぞ、と思っていた矢先のこと。仲良し三兄弟だったから寂しかったし、姉の婚こん約やく者しやを恨む気持ちも少しだけあった。けれど姉が幸せそうに笑っていたから、何も言わずに笑顔でお祝いした。そのまま半年が経たち、結婚式当日を迎むかえた。

　結婚式はレストランウエディング形式で行われた。白と金を基調にして飾かざり立たてられた会場は、一歩足を踏ふみ入いれただけで別世界だった。

　新郎新婦が入場してきて、お姉ちゃんと目があった瞬しゆん間かんに私は後こう悔かいした。もっとちゃんと、心から祝ってあげたかったと。こんな晴れの日に、主役の姉に気き遣づかわしそうな視線を向けられてしまったことに、ショックを受けた。

　それでもお姉ちゃんは誰よりも輝いていた。スレンダーラインの純白のドレスをまとい、花はな婿むこに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているのがわかる笑顔でみんなの祝福を受け取っていた。

　夏生まれだから百ゆ合りと名付けられたお姉ちゃんは、当然というか百合の花が好きだった。ちょうど日取りもいいからと誕生日に結婚式を開き、白い百合の花をブーケにした。

　参加者にブーケから伸のびたリボンを引いてもらうブーケプルズの演出は、照明が白百合と白いリボンを輝かせて、本当にきれいだった。

『私のかわいい妹、桜』

　家族への手紙で最後に名前を呼ばれて、私はビクッとした。お姉ちゃんはたぶん、私がこの結婚に思うところがあったことを、知っていたから。

『年が離はなれているから、寂しい思いをさせてしまうことも多かったと思います。それでもいつも笑顔で慕したってくれた桜に、私はいつも元気をもらっていました。桜の笑顔にはみんなを幸せにする力があります。でも、悲しいときは泣いてもいいんです。私でも、お兄ちゃんでも、両親でも、友だちでも、他の誰かでもいいから、一人では泣かないでください。いっぱい泣いて、それからまた太陽のような笑顔を見せてください。これからもずっと、桜は私のかわいい妹だよ』

　読んでいる途と中ちゆうから、私は滂ぼう沱たの涙なみだを流していた。嗚お咽えつが止まらなくなるくらい泣いて、ごめんと、ありがとうを何度も言って。そんな私を、お姉ちゃんは『しょうがない子ね』という目で見てくれた。隣にいたお兄ちゃんは、涙が止まるまで頭を撫でてくれた。

　会場全体が、暖かかった。優やさしかった。みんなが新郎新婦を祝福していて、同じ気持ちを共有していた。おめでとう、幸せになって、と数えきれないほど耳にした。

　私は、あの日を忘れられない。
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　午前の仕事を終えて、同室の二人と食堂に向かう途中。エルミアさんが急に私の顔をジーッと見たかと思うと、私の肩かたを摑つかんで立ち止まった。

「……サクラ、ちょっと顔赤くない？」

「え？　そんなことないですよ！」

「そんなことないって、自分の顔は自分じゃ見えないでしょ。まさか、自覚症しよう状じようあるのに隠かくそうとしてんじゃないでしょうね」

　キリリ、とエルミアさんの視線が厳しくなる。エルミアさんが怖こわい顔をしたときの迫はく力りよくは、シルヴィアさんにも負けていないと思う。私は思わず視線を泳がせてしまった。

「ええと……ちょっと、暑いなぁとは」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　正直に白状すると、今度はハニーナちゃんがオロオロしだした。病気というほどのものじゃないことはわかっていたし、心配させたくないから黙だまっていたんだけれど、逆効果だったかもしれない。

「ご飯、食べられそう？　今日のメニューは……ペペロンチーノだっけ。病人に刺し激げき物ぶつはよくないわね」

「あの、わたし、別のものを作ってもらえないか聞いてきます」

「そんな、大丈夫ですよ！　普ふ通つうにご飯も食べられます！　……っとと」

　勢いよく首を横に振ふったら頭がくらくらとして、足がもつれてしまった。転びかけた私を支えたエルミアさんは、そのまま私の額に手を当てる。その手が冷たくて気持ちよく感じてしまうことに、私はため息をつきたくなった。言い逃れはできそうにない。

「ほら、ふらついてるし、やっぱり熱もある。午後は大事取って休みなさい。ね？」

「そうですよ。いつも一いつ生しよう懸けん命めい働いているんですから、今日くらいお休みをもらっても大丈夫です」

「でも……」

　二人が心から心配してくれていることがわかるだけに、余計に申し訳なくなる。本当に、休みをもらうほどのことじゃないのだ。原因を説明すれば納得してくれるかもしれないけれど、それは少し気き恥はずかしくて、ためらってしまう。

「どうかしたのか」

　割って入ってきたのは、低いのによく通る、聞き慣れた声だった。

「いいところに。隊長、たしか今日はお休みでしたよね。この子具合悪いみたいなんで、看病してあげてくれません？」

「……具合が？」

　隊長さんは怪け訝げんそうに眉をひそめた。不ふ機き嫌げんなようにも見えるけれど、その瞳は気遣わしげな優しい色をしている。

「だ、大丈夫です、本当、その……」

　私がとっさにごまかそうとすると、ガシッとエルミアさんが首に腕うでを回してきた。

「いい、サクラ？　隊長が手に持ってるの書類だし、どうせ今まで仕事してたんでしょ。あんたが引っついて、ちゃんと隊長を休ませてあげなさいよ」

「そ、そういうことなら……」

　ヒソヒソと隊長さんに聞こえないように話された内容に、なるほどと納得してしまう。たしかに、隊長さんは休みの日でもよく仕事をしている。そもそも、小隊長さんが強制的に入れないとお休み自体取らない人だ。エルミアさんにとっては私を休ませるための方便だろうけれど、ワーカーホリックな隊長さんを休ませるためならしょうがない。

「隊長さん、お世話になってもいいですか？」

「変な遠えん慮りよをするな」

　私がちゃんと休むことにしたからか、隊長さんの眉み間けんの皺しわが一本減った。いや、まあ、そんなに心配するようなことじゃないんですよ、本当の本当に。

「あの、サクラさんのご飯は隊長さんのお部屋に持っていきますね」

「ああ、よろしく頼む」

　隊長さんはハニーナちゃんの言葉に頷くと、私のすぐ傍そばまで来て、手を伸ばしてくる。頭がちゃんと働いていない私がそれをぼんやりと眺ながめていると、急に視界が反転した。

　我に返ったときには、私は隊長さんの両腕で抱だき上あげられていて……。

「た、たたた隊長さん、こ、この体勢は……！」

「そんなおぼつかない足元で歩けば転ぶ。おとなしくしておけ」

「うう、はい……」

　まさかのお姫ひめ様さま抱だっこ。もう何度か経験済みとはいえ、人前となると話は別だ。こんな人通りの多い廊ろう下かで、しかもすぐ近くに同室の二人がいて。さすがの私でもこれは無邪気にテンションを上げられない。普通に恥ずかしいですよ隊長さん！

　熱のせいだけじゃなく火ほ照てった頰ほおを、隊長さんの首に抱きついて隠す。さすがに鍛きたえている隊長さんは、人一人抱かかえながら移動しても少しの不安定感もない。

　そういえば、とふと思い出す。以前、精霊の気まぐれのせいで私が大泣きしたあと、隊長さんは気を失った私を執務室から私室まで運んでくれたはずだ。

　あのときもお姫様抱っこだったとしたら、意識のなかった私にとっては初めてでも、周りの人には『またか』と思われてしまうのか。

　人前でイチャつくことにそれほど抵てい抗こうはなかったはずなのに、お姫様抱っこというだけで猛もう烈れつに恥ずかしくなってくるんだから、恐おそるべしお姫様抱っこ。さすがは乙女おとめの夢。

「熱が上がったか？」

「隊長さんのせいです……」

　ゆらゆら運ばれながら、私はそう悪態をつくことしかできなかった。




　隊長さんの私室のベッドに寝ねかされて、ハニーナちゃんの持ってきてくれたスープ多めのリゾットを食べて。まるで病人みたいな扱あつかいにムズムズしつつも、私はおとなしくベッドに横になっていた。

「調子はどうだ」

　少しだけ席を外していた隊長さんが戻ってきて、私の顔を覗のぞき込こむ。青みを帯びた灰色の瞳は、居い心地ごこちが悪くなるほど真しん剣けんそのものだった。

「ええと、熱だけはあるみたいなんですけど。別に病気とかじゃないし、あと前みたいに精霊の仕し業わざでもないので、安心してください」

「精霊が関係ないのはありがたいが、素人しろうと判断はよくない。ただの風か邪ぜでも長引くこともある」

「風邪じゃないですよ。夏風邪はバカが引くものなんですよ」

　私の言葉に、隊長さんはしばし沈ちん黙もくする。彼かれの考えを正確に読み取った私は、ガバッとベッドから起き上がった。

「今、それならピッタリじゃないか、とか思ったでしょう！　隊長さんひどい！」

「何も言っていないが」

「目が、目が言ってました！」

「落ち着け、また熱が上がるぞ」

　隊長さんはそう言って私の肩を押さえ、寝かしつけようとする。原因を知らないんだから当然だけれど、病人扱いは変わらずだ。こうなったらもう、全部説明するしかない。

「あの、本当に大丈夫ですよ。たぶん、その、これ……知ち恵え熱ねつなんで」

　知恵熱。アホらしすぎてできることなら内ない緒しよにしておきたかった、病名とも言えない病名。結婚式に行う余興のことをあれこれと考えていたら、どうやら頭がオーバーヒートしてしまったらしい。脆ぜい弱じやくな脳みそで情けなくなる。

「知恵熱……？」

「こっちの世界にもそういう言葉あります？　考えすぎて熱が出る、っていうことなんですけど」

「ああ、あるが……子どもがなるものじゃなかったか」

「恥ずかしながら、試験前とか何度か出したことあるので……同じ感じがします」

　つまりはお子様脳だと暴ばく露ろしているようなものだから、顔から火を噴ふきそうだ。恥ずかしさで言えばついさっきのお姫様抱っことどっこいどっこい。おお、神はなぜ次々とこのような試練をお与えになるのか……なんて茶化さないとやっていられない。

「……それなら、ゆっくり休め」

　ぽん、と頭の上に大きな手が置かれた。おずおずと顔を上げると、変わらず優しい色をした瞳と出会う。何を考えすぎて熱を出したのか、隊長さんもわかっているんだろう。その上で労いたわってくれているんだろう。

　たしかに、しょうもない理由とはいえ実際に熱が出ていて頭もくらくらする。いつもと同じように働くことはできない以上、今はゆっくりしていたほうがいいかもしれない。

　おとなしくベッドに横になると、隊長さんはそれでよしと言うように一つ頷いた。

「心配かけちゃってすみません。エルミアさんとハニーナちゃんにもあとで謝らないと」

「気にするな。知恵熱だろうと熱は熱だ。大事を取ったほうがいい」

「隊長さんが優しい……いえ、いつも優しいんですけど。看病とか特に必要ないですし、せっかくのお休みなんですから、ちゃんと休んでくださいね」

「ああ」

　そう返事をしたにもかかわらず、隊長さんはその場から動こうとしない。じっと私を見下ろして、微かすかに笑みすら浮かべている。

「……休まないんですか？」

「お前の顔を見ているほうが休まる」

　バックン、と鼓こ動どうが大きく跳はねた。普ふ段だんあまり言葉にしない隊長さんだからこそ、何気ない一言が重く響く。

「そういうの、ずるいですよ。もっと甘あまえたくなっちゃいます」

「甘えればいい」

「だって私、隊長さんに甘えすぎじゃないですか？」

「男の意地というものもある。甘えてもらえないほうが悲しいものだ」

　隊長さんの言葉に、そういうものだろうかと私は首を傾げる。自分が女なんだから当たり前だけれど、男の人の考えを推おし量はかるのは難しい。

「俺おれにも、お前の願いをすべて叶えることはできないだろうがな」

　そう言って、隊長さんは自じ嘲ちよう気味の笑みをこぼした。

　そんなことはない。隊長さんはいつも、私の欲ほしい言葉をくれる。私のしてほしいことを当然のようにしてくれる。

　甘やかされることに慣れた私は、どんどんわがままになってきてしまっている気がする。もっともっと、これが欲しいあれが欲しいと、歯止めが利きかなくなっていく。

「……じゃあ、膝ひざ枕まくらしてもらってもいいですか？」

　ぽろりとそう告げてしまったのは、もっと隊長さんの体温を感じたいという願いゆえだろう。隊長さんが少しでも微び妙みような顔をしたら、すぐに冗じよう談だんだと言って終わらせてしまおうと、思っていたのに。

　ベッドの脇わきに置いた椅い子すに座すわっていた隊長さんは、そうするのが当然のようにベッドに上がり、私に膝を差し出した。

「これでいいか」

「お、お借りします」

　いいのかな、と思いながらも誘ゆう惑わくには勝てなくて、もぞもぞと移動して隊長さんの太ももに頭を載せる。

　考えてみると、男の人に膝枕をしてもらうのは初めての経験かもしれない。昔お母さんにやってもらった記き憶おくよりも固くて、でも温かくて、安心するのにドキドキもする。不思議な気分になって、思わずふふっと笑ってしまった。

「なんか、照れくさいですね、これ」

「……そうだな」

　隊長さんもどんな顔をすればいいのかわからないらしく、微妙な苦笑をこぼす。

　私は意味もなく隊長さんに手を伸ばし、鼻に、頰に、唇くちびるに触ふれる。瞳の色と同じピアスをつけた片耳をなぞり、思ったよりも柔やわらかい髪かみをくしゃくしゃと乱しても、隊長さんはされるがままだ。隊長さんを形成するすべてが、特別な形をしているように思えた。

「隊長さんも、触さわってください」

　変な意味ではなく、純粋な気持ちでそうお願いした。隊長さんは表情を和やわらげ、大きな手で私の頭を撫でる。髪を撫でつけるように、時折乱すように。かと思えば毛先まで梳すくように指を滑すべらせ、ついでのように耳をくすぐったりする。

　悪戯いたずらな手にくすくすと笑うと、隊長さんも目元を和らげた。

「隊長さんの手はおっきいですよね」

　頭を撫でる隊長さんの手を取って、ぎゅっと握ってみる。直じかに伝わってくるぬくもりが心地いい。大きくて、骨がしっかりしていて、皮が厚くて硬かたい、戦う男の人の手。私の知っている誰のものよりも、頼たよりになる手。

　私は、たくさんの人を守ることのできるこの手が、すごく好きだ。

「撫でくり回されてると、隊長さんの飼かい猫ねこになった気分です」

　隊長さんの手にじゃれつくようにして頰をすり寄せると、大きな手はくすぐったそうに震ふるえて、私の手から逃にげ出だしてしまった。

「お前は猫ではないだろう」

「わかってますけど」

　まだ触り足りなかった私は、隊長さんを見上げて視線で抗こう議ぎした。

　隊長さんは、仕方のないやつだ、とばかりにぽんぽんと頭を撫でる。それから私の髪を一ひと房ふさ手に取って、唇を押し当てた。

「恋こい人びと扱いをしているつもりだが？」

　まっすぐに私を見下ろしながら、そんなことをのたまう。

「……ほんっと、隊長さん卑怯ですよそれ」

「本当のことを言ったまでだ」

　髪の毛一本一本にまで神経が通っているかのように、隊長さんの熱を感じる。普段は厳きびしい声に混じる色気も、涼すずしげな色の瞳が甘くとろける様子も、きっと私にしか見せない。この上ない恋人扱いだ。

「でも……隊長さん、一度も……」

「ん？」

「や、なんでもないです」

　もごもごと、言いたいことは口の中で消えていく。言葉にしてしまったら、何かが終わるとでもいうように。

「私、隊長さんのことがすっごくすっごく好きなんです」

「知っている」

「隊長さんにも、もっともっと、私のことを好きになってほしいんです」

「今でも充じゆう分ぶんすぎるほどだが」

「うん。ちゃんと、わかってます」

　幸せなのに、足りない。もっともっと欲しくなってしまう。それは私が甘やかされ慣れてしまったからなのか、違う理由があるのか。

　隊長さんの想おもいは、痛いほど伝わってくる。私は隊長さんに心底愛されている。

　わかっているのに、どうして。

　私はそれだけでは満足できないんだろう。
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　幸いというか残念なことにというか、知恵熱は夕方頃ごろには下がって、次の日にはいつも通り仕事に精を出した。そうして仕事の合間に、また知恵熱を出さないように気をつけながらも、余興についても考えていた。

　町に行ってから十日と少しが過ぎ、ちょうどシャルトルさんと休みの日が被かぶったので、余興について軽く煮に詰つめようということになった。

「いくつか考えてみたというか、元の世界の結婚式やパーティーなんかで行われることを書き出してみたんですけど」

　作戦会議は前と同じく食堂の隅すみっこ。休きゆう憩けい時間や仕事が終わってから書き溜ためておいたメモを、シャルトルさんに向けて広げてみせた。ヒュ～、と上手に口笛を吹ふきながらシャルトルさんはメモを覗き込む。

「ふむふむ。たとえばこの花束は？」

　シャルトルさんは案の一つの、簡単に描かいておいた図解を指差した。

「まず一いつ般ぱん的てきだったのは、ブーケトスっていうイベントです。この世界の結婚式だと、花はな嫁よめさんが花束を持ったりはしませんか？」

「そういう結婚式も聞いたことがある気がするな。あとは花か冠かんを被ったりだとか」

「私の世界での、洋風の結婚式では、ブーケを持って行われるのが普通だったんですけど。挙式のあとにそのブーケを投げるんです」

「投げる……？　それはまた、花嫁の腕わん力りよくが試ためされそうな……」

「いやいや、遠くまで飛ばすのが趣しゆ旨しじゃないですからね。大丈夫です」

　この世界には、少なくともシャルトルさんの知る範はん囲いではブーケトスという風習はないらしい。的外れな心配をするシャルトルさんに、申し訳ないけれど少し笑ってしまった。

「花嫁さんが投げたブーケを受け取った人は、次に花嫁になれる、っていう言い伝えがあるんです。だから、基本は未み婚こん女性の希望者が参加する形になります。でも、それはイベントとして、未婚女性に限らなくてもいいかもしれません」

　そのためにはもちろん、町の人とは力の差がある隊員さんたちが本気になって取り合いをしないように、事前に取り決めをしておかないといけないだろう。

　町にはシルヴィアさんのように女性の隊員さんもいるし、男の隊員さんでも欲しがる人がいないとは限らない。町の一般の人たちと取り合いになったら、怪け我がをする人が出てもおかしくない。

　結婚式は夢と希望のイベント。最初から最後までみんなが笑顔でいられるよう、工く夫ふうが必要だ。

「ブーケに何本もリボンを結んでくじ引きみたいに一人を選ぶブーケプルズっていうのもあるんですけど、教会の庭が使えるんだからブーケトスがおすすめですね！」

　ブーケプルズをした姉も、会場に選んだレストランに広い場所がなくて、ブーケトスができないことだけは少し残念そうにしていた。もちろんどちらも素す敵てきだけれど、結婚式としてまず思い浮かぶのはブーケトスのほうだろう。

「なるほどねぇ、面おも白しろそうだねブーケトス」

「でしょう！　もちろん花嫁さんと花婿さんの希望が第一ですけど、案として提案してみてもいいと思うんです」

「うんうん。ねえ、ビリーはどう思う？」

「えっ」

　唐とう突とつに出てきた聞き覚えのある名前に、私は驚おどろきの声を上げて振り返った。遅おそい昼食を取りにきたらしいビリーさんが、すぐ近くではないけれど普通に声の届く範囲にいた。

　エマージェンシーエマージェンシー！　ただちに緊きん急きゆう配備せよ！

　頭の中で、どこかで聞いたような警報が鳴り響く。ビリー・アベンツ。以前、私を隊長さんの愛人だと思って絡からんできた男の人だ。そういえばエルミアさんが前に、兄がビリーさんと仲良しだと言っていた覚えがある。

「シャルトル……」

　ビリーさんは不機嫌そうに眉をひそめ、ドスの利いた声を出す。シャルトルさんに向けられているのはわかっていても普通に怖い。流ながれ弾だまは勘かん弁べんしてほしい。

「ビリーも一緒に聞く？　異世界の話なんてなかなか聞けるものじゃないよ」

「俺はそんなに暇じゃない」

　ビリーさんはすげなく断って、食事を載せたトレイを手に、私たちから少し離れたところに腰こしを下ろした。こちらに向けられた背中には、話しかけるな、と書かれているように見えた。

　ただの偶ぐう然ぜんか、あちらが避さけていたのか、隊長さんと恋人同士になってからは顔を合わせる機会がなかった。これはいい機会かもしれない。私はジェスチャーでシャルトルさんに断りを入れてから、席を立ってビリーさんの背中に近づいていく。

「ビリーさん」

　すぐ隣に立って声をかけた私に、ビリーさんは仕方なしにといった様子で振り返った。怪訝そうに眉をひそめた顔は少し怖いけれど、ここで引いたら女が廃すたるってものだ。

「あのですね、宣戦布告しておこうと思いまして」

　私の言葉に、ビリーさんは眉間の皺をさらに深めた。何言ってるんだこいつ、とでも思っているんだろう。

「隊長さんの敵は、私の敵ですからね！」

　ビシッ、と人差し指を突きつけて、私は言ってやった。

　彼が隊長さんに対して微妙な思いを抱いていることは、エルミアさんから聞いている。私にちょっかいをかけてきたのもそれが理由だろう。嫌きらいな人の大切なものを傷つければ、嫌いな人が傷つく、という単純な構図。その構図の〝大切なもの〟に自分が収まっているというのは、少し照れくさいけれど。

　私は隊長さんのことが好きで、隊長さんのことが大切だ。その気持ちだけは自信がある。だから、隊長さんを傷つけようとする人は許せない。

　隊長さんが誰かと戦わなければいけなくなったら、私は微び力りよくながら隊長さんの役に立ちたい。隊長さんの味方でいたい。魔ま物もの相手だと私は手も足も出ないけれど、人間相手ならまだなんとかなる気がした。

「敵、ねぇ……全然怖くねぇな」

「舐なめてもらっちゃ困ります。現代女性には痴ち漢かん撃げき退たい術じゆつというものが備わっていてですね……」

「ふぅん」

「本気にしてませんね！　あとで痛い目見ても知りませんから！」

　ガタイのいい男性相手に正せい攻こう法ほうで立ち向かったところで、勝ち目がないのはもちろん私だってわかっている。女には女の戦い方というものがあるのだ。たとえば、安全ピンだって意外と立派な武器になる。

「つーか、わざわざ自分から喧けん嘩か売りに来んなよ。痛い目見んのはそっちだっての」

「や、やる気ですか!?」

　ビリーさんの言葉に、思わず変な構えを取ってしまう。今は何も武器になるものを持っていなかった。とっさにいくつかの護身術を脳裏に思い浮かべる私に、ビリーさんは面めん倒どうくさそうにため息をついた。

「なんもしねぇよ。もう手ぇ出す気もない。元々、少し脅おどかしてやろうと思ってただけだ」

「そういう冗談って流行りませんよ。モテませんよ」

「関係ねぇし」

　ギロリと睨んでくるビリーさんに、図星を突いてしまっただろうかと気が咎とがめた。

　もしや、隊長さんを嫌う理由に、イケメンだから気に食わないというのもあったりするのだろうか。繊せん細さいな男心を刺激してしまったなら申し訳ないことをしました。

「じゃあ、ビリーさんは隊長さんの敵じゃないんですか？」

　私は直球を投げかけてみた。以前の私に対しての絡み方からして隊長さんの敵だと認にん識しきしていたのだけれど、こうして話しているとあまり危険人物のように思えなかった。

「同じ隊に敵がいたら困るだろ。まあたしかに、アイツのことは気に食わねぇけど」

「嫌いだけど、敵ではない、と」

「実力は認めてる。だからこそムカつくんだよ」

「あ、もしかして嫉しつ妬とですか？」

　ふと思い当たって問いかけると、少し離れたところでぶっと噴き出す音が聞こえた。振り返ると予想通り、笑っていたのはシャルトルさんだった。

「くっ、ふはっ、サクラちゃんナイス……！」

「ぶん殴なぐるぞシャルトル」

「あ、なんか私、触っちゃいけないところに触れちゃった感じですかね」

「アンタが壊かい滅めつ的てきに空気読めないのは理解した」

「空気は読むものじゃなくて吸うものです！」

　これでも一応は成人女性だから、空気を読む必要があるときはがんばっているつもりだ。けれど、読まなくてもいい空気を読んでいたらすぐに気き疲づかれしてしまうだろう。私は自分の思うように話して、思うように動きたい。
















「……隊長も、なんでこんな女がいいんだか」

　はぁ、とビリーさんはため息をつく。何やら思いきり呆あきれられたような気がする。

「失礼な。隊長さんの趣しゆ味みにケチをつけるつもりですか!?」

「アンタにケチをつけてんだよ」

「なるほど、ならいいです」

「いいのかよ……」

　疲れた様子で呟くビリーさんに、私はニッコリと笑顔を向ける。

「でも、ビリーさんが敵じゃないってわかってよかったです。やっぱり諍いさかい事はないほうがいいですもんね」

「隊長に殺されたくないから、関わらないだけだ。エルミアも怖こえぇしな」

　ムスッとした顔はどこか拗すねた子どものようにも見えて、やっぱり隊長さんを嫌っているわけではないんだろうと思った。ビリーさんの人となりが少しだけわかったような気がして、私はうれしくなる。

　人間に好みや相あい性しようがある以上、いい感情だけでつながることは難しい。どうしたって仲良くなれない人もいる。

　隊長さんとビリーさんがそうであるように、私とビリーさんも、きっと仲良くなることはできないだろう。けれど、少なくとも、私はビリーさんのことが嫌いじゃないな、と思った。

「それでも、いいんです。お話に付き合ってくれてありがとうございました！」

　にこにこしながら私はお礼を言う。嫌いな相手から笑顔を向けられてもうれしくないだろうけれど、笑顔は良好な人間関係を築く基本だ。

「……別に」

　ビリーさんは私を一いち瞥べつするだけで、食事を取り始めた。

　これ以上は邪魔にしかならないだろうと、私はシャルトルさんの向かいの席に戻る。

「サクラちゃんって、ほんとすごいよねぇ」

　まだ微妙に笑いが収まっていないシャルトルさんは、私に楽しげな視線を寄よ越こした。

「何がですか？」

「なんだろ、パワーがすごい。わりと常時パワー全開って感じだよね」

「シャルトルさんはわりといつもちょっと失礼ですよね」

「褒めてるのになぁ。その調子ならきっと結婚式のこともうまくいくと思うし。話を聞いてるだけで、真剣に考えてくれたんだって伝わってきたよ」

　その言葉は、たしかに本心からのものに聞こえた。

　けれど、私はただ、姉の結婚式のときに得た知識や実際に体験したこと、それから誰もが知っているような一般常識をメモにまとめただけだ。過去の経験を活いかすのは悪いことじゃないはずなのに、なんだかずるをしたような気分になった。

「ブーケトスのことなら、私の育った場所だと誰でも知ってることです。結婚式といえばコレ！　っていうくらい有名です」

「ふ～ん、やっぱり風習って場所によって全然違うものだね」

　シャルトルさんは当たり前のことを言っただけなのに、チクリと胸に刺さるものがあった。町に行ったときの、シルヴィアさんの言葉を思い出したからだ。

「……ちなみに、このあたりでの結婚式の風習とかは、何かあるんですか？」

　こちらの風習も大事にしたい、という気持ちに噓はない。けれど、知らないうちに踏みにじってしまう可能性がないとは言えない。何しろ私はまだまだ新参者で、この世界の知識も常識も欠けている。

　新郎新婦のためにも、それ見たことかとシルヴィアさんに思われないためにも、もっと勉強する必要がある。

「うーん、結婚式というか、結婚に関しては一つあるよ。この国の既き婚こん者しやは耳みみ飾かざりを片耳につけるんだ」

「えっ……」

　片耳の耳飾り。

　私はそれに、見覚えがあった。

「デザインはパターンがあるけどわりと自由で、大たい抵ていは結婚相手の瞳や髪の色の石をつける。中には二人でお揃そろいの石を選ぶこともあるけどね」

「瞳の、色……」

「まあ、厳密に守られてるわけじゃないから、してない既婚者もいるし、未婚でも普通にアクセサリーとしてつけてることもあるよ」

　隊長さんがつけているピアスは、隊長さんの瞳の色と同じ石。奇き跡せき的てきに瞳が同じ色じゃない限り、相手の色ではない。けれど、片耳にだけつけたピアスに、何も意味がないと信じるには符ふ号ごうが合いすぎている。考えてみれば、あの生き真ま面じ目めな隊長さんが自分でアクセサリーをつけるとも思えない。

　でも、いや、まさか。

「へぇ～、そんな風習があるんですねぇ」

　こういうとき、笑ってごまかしてしまう自分が心底憎にくかった。
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　穏おだやかな昼下がり、砦に警報が鳴り響いた。休憩を終えて執務室に戻ってきたばかりだった俺は、その音が示す魔物の規模に、神経を尖とがらせる。

　音の高さと間かん隔かくによって知らされた規模は百体以上。等級ＤとＣが半々というところ。魔物の等級は害虫レベルのＧから天災レベルのＳまであり、Ａ以上はほとんど姿を見ない。

　サクラがこの世界に来た夜は、ちょうど等級Ｂの魔物を複数体倒たおした日だった。あれは元々、等級Ｃの魔物を倒しきれなかったことで、魔物の流した血に誘さそわれるようにして等級Ｂの魔物が生じてしまったのだ。

　つまり今回も、一度で倒しきれなければ避ひ難なんの必要性が出てくるかもしれないということだ。

　胸当てにバンド、急所を守るための装備は、仕事中でもすぐに出動できるよう執務室にも置いてある。全身を覆おおう鎧よろいは機動力に欠けるため、魔物相手では不利に働くことが多い。

　手早く出しゆつ撃げきの準備をしながら、サクラはどうしているだろうかと脳裏をよぎる。警報が鳴ったら使用人は仕事をやめ、部屋で待機となる。今回の規模の場合は念のため避難の準備も行っているはずだ。

　サクラがこの世界にやってきてから、魔物が現れた回数はまだ三回ほど。平和な世界に暮らしていたサクラには、時折襲おそってくる血の気配は慣れるものではないだろう。

『どうして魔物が生まれる場所は決まってるんですか？』

『風の流れによって塵ちりが積もる場所があるだろう。それと同じことだ』

『なるほど、吹き溜まりですね』

『元々、この国ができた頃、この地域は魔物が跋ばつ扈こしていて人の住める場所ではなかったそうだ。一度や二度倒したところで、いつどこでまた魔物が生じるかもわからない。そこで、魔ま術じゆつ師し団だんの前身である軍の魔ま法ほう使つかいたちが、時間をかけて土地の魔ま力りよくの流れを操作し、淀よどみを一ひと処ところにまとめた』

『なんだか治水工事みたいですね。あ、それで砦が堤てい防ぼう代わりなんですね？』

『ああ。同じようにして作られた魔物の巣と砦が、この国には八ヶ所ほどある』

『そっか、自然災害みたいなものなんですね、この世界にとっては』

　以前、魔物の話になったとき、サクラはそう言って苦笑した。

　世界が違う以上、理解できない部分もあるだろう。受け入れきれないこともあるだろう。それでも彼かの女じよは否定することなく、自分なりに飲のみ込こもうとする。

　そんな彼女から笑顔を奪うばわないためにも、俺は無事に帰らなければならない。

「準備ができた。そちらに向かう」

　偵てい察さつに出ている隠おん密みつ部隊に通信機で声をかけ、俺は執務室を後にした。




　戦闘を終え、砦に戻る頃には、すでに日が暮れていた。

　ベッドに倒れ込みたいほど疲ひ労ろうしていたが、シャワーを浴びて血を落とし、サクラの顔を見に行くことにした。

「隊長さん……っ！」

　使用人部屋の扉とびらを開けたサクラは、俺の顔を見て一いつ瞬しゆんだけ泣きそうな顔をした。そうしてすぐに、喜びと安あん堵どに満ちた笑顔をあふれさせる。

「おかえりなさい、隊長さん」

「……ああ」

　その顔を見て、帰ってきたのだ、とようやく肩から力が抜ぬけた。今までの経験から死ぬことはないとわかっていたが、魔物との戦いでは何があるかわからない。万が一、は常について回るものなのだ。

「ただいま」

　言いながら、サクラの肩かた口ぐちに顔をうずめた。驚きからかビクッと震えたサクラは、少しして俺の背中に手を回し、ポンポンと柔らかく叩たたいた。いつも俺がサクラの頭を撫でるような触れ方に、身も心も癒いやされていくのを感じる。

「よかったわねーサクラ、ずっと心配してたものね」

　茶化すような言葉を発したのは、サクラの同室のエルミア・ガネットだった。人前だったことを思い出し、俺は体勢を戻す。

「そ、そうですけど！　そういうのは本人の前で言わなくてもいいと思うんですよ！」

「むしろ言ってなんぼじゃない？」

「いじわるですエルミアさん！」

「まあまあ二人とも。隊長さんの前なんですから」

　三人のやり取りは、まさに姦かしましいという表現がぴったりだ。同室の者たちと仲良くやっている様子を見ると、サクラの順応性の高さを改めて実感する。きっと彼女は、どこへ行っても持ち前の明るさで乗のり越こえていけるのだろう。

「サクラさん、このまま隊長さんと一緒にお夕食にしたらどうでしょう？　お話ししたいこともあるでしょうし、ちょうどいいんじゃないでしょうか」

「え、それは……その、隊長さんがいいなら」

　ハニーナ・ラピラズリの提案に、サクラはうかがうように俺を仰あおぎ見みた。いつもなら一も二もなく飛びつきそうなものなのに、珍めずらしいこともあったものだ。

「今日はもう仕事がないのか」

「はい、使用人頭さんが、みんなもうゆっくりしていいって。その代わり明日はちょっと忙しくなるかもです」

「なら、食事にしよう」

「はい！」

　笑顔で頷くサクラはいつもと変わらないように見える。それでも、どこが、とは言えないものの、俺は僅わずかな違い和わ感かんに眉をひそめた。




　連れ立って俺の私室に戻り、少し早めの夕食を取る。

　食事をしながら、魔物をすべて討とう伐ばつできたこと。適切な処理はしたが、再度魔物が現れる危険性がないとは言えないことを話した。

　隠密部隊からの情報を得て、ミルトや他の小隊長と話し合った結果、現状は避難するほどの緊急性はないと判断を下した。しかし、魔物が生じる法則性は魔術師団をもってしてもいまだに解明できておらず、絶対ということはありえない。

　もぐもぐと忙せわしなく口を動かしながら、サクラはおとなしく話を聞いていた。

　業務連れん絡らくのような話を終えると、話題のなくなった俺は黙って食事に戻る。不安な時間を過ごしたであろうサクラに、何か気の利いたことでも言えればよかったが、生憎あいにくとこの口はそんな高度な技術は持ち合わせていない。

　そんな俺を気にした様子もなく、サクラはにっこりと朗ほがらかな笑みを見せた。

「またすぐ魔物が現れるかもっていうのは怖いですけど、まずはお疲れ様でした！　今日はちょっと強い魔物だったみたいですね」

「そうだな。少々手こずった」

「怪我がなくて本当によかったです」

「……ああ」

　きっと、サクラが一番気にしていたのはそこだろう。

　俺の身体にいくつもの傷きず痕あとが刻まれていることを、サクラは知っている。深い傷も、浅い傷も、一瞬の判断を間違っていれば致ち命めい傷しようになっていたかもしれなかった。それほどの死線をくぐり抜けてきた。

　サクラを不安にさせないためにも、あまり傷は増やせないなと思う。

「ごちそうさまでした！　隊長さんも食べ終わったら私が片づけしてきちゃいますよ！」

　サクラはフォークを置いて手を合わせた。それは彼女の国での食事の作法なのだという。

　恋人となり、共に食事を取る日は、いつも俺の食事の世話をしてくれる者にサクラの分も任せていた。今さらそんなことを言い出したのはなぜだろうか。それに……。

「まだ残っているが、いいのか」

「ええっと、だ、ダイエット中なんです！　そう！」

　そう言いながらも、明らかにサクラの目は泳いでいた。わかりやすい噓にごまかされてやるほど、俺は優しくはない。

「……まだ、不安か？」

　食事が、喉のどを通らないほどに。

　俺は一度食事の手を止め、隣に座るサクラに身体からだごと向き直る。俺の指し摘てきに、サクラは肩を落として力なく笑った。

「私のいた世界には、魔物なんていなかったから、どんなものなのかって想像することしかできません。熊くまやライオンみたいなものかなって思っても、実際に襲われたことはないし。でも、話を聞いて、恐ろしい存在だっていうのは理解してます。隊長さんは強いってわかってても、絶対なんてないから。心配になるのはしょうがないんです」

　サクラの手がゆるゆると伸びてきて、俺の頰に触れた。その頰に、傷がついていないことを確認するように。

「……この世界が怖いか？」

　サクラの小さな手を覆うように自分の手を重ねる。見下ろせば、サクラは困ったように眉まゆ尻じりを垂れさせた。

「怖くないって言ったら、たぶん噓になっちゃいます。だって、争い事なんて遠い世界の話だったし」

「平和な世界だったんだな」

「過去には戦争もあったんですよ。今だって戦争や内乱があったりする国もありますし。でも、私の住んでた国は犯罪とかも外国と比べると少なくて、平和でした」

　サクラの住んでいた世界。サクラという人を作り上げた世界。魔物の脅きよう威いのない世界を、俺はうまく思い描けない。優しいだけの場所などこの世に存在しないだろうが、女性や子どもでも武器を手に取ることのあるこの国よりは、きっとずっと理想郷に近しい。

「お前を見ているとわかる気がする」

「甘ちゃんだからですか？」

「自分を抑よく圧あつせず、自分を偽いつわることなくいるには、それを受け入れることのできる環かん境きようが必要だ」

　自分の声が届かないと知れば、人はだんだんと言葉を失っていく。打ち返されない球を延々と投げられる人間は少ない。

　サクラの周りには、サクラがサクラのままでいることを許容してくれる人がいたということだ。それはもちろん、サクラの人徳でもある。

「つまり私が変わり者だってことですか」

「稀け有うな存在だ、ということだ」

　俺の言葉に、サクラは納得がいっていないような微妙な表情になった。

「心配するな、とは言わない」

　鼻先が触れ合いそうなほどまで顔を近づける。夜の闇やみよりなお深い瞳の奥おくを、覗き込むように。

「だが、信じていてほしい。俺の無事を」

　サクラが信じていてくれれば、どこまでも強くなれるような気がした。サクラは俺の一番の弱点であり、一番の命いのち綱づなにもなりうる。

　今まで、俺の命はそれほど重いものではなかった。いつ死んでもいいとまでは思っていなかったが、もし死んだところでさして問題はないのだという諦てい観かんはどこかにあった。

　けれど今は、必ず、と心に誓ちかっている。必ず、生きて帰ってこなければならない。サクラを泣かせないため……そして、一人にしないためにも。

　家族が欲しい、と迷い子のような瞳でこぼされた願いを知っている。サクラがこの世界に来て、まだ十日も経っていない頃だ。今はあの頃とは違い居場所があるけれど、後見人もいない身で俺すら失ってしまえば、サクラはどれだけ心細いことか。

「俺は必ず、お前の元に帰ってくると誓う」

　その言葉を、直接サクラの手に落とす。手ての甲こう、指の先、手のひら。小さく柔らかな手のいたるところに、唇で触れていく。誓いを、刻きざみ込こむように。

「……信じさせて、くれますか？」

「ああ」

　力強く頷けば、サクラの瞳がぐらりと揺ゆらいだ。

「えへへ、大好きです」

　そう言って、サクラは笑おうとした。笑おうとして、失敗したような顔をした。

　やはり、彼女は俺に隠し事をしている。




　翌日、第十一師団──別名隠密部隊の隊員、レット・スピナーを執務室に呼びつけた。

「何か知っていることはないか」

「知ってることも何も、ぼくは精霊の客人さんと顔を合わせてもいないんだけど」

「……それはそうだが」

　ジトリとした目を向けてくるレットに、俺は僅かにたじろぐ。隠密部隊の中でも特に情報に強いレットならば、直接話さずとも何か聞き知っているのではないかと期待したのだが、さすがに無理があっただろうか。

「ほんとはぼくもね、精霊の客人さんとお話ししたり、第五の隊長さんとのことをからかったり、色々したいんだけど。うちのたいちょーが許してくれなくてさ」

「お前の素行が問題なんじゃないのか？」

「ちがうよーだ。まったく失礼しちゃうなぁ」

　むうっと頰をふくらませるレットは、どう見ても少年にしか思えない。これでミルトとそこまで年が変わらないのだから、この青年は謎なぞに満ちている。サクラへの興味も、いったいどこまで本気なのだか。

「本当に、何も知らないのか」

　再度問いかけると、レットは頭の後ろで手を組んで、くるりと背を向けた。

「んー、私生活にまで首を突っ込むのはぼくの美学に反するしなぁ。自分で聞けばいいんじゃない？」

　表情を隠したわりには、声がわかりやすく弾んでいた。確実に、何か知っているのだろう。そうしてそれを俺に話すつもりはまったくないのだろう。正論で返されてしまえば、俺もそれ以上は踏み込めない。

「あ、そっか。自分が話してないことあるのに、棚たなに上げてなんでも話せ、なんて言えないよね～。ははっ、第五の隊長さんは律りち儀ぎだなぁ」

　レットはバッと振り返り、ポンと手を打って笑った。無邪気な笑い声が癇かんに障さわるが、図星なだけに言い返せなかった。

　サクラに対して誠実でありたいと思う。その気持ちに噓はない。だというのに、俺のほうこそサクラに隠し事をしている。王宮での動きも、己おのれの身分すら──

「……話したほうがいいと思うか？」

　こんなことを聞く時点で卑怯だとわかっているが、後押しが欲しかったのかもしれない。どの秘密に関する問いか、自分でも定さだかではなかった。

「話したほうが、少なくとも隠し事の下へ手たっぴな第五の隊長さんは楽になるんじゃない？　もちろん、精霊の客人さんがどんな反応するかはわからないけど」

「今も、何か一人で抱えているようだ。さらに悩みの種を与えたくない」

　笑顔に僅かな陰かげりがある。ふとした瞬間に目が合わない。たまに、どこか遠くを見ていることがある。それは実を言うと、サクラと恋人となった頃から感じていたことだ。

　一つ一つは小さな差異だ。今までも気のせいかもしれないと何度も思った。それが、最近になって無視できないほどの違和感となっていた。

　ミルトに押しつけられた結婚式の件かとも思ったが、廊下などでシャルトルと楽しげに意見を交かわしているところを見るとどうにも違う気がする。

「とは言ってもねぇ、しょうがないじゃない、精霊の客人なんだから。きっとこれからいっくらでも悩みのタネは出てくるよ」

　俺の気遣いなど意味はないとばかりに、あっけらかんとレットは言う。

「大事に大事に囲って守るのが第五の隊長さんの守り方なのかもしれないけど、彼女に関してはそれだといつか破は綻たんするんじゃないかな～、ってのがぼくの見解。精霊の客人さんにも、考えて選ぶ自由はあるよ」

　レットはどこまでも中立で、公平だった。自分でも気づいていなかった身勝手さを、眼前に突きつけられたようだった。

「選ぶ自由、か……」

　じゃあね～、と手を振って部屋を出ていくレットを見送ったのち、ゆっくり背もたれに体重を預ける。

　サクラから自由を奪いたいわけではない。彼女にはいくらでも選せん択たく肢しが用意されている。俺の一存でそれを狭せばめていいわけがない。頭では、そうわかっている。

　俺は、ただ。

　選ばれる自信が、ないだけなのかもしれない。
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「言わなければ、とずっと思っていたんだが」

　夜、珍めずらしく仕事を持ち帰ってこなかった隊長さんは、食事のあとにそう話を切り出した。隊長さんの隣となりに座すわっていた私は、ばっと顔を上げる。

「愛の告白ですかっ!?」

「違ちがう」

「なーんだ、しょんぼり」

　即そく座ざに否定され、私は肩かたを落としてソファーに座り直す。思わず隊長さんに迫せまってしまっていたのだ。

「お前のこの先の人生に関わることだ」

「人生って、そりゃまた大きいですね」

　隊長さんの真しん剣けんな顔を見ていると、ついつい茶化したくなってしまう。真ま面じ目めな話というものはどうにも苦にが手てだった。

　他でもない自分のことなんだから、ちゃんと聞かないといけないとは思うんだけれど。たとえるなら、校長先生の話の最中にどうでもいいことを考えてにやにやしてしまうような感じだ。

「お前は精せい霊れいの客人だ。そして精霊の客人は国に保護され、後見人をつけてもらう。このことは覚えているな？」

　提示された大前提に、私は目をぱちくりとさせた。

　精霊の客人という言葉が異世界人、つまりは私を指しているのはわかる。けれど、国の保護やら後見人やら、聞いてもすぐには思い出せないほど記き憶おくの彼方かなたに飛んでいた。

　うっすらと、ずいぶん前にそんなことを言われたような覚えもあるような、気もしなくもないような、気もするような。

「すっかり忘れてました」

「……そうか」

　あやふやすぎる記憶で、覚えていましたと噓うそをつく勇気は私にはなかった。ため息をつく隊長さんに、ごめんなさいと心の中で謝あやまる。どうやら私は忘れてはいけないことを忘れていたようだ。頭が空からっぽにも程ほどがある。

「つまり、お前には本来、この世界での保護者ができる」

「すでに隊長さんが保護者みたいなものですよね」

「この砦とりでではな」

　まるで、この砦以外の場所が私にあるような言い方に、私はきょとんとしてしまう。

「え、ってことは私、この砦から出ることになるんですか？」

　先のことなんてしっかり考えてはいなかったけれど、漠ばく然ぜんと、ずっとこの砦で暮らすようなつもりでいた。隊員さんも使用人さんもいい人たちばかりで、私はこの砦のことを好きになっていたから。

　何よりここには、隊長さんがいる。それだけで、私がここにいる充じゆう分ぶんな理由になる。

「後見人によっては、そうなる」

「嫌いやです、そんなの！　後見人いりません！」

「いらないと言って断れるようなものではない」

「だって……」

　言いたいことがあるはずなのに、喉のどの奥おくで何かが詰つまって言葉にならない。

　隊長さんは、それでいいんだろうか。私がここからいなくなっても、隊長さんは少しも気にならないんだろうか。

　そんなわけはないとわかっている。隊長さんはいつだって優やさしい。恋こい人びとに対してそんな無責任なことをする人じゃない。そう、わかっているのに。

「問題は、王都からなんの連れん絡らくもないということだ」

「……連絡？」

　いきなり変わった話に、私は首を傾かしげた。

「精霊の客人を保護したと、早い段階で王都に報しらせてある。だが、どうやら情報を隠かくしている人間がいるらしい」

「えーっと、それってどういうことなんでしょう？」

「お前に対して、というよりも精霊の客人に対して、何かしら思うところがある、と考えるのが普ふ通つうだろうな」

「……よくわかんないです」

　何かしらと言われても、そもそも保護や後見人の話すら忘れていた私には、相手が何を考えているのか想像もつかなかった。

「相手の目的は不明らしい。単に精霊の客人が気に入らないのか、それとは逆に手に入れたいのか、おそらくそのあたりだと思うが」

「わー、どっちにしろうれしくないですね」

　どうやら精霊の客人といえど、素す直なおに歓かん迎げいしてくれる人ばかりではない、ということだけはわかった。

　私みたいな一いつ般ぱん人じんではなく、たとえば元の世界で専門職に就ついていたような人だったら、この世界を変えられるような知識や技術を持っていたりしたかもしれない。だから、反感を持たれることも、利用しようと考える人が出てくることもありえるというわけか。

　そういえば、精霊に気に入られた人間は珍しいと前に隊長さんが言っていた覚えがある。

　精霊の客人には利用価値が様々ある、ということだろうか。

「そこで、お前に聞きたい。王都に保護してもらいに行くか？」

　隊長さんは静かな声で私に問いかけた。今までの話はこの問いのための前まえ振ふりだったんだろう。

「直接王都まで行ってしまえば、相手も隠しようがない。危険がないとは言わないが、俺おれが必ず守る」

　青みを帯びた灰色の瞳ひとみには、真しん摯しな光が宿っている。

　守る、と隊長さんが言うからには、絶対に守ってくれるんだろう。髪かみ一本から爪つめの先まで傷つけられることのないように。それくらいの安心感が隊長さんにはあった。

「隊長さんもついてきてくれるってことですか？」

「ああ、そのつもりだ」

　当然とばかりに頷うなずく隊長さんに、私はほっと息をつく。

　隊長さんにとって、私はちゃんと、守る価値のある存在でいられているようだ。精霊の客人として、というだけではないことは、瞳を見ればわかる。

　隊長さんと一いつ緒しよに王都まで行ったら、そこには何が待っているんだろうか。何かが、変わってしまうんだろうか。

「……先延ばしにしちゃ、ダメですか？」

　あまり深くは考えずに、答えを出してしまった。

　後見人だとか精霊の客人の利用価値だとか、難しいことはよくわからない。ただ、王都に行くことでこの砦に……隊長さんの傍そばにいられなくなるかもしれないことが、嫌だった。

「私、まだ砦にいたいです。隊長さんの傍にいたいです」

　ただの甘あまえでしかないとわかっていても、思ったままを言葉にした。できることなら、隊長さんにも同じ気持ちでいてほしかったから。

「わかった」

　隊長さんは真剣な表情のまま、一つ頷いた。

「いつかは、王都に行くことになるだろう。精霊の客人は、隠そうとして隠せるものじゃない。隠すつもりもない」

「しばらくの間でいいんです」

　絶対に後見人をつけてもらわなければならないなら、どうしたって王都に行かなければならない日が来る。精霊の客人はきっと、国こく賓ひんに近い扱あつかいなんだろうから。先送りにしたところで、いずれ必ず問題と対面しなければならない。

　それでも、期間限定だったとしても、ここで今までのように暮らしていたかった。

　もし、いつかここから……隊長さんから離はなれることになっても。

　今までありがとうございました、と笑え顔がおで言えるように。

「サクラ、一つ言っておくが」

「はい？」

　物思いに沈しずんでいた思考が、隊長さんの声で現実に戻もどる。

　隣に座る隊長さんを仰あおぎ見みると、眉み間けんに深く皺しわが刻まれていた。いつもの隊長さんよりも少しだけ、機き嫌げんが悪そうだ。

　隊長さんは難しい顔のまま、ため息を一つ。それから手を伸のばしてきたかと思うと、膝ひざの上に置いていた私の手に、その大きな手を重ねた。

「俺は、お前を手放すつもりはないからな」

　ぎゅっと、私の力では払はらえない強さで手を握にぎられる。隊長さんのぬくもりが、私に何かを伝えようとしているように思えた。

　一緒にいたいのは、離れたくないのは、私だけじゃない。隊長さんも望んでくれている。その、はずだ。

　けれど、隊長さん。それならどうして一度も、好きって言ってくれないんですか。

　考えないようにしていても、私の目は隊長さんの左耳に吸い寄せられる。瞳と同じ青灰色の石の、シンプルなピアス。

　私は、このピアスの意味すら知らない。

　真面目すぎる隊長さんが、二ふた股またなんてできるとは思えない。私のことを好きでいてくれていることも、わかっている。

　それでも、考えてしまう。たとえば、過去に忘れられない恋人がいたのだろうかとか。将来を、誓ちかい合ったような人が。

「……私も、離れたくないです」

　握られた手を、私からも握り返した。

　離れたくない。離さないでほしい。ぎゅっと握って、抱だきしめて、他のことは何も考えられないくらいに、隊長さんでいっぱいにしてほしかった。
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　考えないといけないことがたくさんあっても、私の頭は一つしかない。

　ピアスの意味も、隊長さんの気持ちも、隊長さんに聞かなければわからないことだ。その勇気が出ない以上、今はとりあえず脇わきに置いておいてしまおう。

　人はそれを、現実逃とう避ひと呼ぶ。

　そうして私はまず、期日のある頼たのまれ事ごとを優先することに決めた。

「ブーケトス、いいですね。花言葉も考えてお花を選ぶのが楽しそうです」

「遠くまで投げられたら気持ちよさそうね」

「サクラちゃん、エルミアの意見は参考にしないように」

　順に、ハニーナちゃん、エルミアさん、シャルトルさんだ。

　お昼休みに食堂でご飯を食べながら、ちょうどいいからと結けつ婚こん式しきの余興について、二人の意見も聞いてみることにしたのだ。ブーケトスは概おおむね好評でよかった。……ちょっと、斜ななめ上な感想も混じっている気もしますが。

「私的にはケーキカットも外せないんですよね！」

「ケーキを、切るんですか？」

「何それ？」

　私がテンション高く語ると、ハニーナちゃんとエルミアさんは不思議そうに首を傾げた。

「二人で一つのナイフを持って、どでかいウエディングケーキを切るんです。夫ふう婦ふの最初の共同作業、って言われてます」

　姉の結婚式では、レストランのシェフが腕うでによりをかけて見た目も味も最高なウエディングケーキを作ってくれた。もちろん、非日常な空間補正もあったかもしれないけれど。

「わぁ……最初の共同作業だなんて、素す敵てきですね」

「一緒に刃は物もの持つなんて、一歩間ま違ちがえたら怪け我がしかねないもんね。信しん頼らいあってのもの、っていうことかしら」

「そうかもしれません。切ったケーキをお客さんたちに配るので、幸せのお裾すそ分わけをするためのイベントなんですけど。他にも、一緒に未来を切り開く、みたいな意味もあったような……」

　この辺の知識はすべて、姉の結婚式のときに一通り調べて身につけたものだ。

「でもってさらに、ファーストバイトっていうのもあってですね！　ようは食べさせ合いっこなんですけど、これにもちゃんと意味があるんですよ。新しん郎ろうから新しん婦ぷには、一生食べるものには困らせないって意味が。新婦から新郎には、一生おいしいご飯を食べさせてあげるって意味が。ロマンがありますよね！」

　照れくさそうに笑いながら食べさせ合っていた姉夫婦が、昨日のことのように思おもい浮うかぶ。好きな人と一緒になれて幸せだと、表情から、仕草から、全身から伝わってきた。あんな結婚式を、もう一度見てみたいと思う。

「一つ一つの行動に意味があるなんて、ちょっと面めん倒どうだけど、女の子は好きそうよね、そういうの」

「そんなこと言って、エルミアだって女の子なのに……」

「エルミアさんには不評だったか……」

　当たり前だけれど、何が興味を引くかは人によって違うようだ。自他共に認めるお転てん婆ばなエルミアさんだったらどんな結婚式を好むのか、難問に挑いどんでみたい気もした。

「花はな嫁よめさんになる人は普通にかわいらしい女性だし、今回はエルミアを基準にしちゃダメじゃないかなぁ。ケーキカット、僕ぼくはいいなって思ったよ。ハニーナちゃんはどう？」

　シャルトルさんに話を振られて、ハニーナちゃんは一いつ瞬しゆんビクリと震ふるえた。シャルトルさんの気き遣づかいで席も離しているのに、それでも男性への苦手意識は根深いようだ。

「え、えっと、わたしも素敵な案だと思いました」

「本当ですか!?」

「ええ。結婚式の場で二人一緒に何かを成すというのは、思い出深いものになりそうです。ケーキを食べさせ合うのは、恥はずかしい気もしますけど……」

　はにかむように微笑ほほえむハニーナちゃんは、ザ・女の子という感じでとてもかわいらしい。私があまり恥じらいのないタイプなので、これが一般的な感覚かと思うと新しん鮮せんだった。

「サクラちゃんの世界の結婚式ってなんだか伝統あるお祭りみたいだよね。こっちだと庶しよ民みんは食事会で済ませちゃうし、商人だとか顔の広い人は盛せい大だいなパーティー開くだけだし、お貴族様はなんか格式張った、肩かた凝こりそうな結婚式だし。ちゃんと決まった作法があるのに夢もあって、聞いてるだけでわくわくしてくるよ」

　その言葉が噓じゃないとわかるニコニコ笑顔のシャルトルさんに、私はほっと胸を撫なで下おろす。

　国どころか世界が違うんだから、もちろん風習も何もかもが違う。私が素敵だと思ったものを受け入れてもらえて、本当に安心した。そして、うれしかった。

「……そういえば、勝手なことばっかり言っちゃってますけど、花嫁さんと花はな婿むこさんの意見は聞かなくてもいいんですか？」

　本人たちを差し置いて、私たちだけで話を進めてしまうわけにはいかない。あくまで私たちはプランナーの立場だ。あれもこれもしたい気持ちはあるけれど、でしゃばりすぎないよう気をつけなくては。

「うーん、うちの小隊長は、実のところ結婚式自体にはあまり関心がないんだよね。町長の提案にはお相手のほうが乗り気だったから、それならと思ったらしいよ。だから、大事なのは女性側の希望だろうね」

　たしかに、私の感覚でも結婚式は〝乙女おとめの夢〟というイメージだ。男性にとっては一つの節目でしかないのかもしれない。

「前に町に行ったときは説得優先で、花嫁になる人とは会ってないんだったよね。次は僕も行くから、一緒に意見を聞きにいこうか」

「そうですね！　次に町に行くのっていつくらいになりそうですか？」

「たぶん、一週間後くらいじゃないかなぁ」

　そんなふうに、適当に言ったと思われるシャルトルさんの予想はズバリ的中した。

　食堂で話したその次の日に、また町に行く日が決まったという知らせを受けたのだった。
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　小隊長さんに声をかけられたのは、町に行くその前日のことだった。

　今回私は隊長さんと一緒に町に一週間ほど滞たい在ざいすることになったので、前日からお休みをもらってその準備をしているところに、小隊長さんが訪ねてきたのだ。

「とりあえず、町に行く前に現状報告を聞こうかなって思ってね」

　そう言って小隊長さんは私を中庭に連れ出した。仮にも隊長の恋人なんだから、他の男と部屋に二人っきりってのはよくないんじゃない？　とかなんとか言って。ごもっともだけれど、『仮にも』は余計だと思う。

「結婚式のほうなら、明日シャルトルさんと一緒に花嫁さんの意見を聞くことになってますよ。案はもう紙にまとめてあります。シルヴィアさんのほうは……そういえば、今どうなってるんですか？」

　小隊長さんが私に期待していたのはあくまで援えん護ご射しや撃げきで、説得自体は直属の上司である副隊長がどうにかすると、この前町から戻ってきたときに聞いていた。

　あれから何か進展があったという話が出ていないということは、うまくいっていないんだろうか。

「副隊長が説得してくれてるんだけど、あんまり芳かんばしくはないみたい。っていうか、話を聞いてるとどうにも副隊長に対して頑かたくなになってるみたいなんだよね。意見がぶつかることはあっても、一方的に断たち切きるなんて、真面目が服を着たようなカルス小隊長らしくないんだけどな」

「副隊長さんと何かあったんでしょうか？」

「まあ、普通に考えたらそうだろうね。ということで愛人ちゃん、引き続きよろしく。彼女は隊長に憧あこがれて第五師団に来たから、愛人ちゃんには特に当たりが強いとは思うけど、君ならなんとかできるよ」

「……了りよう承しようを得てほしいとは言ってない、んじゃなかったんですか？」

　前と言っていることが違うぞ、と私はジト目で問いかける。憧れて入隊したという話も初耳だ。小隊長さんはニッコリと人を食ったような笑えみを浮かべてみせた。

「現場対応は臨機応変に、だよ。本当はオレが直接確かく認にんしに行きたいくらいなんだけど、隊長が行くならオレは残らなきゃだし、そもそもオレ、彼女に嫌きらわれてるからなぁ」

「あ～、見るからに相あい性しよう悪そうですよね」

「そ。真面目な人をからかうのは楽しいけど、カルス小隊長は真面目すぎて話にも乗ってくれないんだよね。我がが強すぎるのも考えものかな」

　普通に考えて、面おも白しろ半はん分ぶんにからかってくる人と仲良くしようと思う人はいないだろう。

　シルヴィアさんをからかおうとする小隊長さんと、そんな小隊長さんを耳元でブンブンうるさい羽虫のように対応するシルヴィアさんが目に浮かぶようだ。あの鋭するどい視線を向けられても、きっと小隊長さんはびくともしないんだろう。

「……だから、ハニーナちゃんなんですか？」

　ハニーナちゃんは、あまり自分の意思を表に出そうとしないタイプだ。その控ひかえめさが可か憐れんだけれど、そのうち小隊長さんに丸まるめ込こまれておいしくいただかれてしまうのではと、少しばかり心配だったりする。

「わかってないなぁ。御ぎよしやすそうに見えて、精いっぱい爪を立ててくるところがかわいいんだよ。こと恋れん愛あいにおいては、簡単に思い通りになるものなんてつまらないでしょ」

　ふふっと楽しげに笑いながら語る小隊長さんは、どこからどう見ても危険人物だ。仔こ猫ねこに引っかかれた傷すら愛いとおしい、とかそういうことなんだろうか。あまり理解したくはない性せい癖へきだ。無む理り強じいするつもりがないなら、それに越こしたことはないけれど。

「ＳなんだかＭなんだか……小隊長さんが変態なのはよ～くわかりました」

「人聞きが悪いな。男なんてみんな大なり小なり変態だよ」

「小隊長さんと一緒にされたら他の男の人たちが可か哀わい相そうですよ！」

「ふ～ん、愛しの隊長さんは違うって？」

「違います！　隊長さんはドノーマルですから！」

　昼でも夜でも、隊長さんはいつも甘やかしてくれる。険しい表情をしていることの多い隊長さんのやわらかな微笑みや、リラックスした姿を見ることができるのは恋人特権だ。

「隊長がノーマルでもアブノーマルでもどうでもいいけど、そうだな。最近、君と隊長が微び妙みようにギクシャクしてる理由は、気になるかな」

　いきなりの話題転てん換かんに、私はとっさについていくことができなかった。

「……なんのことですか」

「ごまかすのが下へ手ただね。大方、今までは君の軽いノリに騙だまされてくれる人たちばかりで、こういうときの対処を学ぶ機会がなかったんだろうけど。愛人ちゃんはわりと直球勝負に弱いよね」

「なんですかそれ、人を噓つき常習犯みたいに」

　眉まゆをひそめて口を尖とがらせる。正直者であることが私の数少ない美点の一つだというのに、小隊長さんはそれすら否定するつもりなんだろうか。

「全部あけっぴろげなようでいて、故意か無意識かマイナスな感情は隠そうとする。それが君の培つちかってきた処世術なんだろうけど、オレにも隊長にも、小こ娘むすめのひび割れた仮面なんて通用しないからね」

　小隊長さんはまるで、今までの私の人生を知っているかのように話す。何を考えているのか読めない笑みを見ていると、逆に私の考えがすべて見み透すかされているように思えて、心こころ許もとない気分になった。

　隠そうとしているつもりはない。ただ、目をそらしていたかっただけだ。自分の不安と、向き合いたくなかっただけ。なのに、それすらも小隊長さんは許してくれないらしい。

「……隊長さんの、気持ちが、ちょっと……わからなくて」

「は？　あれだけ愛されてて？」

　小隊長さんは、思いもよらないことを聞いたとばかりに目を丸くした。いつも笑みを絶やさない彼かれにしては珍しく、素すの表情に見えた。

「す、好かれてるのはわかってます。ちゃんと大事にしてもらってます。でも、私、全然隊長さんのこと知らないんだなって思ったんです」

　小隊長さんに『仮にも』と言われてしまうのもしょうがないのかもしれない。シャルトルさんからこの国の風習を聞かなかったら、今もあのピアスに何かしらの意味がある可能性に気づかずにいたのだ。

「そりゃあ、まだこの世界に来て数ヶ月だし。恋人になってからなんて二月も経たってないんだから、当然じゃない？　隊長は元々自分のことを語るタイプじゃないしね」

「そう、なんですけど……。それに、後見人によっては、この砦にいられなくなるって聞きましたし。そしたら、どうしたらいいんだろうって、思って」

　この世界には携けい帯たい電話もパソコンもない。車も電車もない。手紙すら次の日に届かない。転移魔ま法ほうを使える人はごくごく少数で、隊長さんは使えない。この砦から王都までの移動時間は馬で五日。便利な現代ですら遠えん距きよ離り恋愛をしたことのない私には途と方ほうもない距離だ。

　遠距離を理由に破局したカップルなんて、元の世界でいくらでも聞いたことがある。

「へぇ、君らしくなく弱気だね」

「だって、身体からだが離れちゃったら心も離れちゃうかもしれないじゃないですか。隊長さんは浮うわ気きをするような人じゃないけど、本気だったらありえるかも、とか」

「隊長が飽あきるよりは、君が愛あい想そを尽つかすほうが可能性が高いかな」

　聞き捨てならないことを言う小隊長さんを、私はキッと睨にらみつけた。

「尽かしません！　隊長さんはいい人ですよ」

「いい人ってのはいい恋人にはなりえないもんだよ。いい軍人は、さらにね」

「……何やら難しいことを言いますね」

　たしかに隊長さんはいい軍人なんだろう。責任感があって、人徳もある。あの年で隊長になるくらいだから戦せん闘とうだってきっと強い。前に訓練しているところをちらりと見たけれど、他の人とはまとう空気が違った。

「この先たとえば君が王都で暮らさなきゃならなくなったとして、君がどれだけ不安で眠ねむれない夜を過ごしたとしても、隊長は仕事を放り出してまで君に会いに行ったりはしないよ。真面目で融ゆう通ずうが利きかなくて、国と国民に命を捧ささげてる人だからね」

　ズキン、と胸が痛んだ。小隊長さんの言葉はあまりにも的を射ていた。隊長さんは私のために決まり事を覆くつがえしたりはしないだろう。隊長さんの真面目さが、それを許さない。

　砦に暮らしている人たちが実家に戻るのは、身内の不幸などがない限りは年二回、一ヶ月ほどの長期休きゆう暇かをもらうときらしい。離ればなれになってしまったら、その期間しか隊長さんと会えなくなってしまう。

「……小隊長さん、いじわるです」

「でも、ありえる話でしょ？」

　恨うらめしげに文句を言ったところで、小隊長さんには少しも効きかない。とことん腹の立つ人だ。

「いっそのこと、隊長さんが後見人になってくれればいいのに……」

　つい、願望が口からこぼれ落ちてしまった。

　実質保護者のような立場の隊長さんが選ばれたなら、今まで通りここで暮らしていくことができるだろう。単なる思いつきだったけれど、これ以上の名案もない気がした。

「もちろん隊長はそのつもりでいるだろうね」

「そ、そうなんですか？」

「そりゃそうでしょ。後見人になった人を説得するより一番手っ取り早いからね。今さら君を手放すつもりはないだろうから」

　ドキッ、と鼓こ動どうが跳はねた。隊長さんから後見人の話を聞いたときに言われた言葉そのままだったから。小隊長さんは人の心が読めるんだろうかと一瞬本気で思ってしまった。

「恋人が後見人とか、ありなんですか？」

「歴史的には別に珍しくないね。今の北の皇こう妃ひはたしか相手の母親だったけど、それも現皇こう帝ていが頼たのんだって言うしねぇ」

「お約束すぎて興きよう味み津しん々しんなんですが、もっと詳くわしく」

「こーら、今はその話じゃないでしょ。まあ、北の皇妃はフィクション混じりでよければ小説になってるから、今度探してみれば？」

　ケチ、と私は唇くちびるを尖らせる。

　北の皇妃様の話は前にもちらりと聞いたことがあった。しかしまさか、存命中に小説の題材にまでなっているとは、ずいぶんと波は瀾らん万ばん丈じような人生を歩んできたらしい。私よりよっぽど王道な異世界トリップを経験したようだ。

　私と同じ世界から来たのかどうかはわからないけれど、異世界の皇妃になるだなんて、きっと大変な苦労があっただろう。同じ異世界人としては、お疲つかれ様さまでした、と肩をポンポンしてあげたくなる。

　そして、私が異世界トリップしてきた先が隊長さんの部屋でよかった、と心底思った。……隊長さん的には、あまりよくはなかったかもしれないけれど。

「オレも詳しくは知らないけどね。普通に考えて、後見人になるにはちゃんと審しん査さを通る必要があるでしょ」

　考えてみれば当然のことだ。養子縁えん組ぐみにも審査があるように、保護する対象を適当な人に任せるなんてことはできないだろう。特に精霊の客人は、住んでいた世界すら違う。

「審査基準は？」

「勝手な憶おく測そくにすぎないけど、階級とか、仕事とか、人となりとかかな」

　小隊長さんは指を折りながら言っていく。そうして、一度折った指を、今度は私に見せるように一本だけ突つき立たてた。

「さっきも言ったけど、隊長はいざってとき、職務を優先せざるをえない。しかも命の危険もある職種だ。だから後見人に相応ふさわしいかというと、微妙なところだよね」

　あまり難しいことのわからない私にも、反論はできそうになかった。

　隊長さんは人の上に立つ立場にある。公こう私しを分けるのは当然のことで、私との関係は、もちろん私しにあたる。

「人となりは、問題ないですよね」

　性格だけでいうなら、一人の人間を任せても大だい丈じよう夫ぶだと判断されるだろう。実際、この砦でなんの問題もなく暮らしていけているのは、もちろんみんなが受け入れてくれたからでもあるけれど、一番は隊長さんのおかげなんだから。

「たぶんね。階級にいたっては、むしろ都合がいいくらいなんだけど」

「貴族だから？」

「というか……って、ああ、知らないんだ」

　小隊長さんは目をぱちぱちとさせて、それからニヤ～っと意地悪そうな笑みを浮かべた。嫌な予感がするのは、気のせいではないと思う。

「知らないって、何をですか」

「内ない緒しよ。いつか教えてもらえるんじゃない？」

　適当にはぐらかす小隊長さんは、これ以上は何も話してくれそうもない。

　小隊長さんは何を言いかけたんだろうか。話の流れからして、隊長さんのことで間違いないと思うんだけれど。ピアスの他にも謎なぞがあるだなんて、隊長さんはどれだけ秘密主義なんだろう。

「……やっぱり、知らないことばっかりです」

　当たり前だけれど、隊長さんと付き合いの長い小隊長さんは私の知らないことも知っているんだろう。聞いたところで答えてはくれないだろうし、私も他の人の口から聞きたいとは思わない。ただ単純に、羨うらやましいだけだ。

「知りたいなら聞けばいいのに。黙だまってることはあったとしても、隊長は君に噓はつかないと思うよ」

「聞くのにも勇気がいるんですよ！　複雑な乙女心なんです！」

「それこそ、君らしくないね。いつもだったらもっと早く突とつ撃げきしてそうなものなのに」

　たしかに、いつもの私ならとっくにそうしているだろう。あまり我が慢まんは得意じゃない。きっと、考えるよりも先に身体が動いているはずだ。

　けれど、今回は……なぜか、ブレーキがかかってしまっている。

　自分でも不思議だったことを言い当てられてしまって、私はムッと眉をひそめた。

「小隊長さんが私の何を知ってるっていうんですか」

「そうだなぁ、君の頭が考え事に向いてないことくらいは、知ってるつもりだよ」

「バカって言いたいんですかバカって！」

　やっぱり口では小隊長さんに勝てそうにない。反射的に嚙かみついてはみたものの、あまり否定できないのがさらに悔くやしいところだ。

「隊長の気持ちを確かめたいなら、手っ取り早い方法があるよ」

　ニコニコと、一見無害そうな笑みを浮かべて小隊長さんは言う。どういう方法かと私が尋たずねようとしたところで、彼はふと私から視線を外して、明後日あさつての方向に目を向けた。

「ナイスタイミング」

「へ？」

　小さく呟つぶやく小隊長さんに、私は首を傾げる。

　つられるようにして、小隊長さんが見ている方向に目をやろうとして。

　小隊長さん自身から視線がそれた、その隙すきに。

　ぐい、と後頭部を引き寄せられたかと思うと、唇のすぐ横の頰ほおにキスされた。

「な……な……」

　動どう揺ようしすぎてすぐには言葉にならなかった。

　何するんですか！　と怒ど鳴なりつけてやろうと思っていたのに、できなかった。セクハラ犯が、気づいたら私の目の前からすっ飛んで消えてしまっていたからだ。

　より正確には、隊長さんに殴なぐられてすっ飛ばされた、と言うべきだろう。

　いつもは頼もしくて飛びつきたくなる広い背中が、今は触ふれたら怪我をしそうな異様な空気を発していた。人はそれを怒ど気きと呼ぶのかもしれない。

　このタイミングで現れて、小隊長さんをぶっ飛ばしたその行動からして、彼の犯行はバッチリ目もく撃げきされていたんだろう。

「た、たいちょうさん……」

　おそるおそる声をかけると、隊長さんはゆっくりと振り向いた。その瞳が、今まで一度も見たことのない色をしていて、意思とは関係なく身体が震えた。

　いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらがかわいく思えるほど、怒いかりと憤いきどおりと不機嫌さと、他にも色々と足したような表情。この怒り顔には、般はん若にやも仁に王おう像ぞうもナマハゲも裸足はだしで逃にげ出だしそうだ。
















　隊長さんは何も言わずに、私に手を伸ばしてきた。条件反射的に逃にげ腰ごしになってしまったけれど、当然、怒り心頭の隊長さんから逃げられるはずもない。ひょい、と軽々持ち上げられてしまった。

　でも、どうして荷物担かつぎ！　この前はお姫ひめ様さま抱だっこだったのに！

「隊長さん、これ体勢きついです！」

　背中を叩たたいて抗こう議ぎしてみるものの、下ろしてくれるつもりも持ち方を変えてくれるつもりもないようだ。聞いているかもわからない。

　隊長さんは、私が走るような速度でずんずんと移動していく。揺ゆられながら、売られていく仔こ牛うしはもしかしたらこんな気持ちなのかもしれない、と意味のないことを思った。

　小隊長さんのことは放置でいいんだろうか。あの吹ふっ飛とびようは絶対に怪我をしているだろう。正直、自業自得な気もするけれど。

　そんなことを考えているうちに隊長さんの部屋についていたようで、隊長さんは苛いら立だちをぶつけるように大きな音を立てて扉とびらを開いた。そして、そのまま勢いを殺すことなく、私はベッドの上に投げ出された。

　ベッドのスプリングで身体が軽く跳ねる。目まぐるしい展開に気持ちがついていけない。

　困こん惑わくしている私の上に、隊長さんがのしかかってくる。これはもしかして、そういう流れだろうか。

　ギラギラと獣けもののように輝かがやく瞳が、私を見下ろしている。何かを言おうと開いた唇は、そのまま隊長さんの口で塞ふさがれてしまった。

「……っ、ん……」

　嚙みつくような荒あら々あらしいキスに、呼吸も唾だ液えきも全部飲のみ込こまれる。いつもは優しく与あたえられる熱が、今は少しの手加減もなく注そそがれる。ついていくのが精いっぱいで、酸欠で頭がふわふわしながら、私は必死に隊長さんの背中にしがみついた。

　ようやく口を開放されたとき、私はすぐには息ができずに何度かむせ込こんでしまった。

「……少しは抵てい抗こうをしろ」

　隊長さんは息を整える私を見下ろしながら、眉間に深い皺を寄せていた。相変わらず般若も顔負けの恐おそろしさだけれど、それが私に向けられたものではないことはなんとなくわかったので、怖こわくなかった。

　たぶん、半分は小隊長さんに怒おこっていて、残り半分は自己嫌けん悪おだろう。

「だって、嫌じゃないですから」

　私は正直に答える。息は苦しかったけれど、それほどの激しさで求められるのはうれしかった。

「続き、しましょう？」

　隊長さんの首に手を回して、誘さそうように笑いかけた。

　もっと、隊長さんに求めてほしかった。いつもより少し乱暴で、けれど傷つけないようぎりぎりのところで自制している隊長さんの、箍たがを外してしまいたかった。

　長い沈ちん黙もくののち、隊長さんは私をそっと抱き寄せ、起き上がらせた。

「……すまない」

　そう、一言だけ告げて、隊長さんは部屋から出ていってしまった。

　一人取り残されて、ベッドの上でぼんやりすることしばし。

　小隊長さんが私の唇にキスをした、とおそらく誤解しているだろう隊長さんに、ちゃんと説明をしなかったことに気がついた。
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　休きゆう憩けい時間が終わり仕事に戻れば、そこには当然のようにミルトがいた。湿しつ布ぷからはみ出すほどの頰の打だ撲ぼく傷しよう。うまく受け身は取ったのだろうが、手にも擦すり傷きずができている。歩き方からして、どうやら軽く腰も打ったようだ。

　見るからに痛々しい負傷をしているというのに、ミルト自身はあまりにも普ふ段だん通りだった。それがかえって癪しやくに障さわったが、どれだけ腹が立っていようと仕事に持もち込こむべきではない。俺は何も言わず書類に取りかかり、ミルトはその補ほ佐さに回った。

　気持ちの切きり替かえがうまくいかなかったらしく、午後の仕事は進みが遅おそく、ようやくすべてを終えたのはいつもならとっくに夕食を食べ終わっている時間だった。サクラに今日は一人で食事を取るようにと、途と中ちゆうで言こと伝づてを頼んでよかった。……顔を合わせずに済み、ほっとしている自分もいた。

「お疲れ様でした、隊長。で、いい加減その怖い顔やめてくれません？」

　ミルトはへらりと笑って軽口を叩く。本当にいつも通りすぎて、自分がなぜ彼に腹を立てているのか、一瞬わからなくなってしまいそうだった。

「安心してください。もう二度とあんなことはしませんよ」

「当たり前だ」

「隊長の本気は充分確認できましたからね」

　やはりそういうことか、と俺は深くため息をつく。

　ミルトがサクラに本気で懸け想そうして口づけをしたわけではないと、もちろん俺は最初からわかっていた。興味本位や冗じよう談だん半分でからかうとしても、あんな下手な真ま似ねはしない。

　そもそも俺があの場に居合わせたのはミルトに呼ばれたからだった。彼は、あの場面を俺に見せたかったのだろう。そして、俺の反応を見たかったのだろう。

「……上司を試ためすな」

「上司だからこそ、試す必要があったんですよ。隊長もわかってますよね」

　わからない、と言えるほど盲もう目もくにはなれなかった。

　ミルトは俺のサクラへの想おもいを知らなければならなかった。さらに言うならば、俺の中でのサクラの立ち位置を。

「いやぁ、隊長があんなに嫉しつ妬と深ぶかかったなんて初めて知りましたよ」

　楽しげに笑うミルトを、俺はギロリと睨みつける。いつも怖いだのなんだの言うくせに、彼が俺に対して怯ひるんだ様子を見せたことは一度もない。

「あのとき隊長は、今まで積み重ねてきたオレへの信頼よりも、瞬しゆん間かん的てきな嫉妬が上回りました。もちろんそんなことを考えている余よ裕ゆうもなかったでしょうけど、逆に言えばそれが正直な気持ちってことですよね」

　痛いところを突かれ、俺は思わず押おし黙だまった。サクラに口づけるミルトを見て、何も考えられなくなった。一瞬で頭が沸ふつ騰とうした。

　制せい御ぎよできない感情は恐ろしいものだ。幼い頃ころから貴族社会に身を置き、感情のままにふるまうことの危険性を学んできた。現在は第五師団隊長として常に冷静であることを求められ、それを苦にも思っていなかった。

　けれど、サクラが関わってくるとどうにもうまくいかない。簡単に心が波打ち、抑おさえの利かない激情に振り回されてしまう。

「……お前のことは、部下として信頼している」

「そこを今さら疑ったりしませんよ。それも知ってるから、オレはオレを使って試そうとしたんですし」

　ミルトはまるで自分のことすら駒こまの一つのように話す。事実、徹てつ底てい的てきな効率主義の彼にとっては俺も己おのれもこの砦を正常に運用する歯車にすぎないのだろう。

「あいつの気持ちはどうなる」

「それに関しては、ちょっとは悪いことしたなぁって思ってますよ。でも、これからも隊長の隣にいるつもりなら、彼女にも覚かく悟ごしてもらわなきゃいけないこともあります」

　ミルトの言うことにも一理ある。だが……サクラは、精霊の客人だ。争いのない平和な世界で、身分など考えることもなく暮らしてきた。そんな彼女に、こちらの都合を一方的に押しつけたくはなかった。

「それに、キスの一つや二つでそんな傷つくタイプでもないでしょ、彼女は」

「加害者が開き直るな」

「はいはい、すみませんでした」

　負けを認めるように、ミルトは肩をすくめながら両手を上げてみせた。心のこもっていない謝罪に眉をひそめるが、今は何を言っても無む駄だになるとわかっていた。

　代わりに、というわけではないが、俺は彼の頰の打撲傷に目を向けた。

「その傷は隠せるようなものではないだろう。どう噂うわさになろうと俺は知らないからな」

「別に構いませんよ。隊長の女に手を出そうとして殴られた、ってことで」

　少しも堪こたえていない様子で、しれっとミルトは言い放つ。

「ちょうどいいじゃないですか。こんなに目立つんだから、いい見せしめになるでしょ。ビリーみたいに隊長に反感を持つ隊員もいないわけじゃない。彼女に何かあって精霊から報復を受けるのも面倒ですし。口で何を言うより、こうして知らしめたほうが効果的です。あの子に手を出したら痛い目見るぞってことを」

　自らの腫はれた頰を指差しながら、ミルトは丁てい寧ねいに説明してくれた。

　どうやらミルトは隠おん密みつ部隊の力も借りて噂を逆手に取るつもりらしい。ちょうど先ほど、ミルトと仲のいいレットが都から戻ってきたところだ。合点はいったが、それでも納なつ得とくはできない。

「俺はそんな役までお前に頼んではいない」

「効率的に仕事をするためならなんでもしますよ。少しでも怠なまけたいもので」

　いかにもミルトらしい発言に、俺はため息を我慢できなかった。

　彼の有能さに陰日向かげひなたから支えられている俺が言えたことではないが、もう少し違う頭の使い方をしたほうがいいのではないだろうか。今回、彼の効率主義のおかげで俺もサクラも振り回される羽目になったことを思うと、どうにも納得がいかない。

「隊長、一つお教えしましょう。ため息ついて逃げるのは幸せじゃなくて女ですよ」

　人差し指を立てて、ミルトは冗談めかして言う。

　ため息をつかせたのはお前だろう、と顔をしかめつつも、もう一度出そうになったため息は飲み込んでおいた。別に、女が逃げる、という言葉に思うところがあったわけではない。断じて。

「本気なら逃げられないようにしてくださいね。女に振られたくらいで仕事が手につかなくなるような隊長ではないでしょうが、殺さつ伐ばつとした空気の中で仕事をするのは御ご免めん被こうむりたいので」

「逃がすつもりはない」

「なら、しっかり捕つかまえといてくださいよ。どうにも見てて危なっかしいんですから、あの子」

　そう告げるミルトの声は、彼にしては優しいものだった。効率のためというのも本当だろうが、ミルトなりに俺とサクラのことを心配してくれているのだろう。

　危なっかしい、という言葉に、俺は先ほどのサクラを思い出した。

　身のうちで暴れる激情のままに、荒々しく口づけた。彼女が悪いわけではないとわかっていても止まれなかった。少しは抵抗しろ、とどこまでも勝手なことを言う俺を、彼女は笑って許してしまった。そして。

『続き、しましょう？』

　この上なく甘い誘ゆう惑わくに、ぐらりと理性が揺らいだのはたしかだ。

　けれど、その誘いに乗ってはいけない、と俺の中で何かがストップをかけた。逆に冷静になったほどだ。

　サクラは、俺を求めていた。俺の愛を求めていた。優しく包つつみ込こむようなものではなく、もっと激しく、わかりやすく、即そく物ぶつ的てきなものを。

　一人で悩なやみを抱かかえていることには気づいていた。打ち明けてもらえないのは自分が頼たよりないからだろうか、と不ふ甲が斐いなさに気落ちしてもいた。

　けれど、違う。

　彼女はきっと考えたくないのだろう。悩みを直視したくないのだろう。

　いつもの、〝明るく能天気なサクラ〟でいるために。

『隊長さんの手はおっきいですよね』

　俺の手を握りながら笑う彼女は、俺のものではない手を思い返していた。

　たぶん、サクラは……。
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　燦さん々さんと照りつける太陽。雲一つない晴れやかな青空。夏らしい陽気で少し暑いけれど、そよそよと木々を揺ゆらす風が気持ちよくて、絶好のお出かけ日和びよりだ。

　集合場所の中央棟とうの玄げん関かんの前には、すでに今日町に行く人たちが集まっていた。

　隊長さんは他の隊員さんと荷物を見ながら話はなし込こんでいた。

　今回隊長さんは仕事の関係で泊とまり込こみとなるらしい。私もそれに便乗する形で駐ちゆう屯とん地ちに滞たい在ざいし、シルヴィアさんの説得と結けつ婚こん式しきの準備をすることになった。

「やあやあサクラちゃん、今日はよろしくね」

　隊長さんを遠くから眺ながめていると、シャルトルさんが赤い髪かみを風になびかせながら近づいてきていた。

「あ、シャルトルさん！　よろしくお願いします！」

「うんうん、元気いっぱいでいいねぇ」

　ニコニコ笑え顔がおのシャルトルさんは、やっぱり気のいいお兄ちゃんといった感じだ。彼かれ特有の柔やわらかな空気に気持ちが和なごむ。

「シャルトルさんも今回は何日か町にいるんですよね」

「うん。副隊長が苦戦してるみたいだから、カルス小隊長の説得も手伝ってみようと思って。いい結婚式にしたいからね」

「そうですね！」

　よかった、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうすることにはならないようだ。シャルトルさんは人当たりがいい上に話し上手で、人を乗せるのがうまいから、私よりずっと説得役に向いているだろう。

「それに、そろそろ必要なものを注文しないといけないしね。花はな嫁よめさんの意見も反映させてから、サクラちゃんが書いてくれた仕様書を持ってってみるよ」

「あれ、作ってもらえますかね……？」

　結婚式の余興として考えたものは、私たちの世界では催もよおし物もので一いつ般ぱん的てきな遊びだけれど、少し道具が必要なものだった。この世界にないものでも頼たのんで作ってもらえるというシャルトルさんの言葉に甘あまえてしまった。

　もちろん花嫁さんがそれはちょっと、となる可能性だってあるから、その場合の代だい替がえ案も考えてあった。

「複雑な作りはしていないし、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。図がわかりやすいから助かると思うよ。絵まで上手なんてすごいなぁ」

「絵っていうほどのものじゃないですけどね！　盛り上げられたらうれしいです」

「そうだね、そのためにがんばろっか」

「はい！」

　目標に向かって一歩一歩進んでいくのは気持ちがいい。使用人としての仕事もやりがいはあるけれど、当然ながら仕事内容はいつもあまり変わらない。

　人生の節目となる結婚式と一いつ緒しよにするのは失礼かもしれないけれど、学園祭の準備のようでわくわくしてしまう。

「……おい」

　シャルトルさんとニコニコしていたら、ドスの利きいた低い声が割って入ってきた。

　せっかくいい気分だったのに、誰だれだろうかと顔を向けると、ビリーさんが不ふ機き嫌げんそうな顔でそこにいた。

「あれ、ビリーさんも一緒に行くんですか？」

　隊長さんと私とビリーさん。なんとなく、意図的なものを感じなくもない。小隊長さんあたりの。

　これを機に、ちょっとは仲良くしておきなさい、ということだろうか。

　別に私は仲良くできるならそれでいいと思うけれど、ビリーさんは絶対に嫌いやがるような気がする。

「ああ。……ったく、ヤな組み合わせだな」

「文句を言うだけなら声かけないでくださいよ！」

　相変わらずビリーさんは嫌な感じだ。そんなんじゃ友だちできませんよ！　と言いそうになったけれど、その彼の友だちが今目の前にいることを思い出した。二人の友情は、きっとシャルトルさんの大らかさによって成り立っているに違ちがいない。

「ちげーよ。俺おれは親切にも教えに来てやったんだ。隊長がさっきからチラチラこっち見てっけど、いいのか？」

　ビリーさんの言葉に、私は周囲をきょろきょろと見回す。隊長さんはさっき見たときと同じ位置にいて、たしかにこちらに視線を向けていた。

「あ、本当だ。たいちょーさーん！」

　目が合ったことがうれしくて、大きく手を振ふってみる。隊長さんは眉み間けんに皺しわを寄せたまま、ふいと視線をそらしてしまった。隊長さんの反応にしょんぼりしながら腕うでを下ろす。まだ、昨日のことを引きずっているんだろうか。

「わー、僕ぼく、次の鍛たん錬れんのとき殺されるかも」

「なぜにそんな物ぶつ騒そうな話に!?」

　殺されるだなんて、穏おだやかじゃない。冗じよう談だんだとはわかっていても突つっ込こまずにはいられなかった。

「隊長は嫉しつ妬と深ぶかそうだなぁって話だよ」

「そ、そうですか……」

　朗ほがらかに笑うシャルトルさんに、私はからかわれたのだと気づいた。

　今の隊長さんの不機嫌顔は、シャルトルさんに嫉妬したからだったんだろうか。いやいやそんなまさか、ただ話していただけなのに。

　けれど、昨日のこともある。初めて受けたあの激しいキスは、隊長さんの嫉妬深さを示しているのかもしれない。

「君みたいな子じゃ、余計に心配だろうねぇ」

「……それ、私、貶おとしめられてます？」

「貶めてない貶めてない」

　シャルトルさんは笑顔を崩くずさず、両手を振って否定する。大げさな仕草が逆に噓うそくさく見えるのは私だけではないだろう。

「むー。まあいいとしましょう」

　話が一段落ついたタイミングで隊長さんの号令がかかった。出発の準備が整ったらしい。

　行軍というほどの仰ぎよう々ぎようしさはないけれど、バラバラに行くわけにもいかないのでなんとなくの列を組んで町に向かう。私の泊まりのための荷物は他の荷物とまとめて運んでくれる人がいるから、お散歩気分で身軽なものだ。とはいえ移動距きよ離りは、お散歩と呼ぶには少しかわいくない。

「隊長のとこ、行かなくていいの？」

　話していた流れで隣となりを歩いていたシャルトルさんが、そう声をかけてきた。

　先頭のほうにいる隊長さんに目を向けると、今も他の隊員さんと難しい顔を突き合わせていた。何を話しているかはわからないけれど、間に入れる雰ふん囲い気きではなかった。

「……隊長さん忙いそがしそうだし、大丈夫です」

　前回のときも、シャルトルさんのように気を利かせてくれた隊員さんがいて、私は前のほうに誘ゆう導どうされることになった。今思うと公私混同していたような気がして恥はずかしい。町に出るのは気晴らしという面もあるけれど、あくまでこれも仕事の一いつ環かんで、お散歩でもピクニックでもないのだ。

「サクラちゃんって不思議だよねぇ。基本は隊長さん好き好きって感じなのに、なんかたまに遠えん慮りよとか距離があるよね」

「そんなつもりはないんですけど」

「距離、っていうのも違うかな。ラインがある感じ。境界線？」

「……そんなのないですもん」

　まるで私がわざと距離を取っているとでもいうような言い方に、思わずムッとしてしまう。私だってこれでも成人女性だ。隊長さんのお仕事の邪じや魔まをしてはいけないという考えくらいは当然持っている。

「ごめんごめん。商家生まれなせいか、物の流れや人の流れを見るのが好きでさ。サクラちゃんは格好の観察対象だから、ついね」

「女の人を追うなら私より他の人にしてください！　私はもう売ばい却きやく済ずみなんですから！」

「あはは、売却済みかぁ」

　シャルトルさんは笑いながら、私の買い取り手に目を向ける。私も同じ方向を見てみると、ちょうど隊長さんもこちらを向いていて、バチッとしっかり目が合ってしまった。私が一いつ瞬しゆん固まっている間に、隊長さんは気まずげに視線をそらした。

「難なん儀ぎだねぇ、二人とも」

　くすくすと笑えみをこぼすシャルトルさんに、私はもう何も言えなかった。
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　町についたその日は、前と同じように隊員さんのお手伝いをしてから、隊長さんとシャルトルさんと私は残って、砦とりでに戻もどる隊員さんを見送った。

　前回は入る機会のなかった駐屯地にお邪魔して、中を案内してもらったり、夕食を食べたり、シャルトルさんと作戦会議をしているうちに一日が終わってしまった。

　シルヴィアさんとも少しだけ顔を合わせたけれど、力いっぱい睨にらまれてしまったため、さすがに話しかける勇気は出なかった。説得どころか、前よりも悪化している気がするんですが……。

　そうして次の日、花嫁さんになる人が駐屯地にやってきた。

「あなたがサクラさんね！」

「はい、よろしくお願いします！」

　ふんわりとしたストロベリーブロンドがかわいらしい女性は、パルラと名乗った。どこかで聞き覚えのある名前だなと思いながらも、彼かの女じよの柔らかな微笑ほほえみを見ているとどうでもよくなった。

「私たちの結婚式のことを、色々と考えてくださっているんでしょう？　ありがとうございます」

　パルラさんは、すでに副隊長さんから私のことは聞きき及およんでいたらしい。

　精せい霊れいの客人ということは今のところ砦の人たちと第五師団の役職持ちでしか共有しておらず、町の人には内ない緒しよにしているようだ。私は年ねん齢れいが近いからという理由で選ばれたアドバイザーという立場になっていた。

「サクラちゃんは女性らしい視点で新しい発想を出してくれるので、きっといい結婚式にできると思いますよ」

「それは楽しみだわ。ガネットさんもありがとうございます」

「いえいえ、僕も二人には幸せになってほしいので」

　にこやかにパルラさんと話すシャルトルさんは、いつもよりも丁てい寧ねいで好青年っぷりに拍はく車しやがかかっていた。上司の奥おくさんになる人に失礼はできないということなんだろう。

「あ、ちょうどよかったわ。お二人に見てほしいものがあるんです」

　パン、と手を叩たたいて笑顔を見せるパルラさんに、私は首を傾かしげた。

「見てほしいもの、ですか？」

「そう。結婚式に着る衣い装しようができあがったんですよ」

「えっ！　見てもいいんですか！」

　花嫁衣装と聞いて、急にそわそわしてしまう。ウエディングドレスには乙女おとめの夢が詰つまっている。私のいた世界とは色々と違うかもしれないけれど、それも含ふくめて気になった。

「ぜひ。実はその試着もあってここに来たんです」

「ローシェンさんより先に見たら怒おこられそうだな……」

「大丈夫ですよ。私はもう先ほど着て確かく認にんしましたから、本当に見るだけです」

　そう言って、パルラさんは私たちを先導して駐屯地内の一室に向かった。パルラさんの実家は飲食店らしく、部屋の広さの関係と万が一にも汚よごさないためにと、この駐屯地に置いてもらっているらしい。

　パルラさんが部屋の扉とびらを開くと、すぐに目に入るところにそれは置かれていた。

「わーお」

「きれい……！」

　町長さんから話が来る前から、ちょっとしたパーティーはするつもりでいたらしく、そのために衣装を新調するというのは話に聞いていた。でも、まさかこんな……。

「白、なんですね……」

「ええ。ローシェンが、私には白が似合うから、って」

　少し恥ずかしそうに笑うパルラさんには、たしかに清せい楚そな白がよく似合うだろう。

　ふんわりと控ひかえめに広がるスカート。繊せん細さいなレース使い。色は、白一色。

　私の知っているウエディングドレス、そのものだった。

　子どもが憧あこがれるお姫ひめ様さまのような華か美びなドレスではなく、大人が選びそうなシンプルで、かわいらしいけれど上品なドレス。

　少しだけ、お姉ちゃんが着ていたドレスに似ているような気がした。

「あとはこれに、母が編んでくれているショールをまとうんです。そちらもだいぶ完成が近づいてきているんですよ」

　このドレスを着て、ショールを羽織ったパルラさんを思おもい描えがいてみる。ブーケを手に持って、幸せそうに微笑むパルラさんは、きっと地上に舞まい降おりた天使のように美しく輝かがやいているだろう。この世界にカメラがないことが残念でならない。

「サクラさん？　どうかしました？」

　部屋の前で立たち尽つくしていた私を振り返って、パルラさんは不思議そうな顔をした。そんなに変な顔をしていただろうか。我われを忘れて見み惚ほれてしまっていたから、あまり自信はない。私は慌あわてて笑みを浮うかべた。

「素す敵てきなドレスですね！　私の姉の結婚式を思い出して、少し感かん傷しよう的てきになっちゃいました。私の姉も白いドレスだったんですよ」

「そうなんですね。白は神聖な色ですから、愛を誓ちかう日に相応ふさわしい色ですものね」

「私の地域では、『貴方あなたの色に染まります』って意味もあるんですよ」

「まあ、素敵ね！」

　両手を合わせて瞳ひとみを輝かせるパルラさんは、それはそれはかわいらしい。きっと、パルラさんを輝かせているのは、彼女自じ身しんの魅み力りよくだけでなく、花はな婿むこさんの愛なんだろう。

　幸せに満ちあふれたパルラさんが、白いドレスを着てお嫁よめに行く。おめでとう、幸せになって、とみんなから祝福を受けて。大好きな人と、家族になる。

「本当に……きれい」

　ぽつり、と呟つぶやいたのも無意識だった。ウエディングドレス以外、何も目に入らないくらいに、惹ひき寄せられてしまう。

「着てみますか？」

「……えっ？」

「私とサクラさんはあまり背格好も変わらないようですし、試ためしにどうでしょう？」

　ニコニコと笑いながらパルラさんは提案してきた。そう言われてみると、私とパルラさんは身長も体型も似ているような気はする。とはいえ、そんな簡単な問題じゃない。

「え、いや、だってこれ、パルラさんの花嫁衣装で……！」

「実は、誰かが着たところを見てみたいと思っていたんです。鏡で見るのと実際に見るのとではやっぱり違いますもの。サクラさんが着てくだされば、バックスタイルもちゃんと確認できます。私の結婚式のお手伝いをしてくださるんでしょう？　これもその一つだと思って、ね？」

　パルラさんの言っていることもわからなくはない。特に背中側は、合わせ鏡で確認したとしても実際に見るのとは違うだろう。お手伝いの一環と言われると、それならいいだろうか、と意思が揺らいでしまいそうになる。

「え、えーっと、でも、やっぱり」

「他の方に頼むにも、その……体型的なものもありますし」

　パルラさんのためらいがちな様子に、言外に示しているものを理解してしまった。胸だ。胸のサイズだ。

　パルラさんは私よりほんの少し身長が低くて、胸は見た感じでは同じくらい。

　この国は洋風文化だからか、背が高くて胸の大きい女性が多い。ハニーナちゃんですら、たぶんＣカップはあるだろう。

「仮の状態のときも合わせればもう何度も袖そでを通しているので、私が手伝えば着られると思います。作りは意外と単純なんですよ」

「あの、本当にいいんですか？　もし私が物欲しそうに見えたんだったらすみません。気にしないでください」

　じっと見惚れてしまっていた自覚はある。もしかしたら、それは着てみたいという願望が透すけていたかもしれない。事実、私はそういう気持ちで見ていたから。

「サクラさんの瞳が、とてもキラキラしていたので。幸せのお裾すそ分わけをしたくなりました。迷めい惑わくでしたか？」

　微笑みながら小首を傾げるパルラさんこそ、キラキラとした瞳をしていた。純じゆん粋すいな厚こう意いに申し訳ないという気持ちは薄うすれていく。あとに残ったのは、着てみたい、という正直な欲求だった。

「いえ……着させてもらえますか？」

「もちろんです。こちらこそお願いしますね」

　そう言って、あくまで〝お手伝い〟の一つということにしてくれるパルラさんは、本当にできた人だと思う。こんな女性を奥さんにもらうローシェンさんとやらは幸せ者だ。

「じゃあ、僕はちょっと席を外そうかな。パルラさん、どのくらいで着き替かえ終わりそうですか？」

「そうね、着るだけですから十分もあれば充じゆう分ぶんです」

「わかりました。じゃあまたあとでね、サクラちゃん」

　シャルトルさんはひらひらと手を振って、なぜか上機嫌で部屋を出ていった。

　それから、パルラさんは手慣れた様子でトルソーからドレスを外し、ここに立ってくださいだとか手を上げてくださいだとか、次々と指示を出していく。胸むな元もとは思ったよりもピッチリしていて、たしかに同じくらいのサイズでなければ入らなかっただろう。バックスタイルの編み上げ紐ひもはパルラさんが丁寧に結んでくれた。

「どうですか、サクラさん？」

　パルラさんに言われるがままに動いているうちに、あっという間にドレスを着ることができてしまった。鏡には、純白のドレスを身にまとった私が映っている。

「すごい……ウエディングドレスだ……」

　それ以外、なんと言っていいかわからなかった。この国では結婚式をしないことも多いと聞いたし、結婚衣装の色も白とは決まっていない。まさか、元の世界と同じようなウエディングドレスを着る日が来るとは思ってもいなかった。そもそも、私には結婚自体、あまり現実味のないものではあったけれど。

「ちょっと歩いたり回ったりしてもらえませんか？　動いたときにどう見えるか、見てみたいんです」

「こんな感じですか？」

　さすがに靴くつまで借りるのは申し訳なくて、いつも履はいているものなので歩きやすい。裾を踏ふまないように気をつけながら歩いて、その場でゆっくり回ってみせた。ふわりと広がるスカートに、心まで浮き立った。

　トントン、とノックの音が入はいり込こんできたのは、そのタイミングだった。

「はい、どうぞ」

「失礼、こちらに黒くろ髪かみの……」

　パルラさんの承しよう諾だくの声に、扉が開かれる。シャルトルさんが戻ってきたんだろうと思っていた私は、見慣れた青灰色の瞳と目が合って、時間が止まったような錯さつ覚かくを覚えた。

「……サクラ？」

　これ以上ないほどに目を見開いて、呆ぼう然ぜんとした様子で私の名前を呟いたのは、もちろん私の恋こい人びとの……。

「た、たた、隊長さん……!?　どうしてここに!?」

「シャルトルが、お前が呼んでいるからと……」

「呼んでないです！　呼んでないっ！」

　シャルトルさんめ、謀はかったな。部屋から出ていくときの機嫌のよさはこういうことだったのか！

　まさか、なんで、このタイミングで。

　意味のない言葉が頭の中をぐるぐると回る。驚おどろきだとか恥ずかしさだとか、色んな感情が入り混じって少し泣きそうだ。

「あらあら……」

　パルラさんも驚いていたけれど、どこかこの状じよう況きようを楽しんでいるようにも見えた。

「その、姿は……」

「えっと、パルラさんが試しに着てみませんかって言ってくれて。あの、花嫁衣装、なんですけど」

「花嫁……」

　隊長さんはいまだに放心状態から抜ぬけきれていないようで、私のドレス姿をぼんやりと眺めていた。正直、見られている側は大変いたたまれない。

「隊長さん！　こういうときはお世辞でも褒ほめるものですよ！　ほらほら！」

「いや……世辞は必要ないな。きれいだ」

　隊長さんは夢でも見ているかのような目で、直球を投げてきた。うっとり、とでも表現できそうな声こわ音ねに、私はさらに身の置き場がなくなった。
















「う、あ、えっと、で、でもこれ借り物ですから！　私より本物の花嫁さんが着たほうがずーっときれいなんですからねっ！」

「たしかに、お前が着るならもっと……」

　言葉の途と中ちゆうで、隊長さんはハッと何かに気づいたように口を閉とざす。それから、口元を手で隠かくして、顔を背そむけてしまった。

「……いや、なんでもない」

　なんでもない、わけはないんだろう。隊長さんが何を言おうとしたのか、わからないほど鈍にぶくはなかった。

『嫁に来るか』、という言葉が急に思い起こされた。あれは想おもいが通じ合った翌日。あのときは冗談のようなものだと思っていたけれど、考えてみれば隊長さんはそんな冗談を言うような人じゃない。きっと、あのときから本気だった。

　つまり、つまりは、そういうことですよね……!?

　たぶん私の顔は、チークが必要ないほど真まっ赤かになっていることだろう。

「ふふふ、なるほど。私は少し外に出ていますね。談話室にいるので、お話が終わったら呼んでください」

「え、パルラさん？」

「それじゃあサクラさん、隊長さん。ごゆっくり」

　そう言い残して、パルラさんは部屋から出ていってしまった。

　免めん罪ざい符ふのようなものとはいえ、パルラさんのためにドレスを着たはずだったのに。どうやら気を遣つかわせてしまったらしい。パルラさんが私と隊長さんの仲を知っていたかどうかはわからないけれど、知らなかったとしてもこの状況ならバレバレだっただろう。

　部屋に残された私と隊長さんは、ぎこちなさを感じながらも目を合わせる。思えば、言葉を交かわせる距離にいるのは昨日のキス未満事件以来だ。

「あの、隊長さん。今言うことじゃないかもしれないんですけど、昨日のことで、私言い忘れちゃって」

「なんだ？」

「小隊長さんは私の頰ほおにキスしたんです。唇くちびるじゃなかったんですよ。ここです、ここ」

　唇のすぐ隣を指差しながら、説明する。場所がどこだろうとキスはキスだけれど、恋こいする乙女としては唇と頰には天と地ほどの差があった。

「……そうだったのか」

「はい。誤ご解かいを解くのが遅おそくなってごめんなさい」

「いや、いい。……あいつも、わざと俺に誤解させたんだろう」

　小隊長さんの性格からして、きっと隊長さんの言う通りだ。

　まったく、人をからかうにしてもやり方というものがあると思う。痛い目に遭あってまで、小隊長さんは何がしたかったんだろうか。

　大体、小隊長さんにはハニーナちゃんという想い人がいるというのに。もし噂うわさが広がって変に誤解されたとしても、私は一いつ切さい擁よう護ごするつもりはない。

「昨日は、すまなかった」

　隊長さんは私の目の前までやってきて、覇は気きのない声で謝あやまった。また、『すまない』だ。

「なんで謝るんですか？　誘さそいに乗ってくれなかったからですか？」

「……そうじゃない」

「ひどいですよ隊長さん。恋する乙女としてあれは傷つきました」

「怒るところはそこじゃないだろう」

　隊長さんの眉間に皺が寄る。私ではなく、自分に対して怒っているように見えた。

「だって、嫉妬してくれたのはうれしかったんです。嫉妬するほうはつらいだろうから、喜んじゃいけないんでしょうけど」

「……そうだな」

　隊長さんは小さく頷うなずいて、私の手をすくい取った。その手を、ゆっくりと自分の左胸に押おし当あてる。

「ここが、痛かった」

　切々とした声から、張はり詰つめた表情から、どれだけ隊長さんが苦しい思いをしたのかが伝わってきた。喜ぶようなことじゃない。喜んではいけない。それでも、うれしいという気持ちに噓はつけなかった。

　嫉妬するほど、隊長さんは私を想ってくれている。

「今はドキドキしてますね」

「お前のせいだ」

「私のせいですか？」

「きれいだと、言っただろう」

　再度の直球に、ドキッと大きく鼓こ動どうが跳はねた。私が胸に触ふれられている側じゃなくてよかった。

「……隊長さんってなんでこういうとき外さないんですか。実はタラシ属性なんじゃないですか？　百ひやく戦せん錬れん磨まですか!?　今までどれだけ女を泣かせてきたんですか！」

「なんの話だ……」

　隊長さんは呆あきれたように一つため息をついた。

「お前が思うほど、俺は大人ではない。お前に近づく男には見苦しい嫉妬をするし、お前の格好一つに動どう揺ようもする。……お前をつなぎとめておきたくて、必死にもなる」

　隊長さんは、どこまでもまっすぐに心を明かしてくれた。

　青みを帯びた灰色の瞳に見つめられ、胸がぎゅうっと握にぎりしめられたように苦しくなる。私の中の恋こい心ごころが、悲鳴を上げる。

「つなぎとめるって……私、どこにも行きませんよ」

「ああ、そうだな」

　そう言いながらも、隊長さんは少し寂さびしげに微笑んだ。

「私、隊長さんと一緒にいると、すっごく幸せな気持ちになれるんです。だから、ずっと傍そばにいます。いさせてください」

　握られていた手を、私からも握り返す。隊長さんの左耳にあるピアスは、視界に入れないようにしていても気になってしまう。それでも。

　隊長さんが望んでくれる限り、一緒にいたい。それが私の、本心だった。
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「シャルトルさ──ん！　よくも──!!」

　あれからすぐに隊長さんがパルラさんを呼びに行ってくれて、パルラさんの手を借りてドレスから元の服に着替えた私は、談話室にいたシャルトルさんに突とつ撃げきした。

　駐屯地にある談話室は出入り口に近く、町の人との面会室のように使われることもあるらしい。けれど当然ながら人の目があるので、隊員同士なら誰かの部屋で集まるだろうし、町の人と話すなら外に出たほうがいいんだろう。今も私たち以外の姿がないところを見ると利用者は多くないようだ。

「あはは、ごめんごめん。だってもったいないじゃない。せっかくの花嫁衣装なのに恋人に見せないなんて」

「そ、それは、でも、心の準備っていうものが……！」

　呼ぶなら呼ぶと先に言っておいてほしかった。それならまだ、覚かく悟ごして挑いどむことができたのに。

「大丈夫ですよ。サクラさんはとてもかわいらしかったですもの」

「うっ、パルラさん、本当にすみませんでした……」

「何も謝ることなんてないのよ。私は誰かに着てもらいたくて、サクラさんは着てみたかった。ほら、利害は一いつ致ちしていたでしょう？」

「でも、パルラさんはまだ、えーっと、ローシェンさん？　に見せてなかったんですよね。なのにお借りした私が隊長さんに見られちゃうなんて……」

「それこそ気にするようなことじゃないわ。むしろ、ローシェンもあんな反応をしてくれるのかしら、って想像して幸せな気持ちになれました」

「なら、いいんですけど……」

　本当に、パルラさんは素敵な女性だ。まとう空気がキラキラしていて、眩まぶしく感じる。こういうのを『当てられる』と言うのかもしれない。

「ほらサクラちゃん、気持ちを切きり替かえよう。まだ今日の本題に入ってないんだから」

「はっ、そうでした！　パルラさんのご意見を聞かないと！」

「よろしくお願いします」

　そうして、私とシャルトルさんはようやく、パルラさんに結婚式の余興についてお話しすることができた。

　ブーケトス、ケーキカットにファーストバイト。私の出した案を、シャルトルさんが実現可能な余興として補足してくれた。わかりやすいようにと描かいておいた図も、パルラさんの理解の手助けになったようだ。

　他に、パーティーで行う余興として、ビンゴゲームはどうだろうかと提案した。ビンゴカードはシャルトルさんの伝つ手てで作ってもらう必要があるけれど、数字の書かれたクジは手作りできる。景品も、町長さんの力ちから添ぞえがあれば揃そろえられるだろう。

「とっても素敵……！　みんなで楽しめる結婚式になりそうね」

　私たちの余興案に、パルラさんは満面の笑顔を見せてくれた。思っていた以上の好こう感かん触しよくに、私はほっと胸を撫なで下おろした。

　私の出した案は全部、現代人なら当たり前に知っているものだけれど、この世界では馴な染じみのないものばかりだろう。

　まるで、私の価値観ごと受け入れてもらえたような気がして、うれしかった。

「でも……許して、もらえるかしら」

「あ……」

　そうだ、まだシルヴィアさんを説得できていない。反対しているのはシルヴィアさんだけだから、どうにかなるだろうという気持ちでいたけれど、当人からしてみたら不安だろうし、悲しいことだろう。

「ローシェンは仕事に忠実な人なの。だから、直接ではないけれど上司に当たる小隊長さんのご意向に逆らうつもりはないみたい。でも……優やさしい人だから。私の気持ちも察してくれていて、板いた挟ばさみになってしまっているのよね」

　師団の中では、隊長、副隊長、隊長直属の小隊長、副隊長直属の小隊長、その他の小隊長という順番で偉えらい。

　ローシェンさんと話したことはないけれど、何度か見かけた様子やシャルトルさんから少し聞いた限りでは、真ま面じ目めな人という印象を受けた。

　そんな人なら……上司とパルラさんの間で板挟みになってしまえば、心苦しいだろう。

「好きな人と一緒になれるだけで、これ以上ないくらい幸せだわ。あまり、わがままは言わないほうがいいのかもしれないと、思っているの」

　パルラさんはそう、ふんわりと微笑んだ。私がキラキラしていると思った、幸せそうな笑みではなく。

　私は、この顔を知っている。

「わがままなんかじゃないです！」

　バンッとテーブルに手をついて立ち上がる。

　パルラさんには幸せそうに笑っていてほしかった。もうすぐ結婚するのに、花嫁になるのに、そんな、寂しげな顔をしてほしくなかった。

「もっと、一から十まで完かん璧ぺきな幸せを願ったっていいじゃないですか。だって、一生に一度のことですよ。幸せなパルラさんを見て、みんなも幸せのお裾分けをもらえる日です。この先何年も、何十年も、夢みたいな一日だったって幸せな気持ちで思い返せる結婚式にしましょうよ」

　お姉ちゃんの結婚式を、私は一生忘れない。幸福で満ちた会場も。姉の笑顔も優しい声も。私が流した涙なみだも。兄の手のぬくもりも。全部、全部覚えている。

「私は、そんな結婚式が、見たいんです……」

　勝手な押しつけだと言われたら、頷くしかない。

　私はただ、姉をちゃんとお祝いできないまま結婚式の日を迎むかえてしまったから。主役である姉に気を遣わせてしまったから。罪つみ滅ほろぼしのようなつもりで、この結婚式のために尽じん力りよくしようとしていたのかもしれない。パルラさんは、姉の代わりではないのに。

　でも、パルラさんが、結婚式の日に姉が私に向けた、寂しげな微笑みと同じような顔をするから。今度こそ、という気持ちがあふれて、抑おさえ方がわからなくなってしまった。

「何を騒さわいでいるかと思えば、貴女あなた方がたか」

　しんとした室内に、硬こう質しつな声が割わり込こんできた。諸悪の根源の登場に、私はハッとして顔を上げる。

「シルヴィアさん！」

「私は貴女に名前を許した記き憶おくはないのだがな」

　眉間に深々と皺を刻んで、シルヴィアさんは私を睨み据すえる。女性とは思えないほどの迫はく力りよくに、それでも私は怯ひるまなかった。

「シルヴィアさん、お願いします。パルラさんとローシェンさんの結婚式を、認めてあげてください！」

「……私は、個人的にする分には構わないと言ったはずだ」

　シルヴィアさんの声は、あくまで淡たん々たんとしていた。その主張を曲げるつもりはない、という気持ちがはっきりと伝わってくる。

「町長は、第五師団へのお礼の意味を込めて提案してくださった。個人で行う規模のパーティーでは意味がないですよね」

　どう返そうか悩なやんでいると、シャルトルさんの援えん護ご射しや撃げきが入った。

　隊の人と町の人、みんなで祝うためには、町長さんの権限で場所を借りる必要がある。みんなが笑顔になれるような日に、するために。

「そんなことは私は知らない。どうしてそれほど盛せい大だいに祝う必要がある」

「逆に、どうしてそんなに祝いたくないんですか。同じ第五師団の仲間でしょう？　私のところに話が来るくらい、他のみんなはお祝いしてあげたいって思ってるんですよ。副隊長さんだって、何度も言っていたんじゃないんですか？」

　最初に私が町に行く前も、そのあとも、副隊長さんはシルヴィアさんの説得をしてくれていたらしい。シルヴィアさんは副隊長さんの言葉に耳を貸さなかったと聞いているけれど、頑かたくなに拒こばむ理由はいったいなんだろうか。

「エリン副隊長は……」

　彼の名前を出した瞬しゆん間かん、シルヴィアさんは眉まゆ尻じりを下げて瞳を伏ふせた。彼女の口は何度か開いたり閉じたりを繰くり返かえし、結局またきつく結ばれた。

「し、シルヴィアさん？」

　初めて見る表情に動揺して、呼びかける声は見事に裏返ってしまった。

　さらに強く睨まれるだろうと思っていたのに、いきなり悲しげな……弱々しい表情をされてしまうと、まるで自分がいじめっ子になったような気分になる。

　シルヴィアさんのことはあまり知らないけれど、中性的な凜りんとした空気を持つ彼女が、そんな顔をするとは思ってもいなかった。

「……副隊長が、何か？」

　シャルトルさんが慎しん重ちように問いかける。シルヴィアさんはそれでも、口を閉ざしたまま。

　……何かが、おかしい。私の直感がそう告げていた。

　今まで私はこの問題について、シルヴィアさんを中心に考えていた。反対しているのはシルヴィアさんだけ。それなら当然、彼女さんに何かしらの理由があるんだろうと。

　けれど、もしかしたら……そこからすでに間ま違ちがっていたのかもしれない。

「あ、あの、副隊長さんは、」

　あなたに何を言ったんですか──と、続けることはできなかった。

「ん？　呼んだかな？」

　当の本人が、開きっぱなしだった談話室の扉の向こうから顔を出したからだ。

「エリン副隊長……！」

「あれ、みなさんお揃いで。あ、シルヴィアの説得中だった？」

　ためらいなく部屋に入ってきた副隊長さんは、顔かお触ぶれを見てにこやかに問いかけてきた。この前のときも少し思ってしまったけれど、もしかして副隊長さんはあまり空気が読めない人なんだろうか。ある意味では大物かもしれない。

「ええ、まあ。ちなみに副隊長はどう言ってカルス小隊長を説得なさってたんですか？」

「僕はね、シルヴィアにも楽しんでもらえる結婚式にできるなら、頷いてくれるかなって思って。庭でパーティーにするとき、男女混合の席にしたらどうかなって言ってたんだ。お見合いほど堅かた苦くるしくなく、異性とお話しできるいい機会でしょう？　最近ではそういう集まりもあるって聞くしね」

　のほほんとした様子で話す副隊長さんとは対照的に、その場の空気がカチンと凍こおりつくのを肌はだで感じた。

　そういう集まりって、言うなれば、合コン的な……？

　生真面目で冗談が通じない、四角四面なシルヴィアさんに対して、そんなものを勧すすめるのはどう考えても逆効果だろう。説得どころか嫌がらせとしか思えない。

「……私は、結婚も男性とのお付き合いも、まだ考えてはおりません。エリン副隊長の下で小隊長としての任を全うすることに、力を尽くしたいと思っています」

　顔色を悪くしながらも、シルヴィアさんはなんとか自分の気持ちを説明した。それはきっと噓偽いつわりない本心だろう。そこに、多少の私心がまぎれ込んでいたとしても。

「でも、結婚には憧れているんでしょう？」

「それは……！　その、己おのれが心に決めた相手とでなければ、意味がないことですので」

「その相手がいないなら、まずはお話だけでもしてみるのはいいことだと思うんだ。どこにご縁えんがあるかはわからないでしょう？」

「だ、だから、相手が……」

「相手が？」

　何もわかっていない副隊長さんの追及に、シルヴィアさんは答えられずにうつむいてしまった。ぷるぷると震ふるえているのは、怒いかりゆえか羞しゆう恥ちゆえか。

　一方、傍ぼう観かんしていた私は大体のことを察した。いや私だけじゃなくシャルトルさんやパルラさんもきっと気づいたことだろう。シルヴィアさんが心に決めた相手というのが、目の前にいるのほほんとした人のことなのだと。そして、今回の騒そう動どうの本当の原因に。

　──全部、副隊長さんのせいだったんじゃないですか！

「副隊長さんは、女の気持ちがわかってません!!」

「え、ええ～？」

　困こん惑わくの声を上げる副隊長さんを庇かばおうとする人は、誰もいないのでした。
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　事の発ほつ端たんは、世間話としてパルラさんたちの結けつ婚こんの話が出たときのこと。

『彼かの女じよは人当たりがよく、料理上手だそうです。まさしく理想の奥おく方がたでしょうね。私も少しは見習いたいものです』

『シルヴィアでもそういうことを思うんだ？』

『もちろん私も女ですので、結婚というものに憧あこがれはあります。……この歳としで恥はずかしいことではありますが』

『年ねん齢れいなんて関係ないよ。シルヴィアは人一倍努力家だから、料理だってなんだってすぐに上達するよ。きっといい奥さんになるね』

　ならば貴方あなたが嫁よめに貰もらってくれませんか、という言葉が喉のど元もとまで込こみ上あげてきたらしいが、そのときのシルヴィアさんはなんとか飲のみ込こんだ。言ってしまえばよかったのに、と呟つぶやくとギロリと睨にらまれた。

　と、そのときはそれで話は終わったらしい。問題は、町長さんからのお申し出があったときだ。

　渡わたりに船だとばかりに、部下思いの副隊長さんはお節せつ介かいを焼こうとした。それこそ、余計なお世話、というものだけれど。

　簡単に言えば、副隊長さんがしようとしていたことは結婚式にかこつけた婚こん活かつパーティーだ。生き真ま面じ目めなシルヴィアさんが拒きよ否ひするのも至し極ごく当然なことだろう。何しろ彼女は、副隊長さんに淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていたんだから。

　結果、婚活パーティーなど断固阻そ止ししたかったシルヴィアさんは、勝手に町長さんにお断りを入れた。副隊長さんがどんな好条件を出そうと、シルヴィアさんはなお一いつ層そう頑かたくなになる。求めてもいないことを勧すすめられて頷うなずく人間はいない。

　一連の顚てん末まつを、副隊長さんを追い出した談話室でシルヴィアさんから聞いた。

　意中の人から婚活パーティーの提案を受けた悲ひ惨さんさを思うと、それまで感じていた怒いかりも消えて、同情しかわいてこない。どんよりとした空気を背負うシルヴィアさんの肩かたを、ポンポンと優やさしく叩たたいた。

　合コンや婚活が悪いものだとは思わないけれど、結婚式はもっと純じゆん粋すいに新しん郎ろう新しん婦ぷを祝ってほしいと思うのは、私も結婚に夢を見ているからだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶですシルヴィアさん、私がちゃんとした結婚式にします。だから、一いつ緒しよにお祝いしましょう！」

　シルヴィアさんの手を両手でぎゅっと握にぎりながら、力強く宣言する。

　私の誠意が伝わったのか、単に反対する元気もなかったのか、シルヴィアさんは少しの間を空あけてこくんと頷いてくれた。




　それから数日間、私はシャルトルさんと一緒に結婚式の準備のために奔ほん走そうした。

　まずは状じよう況きようが飲み込めていないのんびり屋の副隊長さんをせっつき、町長さんと話をつけてもらった。付つき添そったシャルトルさんいわく、町長さんは少しも気を害した様子もなく快こころよく受け入れてくれたらしい。これで場所と資源の確保ができた。

　あくる日、シャルトルさんと一緒にガネット商会ペリト支店に顔を出し、ビンゴカードの作成依い頼らいをする。

　一枚一枚違ちがう数字を印字するのは難しいらしく、一枠わくずつ切きり込こみを入れたカードに、手作業で数字のスタンプを押おすことになった。砦とりでに戻もどったらみんなの力を貸してもらおう。

　最初、シャルトルさんが嫁を連れてきたと誤ご解かいを受け、本気で隊長に殺されるからと真っ青になったシャルトルさんに遠えん慮りよなく笑ってしまったのは余談だ。

　ブーケやケーキに関しても、商会の伝つ手てでどうにかしてくれるらしい。デザインは主役の二人と相談しながら決めることになるだろう。

　そうして慌あわただしく駆かけ回まわっているうちに、あっという間に駐ちゆう屯とん地ちに滞たい在ざいする最終日となった。




「えっ！　今日は隊長さんもフリーなんですか!?」

　朝食のあとに隊長さんに挨あい拶さつをしに行ったら、その場にいた副隊長さんから耳寄り情報を聞いてしまった。ちょうど私も、最後の一日くらいはゆっくり町を見物してきなよ、とシャルトルさんに言われたところだったのだ。

「そうそう。せっかく町に来たのに、グレイスったら本当に仕事しかしないからさ。サクラさんが町に連れ出してくれないかな」

　私が結婚式の準備で奔走している間、隊長さんは隊長さんで、小難しい会議をしたり駐屯地の隊員に稽けい古こをつけたりと、忙いそがしくしていたようだ。

　私が外に出ていることも多かった上に、たった数日しかいない駐屯地で大っぴらにベタベタするのもはばかられた。砦にいたときほど一緒にはいられなくて、寂さびしく思っていたところだった。

　まさか副隊長さんが気を利きかせてくれるとは思ってもいなかった。シルヴィアさんの件でだいぶ株が下がっていたけれど、少し見直した。空気が読めないだなんて思ってすみませんでした。

「隊長さんは？　私と一緒にお出かけで大丈夫ですか？　せっかくのお休みなんですから、ゆっくりしていたいなら無理はしないでくださいね！」

「ああ、構わない」

「こらこらグレイス、そこはちゃんと『一緒に出かけたい』って言わないと」

　子どもを叱しかるような口調で注意され、隊長さんは気まずげに視線をそらした。副隊長さんの様子からして、からかっているわけではなくあくまで本気のようだ。副隊長さんはやっぱりどこかずれている人だと再さい確かく認にんした。

「副隊長さんって、あんまり隊長さんの部下って感じじゃないですよね」

　年上だからなんだろうけれど、〝グレイス〟と呼んでいることといい、あまり隊長さんを敬うやまっているようには見えない。……いや、それは小隊長さんも同じことか。

　私の指し摘てきに、副隊長さんはふふっと瞳ひとみを細めて笑った。

「僕ぼくはグレイスが第五師団に入る前から副隊長をしていたからね。入ってきたばかりのツンツンしていた彼かれも、隊長に伸のされてた彼も知ってるからなぁ」

「……昔の話だ」

「そうは言っても、まだ十年は経たってないよ」

　懐なつかしそうに話す副隊長さんに、私はなんとなく頭の中で逆算した。隊長さんは今二十九歳さいのはずだから、二十歳以降に第五師団に入ったということになる。そういえば最初は違う師団にいたと小耳に挟はさんだような覚えがあった。

「なるほど、だから隊長さんのことを名前で呼んでるんですね。納なつ得とくです」

　親しん戚せきのおじさんが、小さい頃ころの名残なごりでちゃん付けで呼ぶようなものだろう。呼ばれる側としては気恥ずかしいものもあるのだけれど。

「……お前は呼んでくれないのか？」

「へ？」

「グレイス、と」

　隊長さんはそう言いながら私の顔を覗のぞき込こんできた。

「ぐ、ぐれいす、さん？」

　見られている緊きん張ちよう感かんもあり、見事に声がひっくり返ってしまった。

　実は、私はいまだに隊長さんの名前をしっかり呼べた例ためしがなかった。隊長さんが強要しないのをいいことに、すっかり隊長さん呼びが定着してしまっている。

　たまに隊長さんが名前で呼ぶことをねだるのは、ベッドの上。理性が飛んでしまっているときはちゃんと呼べるのだけれど、そのときにうれしそうな顔をしてくれる隊長さんを思い出すと、いつでも呼べるようになりたいという気持ちは強まる。

　……でも、気持ちだけではどうにもできないこともある。

「ひゃー!!　まだちょっと待ってください！　なんか、なんか無理です！　照れる!!」

　意思とは関係なく熱くなっていく頰ほおに、私は早々にギブアップした。どうして名前を呼ぶだけでこんなに照れるのか、自分でもよくわからなかった。

「……先は長いな」

「うんうん、仲良きことは美しきかな。ということでサクラさん、よろしくね」

　ため息をつく隊長さんと、したり顔の副隊長さん。

　何はともあれ、隊長さんと町中デートです！
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　せっかくのデートだというのに、服は普ふ段だん着ぎのワンピースに、歩きやすいぺたんこ靴ぐつ。アクセサリーの類たぐいも特になし。

　この世界でのお化け粧しようは、パーティーやお祭りなど社交の場に出るときにするものという認にん識しきらしい。砦という閉へい鎖さ空間ではせいぜい眉まゆを整えるくらいしかしていなかった。この世界に来てからあまり物を買う機会がなかったこともあり、手持ちのオシャレ用品は極きよく端たんに少ない。叶かなうことなら元の世界で使っていた化粧品一式を持ってきたかった。

　せめてもと、隊長さんの出かける準備が整うまでの僅わずかな時間で、両サイドを軽く編あみ込こんでピンで止めた。なんといっても初デートだ。恋こいする乙女おとめとしてはオシャレ心を失いたくはなかった。

「どこか行きたいところはあるか」

　駐屯地を出てすぐ、隊長さんが問いかけてきた。ノープランスタートのデートというのもびっくり箱のようでわくわくする。

「買い物したいです、買い物！　実はお風ふ呂ろ用品を揃そろえたかったんですよね」

　入にゆう浴よく剤ざいにバスオイル、香かおりつき石せつ鹼けん。大好きなお風呂タイムをより充じゆう実じつしたものにするために、欲ほしいものならいくらでもあった。

　前回町に来たときはシルヴィアさんとご飯を食べたっきり。今回の滞在ではシャルトルさんが自由時間を作ってくれたりもしたけれど、あまりゆっくりはできなかった。

「他にも服とか下着とかも買いたいですし……あれ、けっこう大荷物？」

「気にするな。それくらいの余よ裕ゆうはある」

　少人数での移動は万が一魔ま物ものと出くわした際の危険度が高いからと、明日砦から買い出しに人が来て、それに合流する形で帰ることになるらしい。あまり荷物は増やさないほうがいいかと思ったけれど、元々みんなも嗜し好こう品ひんなんかを各自買い求めていることを考えれば、気にしなくてもいいのかもしれない。

「風呂用品に、服か……少し待っていろ」

　そう言ったかと思うと、隊長さんはシャツの胸ポケットから折おり畳たたまれた紙を二枚取り出した。それに目を落とす隊長さんの表情は、なんだか不本意そうだ。

「なんですか、それ？」

「……女性の好みそうな店のリストだ。こちらはミルト、こちらはエリンに押しつけられた」

「副隊長さんはまだしも小隊長さん、なんと用意周しゆう到とうな……」

　覗き込んでみると、リストにはジャンル別にいくつもの店名と場所が連なっていた。砦で生活していながらどうしてこんなに、普段自分が利用しないだろうお店を知っているのか。小隊長さんは本当に謎なぞが多い。

「俺おれが持っていても仕方がないから、お前に渡そうと思っていたんだが、色々あって忘れていた」

　色々とは、あれか。キス未満事件だとか、花はな嫁よめ衣い装しよう目もく撃げき事件だとか。いや、事件というほどのものでもないかもしれないけれど。

「隊長さん、小隊長さんのほうに書いてあるお店にしましょう！」

　二つのリストを見比べつつ、私はそう提案した。

　以前シルヴィアさんと行ったカフェが脳のう裏りに浮うかぶ。とてもかわいらしくて私好みではあったけれど、ああいった場所に縁えんのないらしいシルヴィアさんは身の置き場がなさそうにしていた。それを思い出すと、副隊長さんのお店選びには若じやつ干かんの不安を覚える。

　その点、小隊長さんならたとえ女性向けのお店でも、隊長さんが入ってもギリギリ許されるような場所を選んでくれると思ったのだ。

　……わざと、ゴテゴテ少女趣しゆ味みのお店をチョイスする可能性も少しだけあったけれど。

「別に構わないが、なぜだ」

「えっと……しょ、小隊長さんのほうが女性の好みを理解してそうですし！」

「……それもそうか」

　あっさり納得してもらえてよかった。

　もしかしたら隊長さんも副隊長さんに対して、多少なりとも思うところがあったのかもしれない。何しろ十年近くの付き合いなのだそうだから、前に何かあったとしてもおかしくはないだろう。

「中央通りに何軒か店が集中しているようだ。まずはそこに行ってみるか」

「はーい！」

　私が返事をすると、隊長さんは早さつ速そく先に向かおうとする。

　ふと名案を思いついた私は、隊長さんの袖そでを摑つかんで引き止めた。

「隊長さん隊長さん、手をつなぎましょう！　デートなんですから」

　私は手を差し出して、キラキラと期待のまなざしを向ける。

「……デート」

「違うんですか!?　恋こい人びと同士でお出かけするのはデートですよね!?」

「いや……そうか、そうだな……」

　隊長さんはそのことに初めて思い至ったようで、口元を手で覆おおって顔を背そむける。頰が微かすかに染まっているように見えるのは気のせいじゃないだろう。

「隊長さんの照れポイントがよくわかりません！」

「わからなくていい」

　そうは言われても、手放す気はないだとかきれいだとかは素面しらふで言えてしまう人なのに。照れ屋な隊長さんもかわいくて好きだけれど、今はとりあえず手をつなぎたかった。

「手をつなぐの、嫌いやですか？」

　隊長さんはきっと、人前でいちゃいちゃするのはあまり好きじゃないだろう。

　でも、初めてのデートを満まん喫きつするためにも、デートの定番であり第一関門でもある手つなぎくらいはクリアしておきたかった。

「だ、ダメならいいんですよ！　ちら～っと、ここは恋人らしくおててつないでランランランとかしたいな～なんて思っちゃっただけなので。だからって嫌々してもらうようなことじゃありませんし……」

　差し出していた手を引ひっ込こめて、隊長さんが気にしないようにと言葉を重ねる。

　強ごう引いんに手をつなぐこともできるけれど、やっぱりデートというのはお互たがいの気持ちがあって初めて成り立つものだろう。手をつなぐことで隊長さんがデートを楽しめなくなってしまうなら、私はそっちのほうが嫌だ。

「隊長さんが嫌なら……って、え……」

　続けようと思った言葉は、すぽっと全部頭から抜ぬけていった。胸の前でぶんぶんと振ふっていた手の片方を、隊長さんに握られたからだ。

　目をぱちくりさせつつ隊長さんを見上げると、彼は私から視線をそらしたまましかめっ面をしていた。不機嫌そうに見えるのに、その頰はいまだ赤らんでいて。

「……行くぞ」

「へ？　あ、はい」

　そのまま手を引かれてしまえば私はついていくしかない。

　自分の手の先をたどれば、それはしっかり隊長さんの手とつながっている。今日の隊長さんは手袋をしておらず、大きくてがっしりとした手のぬくもりが直じかに伝わってくる。

　指を絡からめる恋人つなぎではなくて、子どもみたいなつなぎ方。それなのに、今まで誰だれと手をつないだときよりもドキドキした。




　小隊長さんがリストアップしてくれたお店に何軒か行ってみて、私は無事にお風呂用品をたんまりとゲットすることができた。

　今まで使う機会がほとんどなかった給料を、ようやく趣味と実益のためにつぎ込めるんだから散財も致いたし方ないもの。

　色や香りのついた入浴剤に、お肌はだに優しいハーブの石鹼、数すう滴てき垂らすだけでいい香りのするアロマバス。泡あわでいっぱいになる入浴剤は、あわよくば隊長さんと一緒に試してみたいものだ。

　洋服や下着も買ったものの、そちらのほうが安く済んだのには少し驚おどろいた。お風呂用品はほぼ完全に嗜好品だからか、必要不可欠な物と比べると若干高いようだった。

　隊長さん好みの下着を知りたかったのに、頑がんとしてお店に入ろうとはしなかった。仕方なく一人で選んだけれど、店内は女性しかいなかったからこれでよかったんだろう。

「デート、デート！」

　うっきうっきわっくわっく。

　空は快晴で、夏らしい陽気の今日は日差しも強く暑いけれど、爽さわやかな風が心地ここちよい。絶好のデート日和びよりだ。

　隊長さんは無む駄だに時間のかかる女の買い物にも文句を言わずについてきてくれた。この一週間近くで何度も町には出ているというのに、こうして手をつないで隊長さんと町中を歩いているだけでも、目に映るものすべてが新しん鮮せんだった。

「楽しそうだな」

「そりゃあ初デートですから！　や、お部屋デートはいくらでもしてますけど。こうやって一緒に町を歩いたりとかは初めてですし」

　お部屋デートはお部屋デートでとても楽しいし、夜のいちゃいちゃも大好きだ。

　でも、初めてこうして私の感覚でデートと呼ぶものをしてみると、本当はずっと隊長さんと一緒に意味もなくお出かけしてみたかったんだな、と気づいた。

　外で一緒にご飯を食べたり、外で知らないものを見てどんなものなのか教えてもらったり、本当に些さ細さいなことでいい。

　私はまだこの世界に来てたったの数ヶ月だ。砦という閉鎖空間で暮らしていたこともあって、驚くほど世界が狭せまい。少しずつでも、隊長さんと一緒に広げていきたかった。

「窮きゆう屈くつな思いをさせているなら、すまない」

「え、謝あやまるようなことなんて何もありませんよ！　そりゃあたしかに砦って娯ご楽らくが少ないですけど、あそこはあそこでけっこう楽しいこともあったりしますし！　私にとってはこの世界での生活自体が一種のアトラクションみたいで面おも白しろかったりして。こういう考え方は失礼なのかもですが」

　この世界に存在するものはなんでも簡単に私の興味を引く。元の世界にないものを見るとわくわくして、元の世界との共通点を見つけるとうれしくて。次々にやってくる不思議に、飽あきる日が来るとは思えない。

　生まれたときからこの世界にいて、もう何年もあの砦で暮らしている隊長さんたちからしてみると、私の視点こそが不思議なのかもしれないけれど。

「世界が違えばそんなものだろう。嫌な思いをしているわけじゃないならそれでいい」

「大丈夫です、発見の毎日です！」

「そうか」

　私の返答に、隊長さんは少しだけ表情を和やわらげた。

　きっと、心配してくれていたんだろう。隊長さんは心しん配ぱい性しようだから。

　ご心労をおかけしてすみません、と思いながらも、心配してくれることがうれしいだなんて、私は本当にどうしようもない人間だ。

「もう昼食の時間か」

　隊長さんは腰こしから下げていた時計を手に取ってそう言った。

　時計は、私の知っている懐かい中ちゆう時ど計けいに近いけれど、それよりも少し小型のもの。装そう飾しよくが細かくてきれいで、でもゴテゴテはしていない。趣味がいいですね、隊長さん。

「そういえばついさっきお昼の鐘かねが鳴ってましたよね。お腹なかも空すきました！」

　この町では、朝の六時から夜の十二時までの間、三時間ごとに鐘が鳴る。もちろん時計もあるけれど、町の人たちはその鐘の音を目安に生活しているらしい。

　昼食は小隊長さんのリストにあるお店をいくつか見て決めようと、通りをぶらついていたところで、お店の前に見知った人ひと影かげを発見した。

「あれっ、パルラさん！」

「あら……サクラさん？　隊長さん？」

　ふわりとしたストロベリーブロンドを今は三つ編みにして、かわいらしい柄がらのエプロンを身にまとっている。一いつ瞬しゆん花屋の店員さんのように見えたけれど、前にパルラさんに聞いた話を思い出して手を打った。

「あ、そっか。パルラさんの家はお食事処どころなんでしたっけ」

「ええ。普ふ通つうの食堂なんですけど、もしまだ食事がお済みでなければ、どうですか？　お世話になっているお礼にサービスしますよ」

「わーい！　隊長さんここにしましょう！」

　看板を見てみると、小隊長さんのリストにもあったお店だった。私は隊長さんを引っ張ってお店に入っていった。

　店内はこざっぱりとしていたけれど、チェック柄のテーブルマットや飾かざられているお花など、ところどころにかわいらしさが見られる。

　お客さんは家族連れを中心に、女の子同士やカップルなんかもいた。

　男性のお客さんも少なくないものの、隊長さんが一人で来るのはちょっと想像がつきにくいお店、といった感じだ。

　私が頼たのんだのは本日のリゾット定食。野菜たっぷりのチーズリゾットとサラダに、お芋いものポタージュ。食後にハーブティーがついてくるらしい。

　どれも文句なしのお味で、質と量のバランスがよかった。砦で出される料理ももちろんおいしいけれど、やっぱり基本が男性の好む味つけなので、好みで言うならこのお店に軍配が上がる。

　私がおいしそうに食べているのを、隊長さんは自分の分を食べながらも心なしか柔やわらかな表情で見ている。

「おいしいですね」と私が言えば、「そうだな」と当たり前のように返ってくる。砦でもいつも一緒にご飯を食べているのに、場所が違うだけで心持ちまでなんとなく違う。

　これが、いつもの日常とは違う、デートだからかもしれない。

「ローシェンも、ここの常連だったんです」

　お客さんが減ってきた頃、パルラさんが席にお話ししに来てくれた。

「常連さんから、個人的に仲良く？」

「ある日、唐とう突とつに食事に誘さそわれたんです。君のことが知りたい、と言われて……ふふ、昨日のことみたい」

「わぁ、ロマンチックですね！」

　ローシェンさんはずいぶんと直球勝負のようだ。自分の気持ちに正直になれる人には好感が持てる。

「結婚なんて、今でも夢みたいです。だって私たち、まだ付き合って一年なんですよ」

　気恥ずかしそうに笑うパルラさんを見ていると、とても素す直なおに、結婚っていいなぁと思えた。

　どうして花嫁さんは、こんなに笑え顔がおが眩まぶしいんだろう。こんなにまとう空気がキラキラとしているんだろう。

「ローシェンさんはそれだけパルラさんのことが大好きなんですね」

「そう……だとうれしいです。私が砦に行くこともできたのに、結婚を機にこの町を選んでくれたのも、私のためでしょうから」

　パルラさんはそこまで言ったあと、僅かに迷うような素そ振ぶりを見せ、また口を開いた。

「……正直、ほっとしてしまったんです。隊長さんにも砦の人たちにも申し訳ないことですが」

「ローシェンの希望だ。夫人の気にすることではない」

「本当に感謝しているんです。私だけじゃなく、町のみんなが。いつも守ってくださって、ありがとうございます」

　町民代表のように頭を下げるパルラさんに、私は胸が熱くなった。

　町長さんがお礼として結婚式を提案したように、町の人たちは第五師団に感謝して、温かく迎むかえ入いれてくれている。それは、今日隊長さんと一緒に町を回っていても気づいたことだった。

　みんなの生活を守るために戦う隊長さんがとても誇ほこらしい。そして、側面から第五師団を支えるために、私は私の仕事をもっとがんばりたいと改めて思った。

「ローシェンさんが町に異動になるってことは、逆に砦に来る人もいるんですか？」

　パルラさんが他のテーブルの注文に呼ばれたところで、私は食事を続けながら隊長さんに話を振ってみた。実はローシェンさんが異動になることも初耳だったのだ。

　考えてみれば、パルラさんかローシェンさんのどちらかが引ひっ越こさなければ単身赴ふ任にんになってしまう。もちろん砦にはそういう人もいるけれど、新しん婚こんでそれはさすがにつらいだろう。

　パルラさんが使用人として砦に来るという選せん択たく肢しもあったはずだけれど、実家の食堂で働くパルラさんのために、ローシェンさんが異動することに決めたのだと察せられる。

「ああ、今回の滞在はそれを決めるためでもあった」

「なるほどー」

　小隊長クラスの人事異動ともなれば、話し合いを重ねないといけないのも理解できる。きっと、シャルトルさんが結婚式の余興を買って出たのは、新しい土地で暮らす上司へのはなむけでもあったんだろう。

「それから……これはまだ先の話にはなるが、いずれ女性隊員にも砦に来てもらおうと思っている」

「え？　シルヴィアさんとかですか？」

「まだ人選も時期も決まっていない。検討段階だ」

　そうは言っても、隊長さんが私に話してくれるということは、きっといずれ正式に決まることなんだろう。今回の話し合いで好こう感かん触しよくだったのかもしれない。

「ビックリです。今は砦に女性の隊員さんっていないじゃないですか。どうしてそうなったんですか？」

「砦には女性も多く働いている。同性の隊員がいたほうが仕事もしやすいと思ってな」

「それはまあ、たしかに」

　駐屯地に何日か滞在して驚いたのは、普通に女性隊員さんとすれ違うことだった。もちろん男性のほうがだいぶ多いけれど、砦には一人もいなかったから新鮮だった。

　砦に女性隊員が来たら、男性が苦手なハニーナちゃんは絶対に喜ぶし心強いだろう。現状を当たり前なものと捉とらえていた私は特に不便だなんて思ってはいなかったけれど、女性隊員がいたほうがやりやすいことはきっといくらでもある。

　たとえば、私がこの砦にやってきたときだって、もし女性隊員がいたら隊長さんの部屋に匿かくまってもらう必要もなかったはずだ。

　結果として私は、隊長さんとの内ない緒しよの同室生活をとても楽しんだわけだけれど。

「そのことに気づけたのは、お前のおかげだ」

「へ？　私ですか？」

「よく使用人たちの話をしてくれるだろう。俺たちでは気づかなかった問題なども教えてくれた」

　たしかに、私は隊長さんによく使用人仲間の話をする。けれどそれは別に、相談ではなく単なる世間話だった。

　この世界のことを教えてもらうとき以外は、寡か黙もくな隊長さんは基本的に聞き役に回る。逆に私はおしゃべりだから、好き勝手に話していた。

　そうすると、必然的に仕事で接する使用人の話が多くなりやすいというだけのこと。

「私、ただ世間話してただけですよ」

「そういったところに重要な案件が隠かくれているものだ」

「重要な案件……？」

　いまいち理解できずに首を傾かしげると、食事を終えた隊長さんは食器を脇わきに寄せて私に向き直った。

「お前を通して使用人たちの声が聞けるのは、少なからずお前から俺に話がいけばいいと期待してのことだと思う。お前のように、隊員と使用人をつなぐ存在が必要だと気づいたんだ。女性隊員がそうなれれば申し分ない。厳いかつい男どもより多少は話しやすいだろう」

　どうやら私は知らない間にメッセンジャー役になっていたらしい。

　隊長さんは強面こわもてで、背も高くがっしりしている。一見すると熊くまや鬼おにのようだから、気軽に話しかけにくいのはわからなくもない。

　他の隊員さんだって、中にはシャルトルさんのように話しやすい人もいるけれど、軍人さんは基本みんな体格がいい。気き後おくれしてしまっても不思議じゃない。

「そうですよね、私みたいに人見知りしない人ばっかじゃないですもんね」

「お前は人見知りしないという次元ではないがな」

「じゃあなんですか？　物もの怖おじしない？」

「良く言えばそうなるな」

「悪く言ったらどうなるのか、聞きたいような聞きたくないような……」

「それもお前の美点だ」

　隊長さんは、ふっと柔らかな笑えみを浮かべる。ごまかされているような気がした。

「褒ほめられてるんだって思うことにします」

　無理やり自分を納得させて、私は少しむくれながら最後の一口を頰張る。

　そうしてちょうどいいタイミングで、パルラさんがトレイを手にこちらへやってきた。

「はい、これ。サービスのチョコレートケーキです」

　食後のハーブティーと一緒に出てきたおいしそうなケーキに、私は瞳を輝かがやかせる。

「そんな、本当にいいんですか？」

「これ、まだメニューに載のっていない試作品なんです。なので、毒味してください。よかったら感想を聞かせてくださいね」

　そんな冗じよう談だんを残して、パルラさんはまた給きゆう仕じに戻っていった。

　パルラさんは本当に気き遣づかい上手だと思う。聞いたところによると私より二歳年上だそうだけれど、二年後の私がこんな素す敵てきな女性になれているとは思えなかった。爪つめの垢あかを煎せんじて飲みたい。

「ん～、しあわせ……」

　ドライフルーツとナッツの入った、しっとりどっしりとした生き地じ。ふんわりとした甘あまさひかえめのクリーム。上にかかったラズベリーソース。本当においしくて、いくつでも食べられてしまいそうだ。

「お前の幸せは簡単だな」

「簡単でいいじゃないですか！　小さな幸せの積み重ねで、大きな幸せになるんですよ」

　握りこぶしを作って力説すると、隊長さんはふっと柔らかな笑みをこぼした。

「そうだな。積み重ねは大事だ」

「でしょう？」

「ああ」

　そう頷いた隊長さんは、何を思ったのか私に手を伸ばしてきた。
















　ふにっと唇くちびるのすぐ横の頰に触ふれ、すぐに離はなれていく指にはクリームがついていて、食べこぼしを拭ぬぐってくれたのだと気づいた。

　私がお礼を言うよりも前に、隊長さんはそれを舐なめ取って。

「甘いな」

　色気を隠そうともしない艶つやめいた笑みに、ぶわりと一気に全身が熱くなった。

　一番甘いのは、隊長さんです……!!
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「一つ、片づけなければならない用があるんだが、構わないか？」

　パルラさんのお店でゆっくりしたあと、隊長さんはそう聞いてきた。

「はい、大丈夫です！　私もついていってもいいなら！」

　せっかくのデートだというのに別行動は切なすぎる。そう思っての交こう換かん条件に、隊長さんは眉をひそめた。

「……楽しいものではないぞ」

「何をおっしゃいますか。隊長さんと一緒にいるだけで充じゆう分ぶん楽しいですよ！」

「なら、いいんだが……」

　私が折れないとわかったからか、隊長さんは渋しぶ々しぶといった様子で承しよう諾だくした。

「用事ってなんですか？」

「鍛か冶じ屋やに点検に出していた剣けんを取りに行く。明日では慌ただしくなってしまうからな」

　なるほど、たしかにあまり女の人を連れていくような場所ではないかもしれない。隊長さんが乗り気ではない様子にも頷けた。

「武器屋さんかぁ……。すごく、異世界っぽい……！」

　異世界といえば剣と魔ま法ほうの世界。武器屋さんはＲＰＧでも必ず出てくるスポットだ。

　冒ぼう険けん者しやギルドのようなものは、少なくともこのクリストラルにはないらしい。鍛冶屋はイコール武器屋というわけではなく、包丁なども置かれている。

　そういったこの世界の情報は教えてもらっていたけれど、やっぱり生まれて初めて行くところ。わくわくしてしまうのは仕方がない。

「何を期待しているのかは知らないが、面白いものは何もない場所だ。置いてあるものには近づくな」

「はーい、了りよう解かいです！」

　隊長さんに釘くぎを刺さされ、私はしっかりと返事をした。もちろん、私のわがままでついていく以上、隊長さんに心配をかけるようなことはしないつもりだ。私だってこれでも二は十た歳ち。元いた世界でもこの世界でも、成人した立派な大人なんだから。

「……不安になるな」

　はぁ、と隊長さんがついたため息は、聞こえなかったことにする。




　そのお店は、外から見ても鍛冶屋だとはわからないような小こ綺ぎ麗れいな佇たたずまいだった。看板に剣が描えがかれていなかったら、カフェだと言われても納得してしまいそうだ。

　隊長さんが扉とびらを開くと、カランッとドアチャイムが鳴った。

「らっしゃーい、って、隊長さんじゃんか。待ってたぜ～」

　隊長さんはお得意様らしく、カウンターの向こうにいたおじさんは隊長さんの姿を認めるとニカッと笑った。鍛冶屋の店主さんと思おぼしき人は、隊長さんよりも浅黒い肌にがっしりした身体からだで、いかにもこういうお店にいる感じの人だった。

　おじさん、期待を裏切らないでくれてありがとう！

「そっちのお嬢じようちゃんは、護身用の剣でも欲しいのかい？」

「え？　私は……見学です！」

「はっはっは！　そりゃあ珍めずらしい。聞きたいことがあったらなんでも聞きな」

　私のとっさの返しに、おじさんは親切にもそう言ってくれた。笑い方がなんとも豪ごう快かいで、聞いているとこっちまで明るい気分になってくる。

「あまりこいつに変なことを教えないでくれ」

「……お嬢ちゃん、隊長さんの連れだったんか？」

「はい、連れです！」

　訝いぶかしげなおじさんの問いに、私は元気よく肯こう定ていを返す。

　もしや、偶ぐう然ぜん同時に入ってきただけだと思われていたんだろうか。つないでいた手は店に入る前に離したとはいえ、デート特有の甘い空気は出していたはずなんだけれど。

「こりゃまた、笑える組み合わせだなぁ。熊とうさぎじゃないか、はっはっは！」

「熊とうさぎ……」

　明るく笑い飛ばすおじさんに、隊長さんの眉み間けんの皺しわが増えてしまった。

「熊、いいじゃないですか。格好いいですよ！」

　たしかに隊長さんは体格からして熊と言われてもしっくり来る。熊は強くて素す早ばやくて、しかも格好いい。実は愛あい嬌きようもあるから本当にぴったりだ。

「そんとおりだ、お嬢ちゃん。隊長さんはいい男だよなぁ」

「あ、おじさんそっちの方ですか？　隊長さんはあげませんよ！」

「はっはっはっはっは!!　心配すんな、俺にゃあ美人な奥さんがいるんでな」

「なら安心です。奥さんと末永くお幸せに！」

「あんがとよ～」

　ポンポンと隊長さんを置いて言葉のキャッチボールを楽しむ。

　私たちのノリについていけないらしい隊長さんは、仏ぶつ頂ちよう面づらで沈ちん黙もくしていた。隊長さんは基本的に寡黙で、背中で語る男なんだからしょうがない。

「にしても隊長さん、ここはデートにゃ向かねぇんじゃねぇかなぁ。もちっとムードを大切にしたほうがいいぞ～」

　呆あきれたように、というよりもからかい混じりに、おじさんは隊長さんに向かって言った。困り顔になった隊長さんに代わって私は口を開く。

「あ、私が勝手についてきちゃっただけなので、隊長さんは悪くないんですよ！　それに、こういうとこ来るの初めてなので、ファンタジーっぽくてとても新鮮です！」

　そう言いながら、改めて店内を見回してみる。

　包丁や小型ナイフ、はさみまで置いてある中で、やっぱり目を引くのは剣や槍やりなど金物でできた武器。

　銃じゆう刀とう法ほうのある現代でこんなにたくさんの武器を見る機会なんてそうそうない。博物館で展示物を眺ながめる感覚で、どこか現実味がなかった。

「そーかそーか、まあ退たい屈くつじゃないならいいんだけどな。あんま楽しむなよ。ここにあるのは人だって傷つけられちまう道具なんだからな」

「あ……そうですよね、すみません」

　おじさんのもっともな指摘に、私はしゅんと肩を落とす。

　隊長さんたちが武器を持って魔物と戦っているように、武器は何かを傷つけるために存在しているものだ。

　ここにある武器を使えば、たとえば私にだって人を傷つけることができてしまう。刃やいばを向ける先が魔物か害がい獣じゆうか、それとも人か、なんて使われる武器には選べない。武器は、持ち手によっては凶きよう器きになる。

　そんな武器が必要になるほど、この世界はすぐ近くに危険なものがある世界なんだ。

　わかっていたつもりで、全然わかっていなかった。結局私は、まだ部外者のつもりでいたんだろう。

「お嬢ちゃんは素直だなぁ。なぁに、使い方さえ間ま違ちがわなきゃいいんだよ。簡単だろ」

「そうですね、気をつけます！」

　こんな物ぶつ騒そうなお店の店主さんだからか、おじさんの言葉は重かった。

　使い方を間違わずに、私たちを守るために武器を振るってくれる第五師団のみんなに、今まで以上に感謝の気持ちがわいてくる。

　危険と隣となり合あわせの世界で、私が今まで安あん穏のんと暮らしていられたのは、守ってくれる人たちがいたからだ。そのことを忘れないようにしよう。

「……店主、剣を」

「おっとそうだった。ほいよ、今日あたり来ると思って出しといたんだ」

　カウンターの裏に立てかけてあったらしく、おじさんは鞘さやに収まった大きな剣を隊長さんに手渡した。

「さすがは隊長さん、武器の扱あつかいがうまいよなぁ。いつも通り目立った損傷はナシ。軽く研といで、ついでにグリップを巻き直しといたぜ」

「助かる」

　隊長さんは何度か握る部分を確かめたあと、その剣を腰に差した。そのままこちらに戻ってくる隊長さんに、私は目を瞬またたかせる。

「あれ、お支し払はらいは？」

「職務に関する出費は駐屯地に請せい求きゆうが行く」

　なるほど、魔物と戦うお仕事だから、武器の整備も経費のうちということか。

「そろそろ行くぞ」

「あ、はい！」

　隊長さんに手を取られて、私はしっかり握り返す。おじさんが見ているのにいいんだろうかと思いつつも、隊長さんから手をつないでくれたのがうれしいので気にしない。

「デート、引き続き楽しんできな」

「はーい！　楽しんできます！」

「おう。じゃ、またな」

　おじさんに見送られながらお店を出ると、またカランッと音を立てて扉が閉まった。

　なんとなくお店を振り返った私の頭に、ぽんぽんと大きな手が降ってきた。

「隊長さん？」

　首を傾げてみても、隊長さんは何も言わない。

　慰なぐさめだろうか、励はげましだろうか。特に落おち込こんでいたつもりはないけれど、その手のぬくもりにほっとした自分がいたのも事実だ。

　隊長さんがここに私を連れてくることに消極的だった理由が、ちょっとだけ理解できたような気がする。たぶん隊長さんは、武器とかそういったものから、私を遠ざけておきたかったんだろう。隊長さんは、甘やかしすぎなくらいに私に優しいから。

　……本当に、優しいから。
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　鍛冶屋さんを出たあと、私たちはぶらりと町を見て回った。

　また小隊長さんのリストにお世話になったり、リストには載っていなかった目を引くお店に入ってみたりと。目的らしい目的はなかったけれど、隊長さんと品物を見ながら話しているだけで時間はあっという間に過ぎていく。

「あ、隊長さん、露ろ店てん見ましょう！」

　視線の先では商人さんが道の両りよう端はしに敷しき物ものを敷しいて、その上に様々な売り物が並べられていた。アクセサリー、服、靴に帽ぼう子しまで。中には荷台に並べていたり、簡易的な台の上にきれいに並べられていたり、服はちゃんとハンガーにかけられて売られていたりもする。元の世界で言うところのフリーマーケットのような感じだ。

　大きな街から王都へ向かう途と中ちゆうにあるこの町には、許可さえ貰えば自由に商売をしていい通りがある。そこでこうして流れの商人が珍しいものを安く売ってくれるおかげで、町が活気づいているらしい。

「何か欲しいものがあるのか？」

「こういうのは見てるだけで面白いんですよ！」

「そうか」

　同意かどうかよくわからない返事をして、隊長さんは周囲を見回した。

「この通りは身につけるものが中心だな。少し先に行けば食料品があるはずだ」

　露店は、お店を出す許可を貰うときに品物の種別ごとに場所を指定されるらしい。私のように目的のない場合はともかく、欲しいものが決まっている人は助かるだろう。

「食料品は、わざわざ私が買うことはないですよね。あ、でもシナモンとかあれば欲しいかなぁ。リンゴのケーキ作りたい」

「行ってみるか？」

　隊長さんの提案に、うーん、と私は少し悩なやむ。

　食料品関連は、みんなで町に来たときに買うだけではなく、契けい約やくしている商人さんが定期的に砦まで届けに来てくれることもある。

　砦の周囲は危険もあるけれど、商人さんはみんな魔物の嫌きらう匂においのする香かおり袋ぶくろを持っていて、それでもいざというときのために護衛を雇やとうところもある。ちなみに香り袋は、私も使用人として働き始めたときに一番に支給されて、今もちゃんとポケットに入っている。人間にはわからない匂いなので、たまに存在を忘れそうになる。

　まあつまり食料品は、商人さんに頼めば大たい抵ていの物は用意してもらえる。私が勝手に買って、物を増やすのもどうだろう、なんて思うわけなんですよね。

　……まあ、たぶん許してくれるだろうけど。みんないい人たちばっかりだし。

「とりあえずこの辺をちょっと見ながら行きましょう！」

　見るだけはタダ。ウインドウショッピングは楽しいものだ。

「欲しいものがあれば言え」

　ウキウキと品物を眺める私に、なんでもないことのように隊長さんはそう告げた。

「隊長さん、子どもになんでも買かい与あたえるのはよくありません。甘やかしちゃダメですよ」

「お前は子どもではないだろう」

「恋人にもダメです！　つけ上がりますから！」

「自分でそう言うような奴やつなら心配はないな」

　ふっ、と隊長さんは口元に笑みを吐はく。

　穏おだやかで、けれど甘さも含ふくんだその笑みに、思わずドキッとしてしまうことが悔くやしい。

「もうっ、隊長さん甘い！　甘すぎます！」

　つないでいるほうの手をぶんぶんと振って抗こう議ぎすれば、隊長さんはさらに笑みを深める。

　いとしい、と言葉よりも雄ゆう弁べんに、その瞳は語っている。

　ああ、この人は本当に私のことが好きなんだ。そう再認識するのは、たとえばこんな、どうでもいい話をしているとき。

　うれしくて、気恥ずかしくて、無む性しように泣きたくなってしまったのを、私はむっつりとした顔をしてごまかした。




　銀細工の指輪。ビーズのブレスレット。色鮮あざやかな布で作られたコサージュ。営業妨ぼう害がいにならないよう少し遠巻きに眺め、あれがかわいいこれがきれいとテンションを上げる。

　途中、一ひと目め惚ぼれしたヘアピンは一いち期ご一いち会えだと思って買った。日常にもオシャレを取り入れるのは大事だ。

　そうして私は、数ある露店の中からそれを見つけてしまった。

　元の世界ではどんなお店でもよく目にした、薄うす紅べに色いろの、五弁のお花のペンダント。

　一瞬で釘付けになって、どこかはやるような気持ちで隊長さんの袖を引っ張った。

「隊長さん隊長さん、桜です！　桜モチーフです！」

「それがどうした」

　隊長さんは怪け訝げんそうな声を出す。何をそんなに騒さわぐことがあるのかわからない、という顔をしていた。

「この世界にも桜ってあるんですね！」

　最高潮にはしゃぎながら、再度そのアクセサリーに目を落とす。

　桜モチーフのペンダントは、銀の台座にピンク色の何かが流ながし込こまれていた。レジンはさすがにこの世界にはないだろうから、ガラスだろうか。切り込みの入った独特の花びらは簡略化されていてもわかりやすい。

　そこの店員は他のお客さんを相手にしていたから、好きなだけはしゃぐことができた。

「そんなに驚くようなことか？　花も食べ物も、ほとんど変わりがないと言っていたのはお前だろう」

「この花は特別ですよ。何しろ私の住んでた国を象しよう徴ちようする花ですから！」

「そうなのか」

　隊長さんは私のテンションに置いていかれながらも頷いてくれた。

「それにそれに！　私の花ですからね！」

「お前の花？」

　なんのことだ？　と言いたげに隊長さんが眉をひそめる。どうやらそれだけでは伝わらなかったらしい。

「桜ですよ、桜。あ、それともこっちだと違う名前なのかな？」

「たしかにこれは桜の花だが、それがどうした」

「どうしたって、桜だから、私の名前と一緒じゃないですか」

「一緒？　どういうことだ」

　……あれ？

　何やら怪あやしい雲行きに、私も首を傾げる。

「どういうことも何も、桜とサクラですよ？」

「桜とお前の名前に何かつながりがあるのか？」

　まったくもってわからない、といった様子で隊長さんは聞いてくる。

　さくらとさくら。

　そうやって同じ言葉を並べたにもかかわらず、隊長さんは別々のものとして認識した。

　そこで、私はようやく気がついた。

「……あ、そっか」

　私は間の抜けた声をもらす。気づくのが遅おそすぎたくらいだ。

　私は身のうちの精せい霊れいのおかげで言葉が通じるようになっている。私の言葉は自動的にこの世界の言語に翻ほん訳やくされていて、他の人たちの言葉は日本語に翻訳されて私の耳に届く。

　だから、この世界の人たちにとって、桜の花と私の名前に、つながりはない。

「……そっかぁ」

　浮かべていた笑みが崩くずれそうになって、私は顔の筋肉に力を入れた。

　瞬しゆん間かん的てきにわき上がる泣きたい衝しよう動どうを、必死に堪える。

「サクラ？」

　そう、隊長さんは私の名前を呼ぶ。サクラ、とその口は動いている。

　けれど隊長さんにとって、サクラは、桜じゃない。

「隊長さん、この花の名前は？」

「桜だが……」

　私が問いかけると、訝しそうにしながらも即そく座ざに答えてくれた。

　よく見ればたしかに口の動きが違う。当然ながら、この世界の言葉で桜の花は『サクラ』じゃない。英語ではチェリーツリーやチェリーブロッサムと言われるように。

　わかっていたはずだったのに、私の耳には日本語のように聞こえていたから、つい忘れてしまっていた。

　この世界には、『サクラ』という言葉は存在しない。

　元の世界では誰もが知っていた私の名前の意味を、この世界で知っている人はどこにもいない。

　しょうがないことだ。ちゃんとわかっていたはずだ。

　それでも、沈しずんでいく気持ちをどうすることもできない。

「あのですね、この花は、私の世界では、私の名前と同じ名前なんです。でも、こっちの世界だと違う名前なんですね」

「……ああ、そういうことか」

　私の説明に、隊長さんもやっと合点がいったようだ。

「同じ花なのに、名前が違うなんて変な感じですね。実物を見てないから、まったく一緒なのかはわかりませんけど」

　私は、この世界の桜が花木かどうかも知らない。元の世界の桜とまったく同じという保証はどこにもない。

　けれど、同じだろうと違っていようと、正直そこまで興味はわかなかった。

　どちらにしろ、『サクラ』じゃないことには変わりないんだから。

「欲しいなら買ってやる」

　桜のペンダントを示して、隊長さんは言う。

　私を見下ろす灰色の瞳はどこか気遣わしげに見えた。

「ううん、いりません」

　私はふるふると首を横に振る。

　桜のモチーフのペンダントはかわいいけれど、それを見ると……思い出してしまいそうだから。嫌なことを考えてしまいそうだから。

　欲しいけれど欲しくない。そんなことは、隊長さんには言えなかった。

　お願いだから、気づかないで。

　私が今、傷ついているんだと、他の誰よりも私を大切にしてくれる隊長さんには一番、知られたくなかった。
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　楽しい時間はあっという間に過ぎて、私たちは日が傾かたむく前にデートを終わりにした。

　駐ちゆう屯とん地ちに戻もどってからは、隊長さんは話し合いの最終確かく認にんを、私は明日帰るための荷作りをするために別行動になった。そのために早く戻ってきたとも言う。

　荷作りを終えて、夕ご飯を食べてお風ふ呂ろに入ったら、もうそろそろ寝ねる時間だ。明日はきっとドタバタするだろうから、早く寝たほうがいいとわかってはいた。

　けれど……私はそっと部屋を抜ぬけ出だした。

「サクラ殿どの？」

「あ、シルヴィアさん。こんばんはー」

　シルヴィアさんと出くわしたのは、部屋を出てすぐだった。私がひらひらと手を振ふると、シルヴィアさんは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「……面めん妖ようなマントを羽織っているな。魔ま除よけか何かか」

「し、失礼な！　うさぎのムーさんの愛らしさがわからないなんて！」

　肩かたにかけていたのはマントではなく、うさぎのムーさんバスタオルだ。唯ゆい一いつこの世界に持ってこられた相棒は、お泊とまりセットの中にもちゃんと入れておいた。

「どうでもいいが、こんな時間に出歩くのは不用心だろう。連つれ込こまれても知らないぞ」

　厳しい顔をするシルヴィアさんに、私は苦く笑しようした。隊長さんも同じことを言いそうだなと思ってしまったからだ。

「ちょっと、夜風に当たりたくなって。すぐ戻るので見み逃のがしてください」

　私がここ一週間寝泊まりしていた客室には、小さめの窓が一つあるだけだ。客室がある廊ろう下かの突つき当あたりのところには大きな窓があり、そこからバルコニーに出ることもできる。それほどの距きよ離りじゃないから誰だれにも見み咎とがめられないだろうと思っていたけれど、読みが甘あまかったらしい。

「……何かあったのか？」

　気き遣づかわしげなその声に、私はふふっと笑えみをこぼす。

「嫌きらいな人間を心配するなんて、優やさしいんですねシルヴィアさん」

「別に、貴女あなたのことは嫌っているわけではない」

「そうなんですか？　出しゃばるなとか言ってたのに」

「そ、それは……悪かった。あのときは私も頭に血が上っていた」

　過去の自分があまり褒ほめられた態度ではなかった自覚はあるようで、シルヴィアさんはバツが悪そうに視線をそらした。

「まあ、大好きな副隊長さんに男の人をあてがわれるところだったんですから、しょうがないですよね。これを機にもっと押おせ押せで迫せまってみたらどうですか！」

「お、押せ押せ……？」

「鈍どん感かんな人にはちゃんと言葉にして伝えないとダメですよ！　思っているだけで伝わる、なんて都市伝説ですからね！」

「そうは言われても……」

　困こん惑わくの表情を浮うかべるシルヴィアさんは、元々こういった話に慣れていないんだろう。性格や立場からしても、これまで恋れん愛あい事ごととは無む縁えんに生きてきたと言われても違い和わ感かんはなかった。副隊長さんが初はつ恋こいだったとしても私は驚おどろかない。

「ただの興味本位なんで言いたくなかったらいいんですけど、シルヴィアさんは副隊長さんのどこが好きなんですか？　年だってけっこう離はなれてますよね」

　こう言っては申し訳ないけれど、副隊長さんは特に目を引くような容姿をしていない。しかも、隊長さんより十近く上と聞いたから、副隊長さんは三十後半……アラフォーと呼ばれる年代だ。十も年上の隊長さんと恋こい人びと関係の私が言えたことではないけれど、普ふ通つうはもう少し同年代に目が向くものなんじゃないだろうか。

「エリン副隊長は……私にはできないことをさらりとやってのける方だ。それは才能であり努力の結果であるのに、あの方はそれを当然のことと思っている。自分にはこんなことしかできないから、などとおっしゃる」

「シルヴィアさんにはできないことって？」

「人と人との和を保つこと。人の心にたやすく入はいり込こむこと。隊長のようなカリスマ性はないが、部下と同じ目線に立ち、共に笑い共に悩なやもうとする彼かれを、私はお慕したいしている。少々人のよすぎる面もあるのだが、上司の尻しり拭ぬぐいも部下の役目だ」

　副隊長さんへの好意を告げるシルヴィアさんの瞳ひとみはどこまでもまっすぐだった。……羨うらやましく、なってしまうほど。

「ほんとーに好きなんですねぇ」

　思わずしみじみと呟つぶやいてしまった私に、シルヴィアさんは不ふ愉ゆ快かいそうに瞳を細める。

「からかうつもりなら……」

「あ、そうじゃなくって。私、最初シルヴィアさんは隊長さんのことが好きなのかなって、ちょっと疑ってたんです。だから私に当たりが強いのかなって」

　私は慌あわてて首を振って弁解する。

　最初に町に来たとき、シルヴィアさんは隊長さんの隣となりにいた私をきつく睨にらんできた。初対面の人に嫌われていたら、嫉しつ妬とだと勘かん違ちがいしてしまってもおかしくないと思う。

　今思えば純じゆん粋すいに第五師団の人間として、愛人という噂うわさに不安と不信感を募つのらせていたんだろうとわかる。真面目なシルヴィアさんにとって受け入れがたいことだったんだろう。

「隊長のことは軍人として尊敬している。民たみの盾たてであり続けるその姿勢を私も見習いたい。その隊長が選んだ女性ならば、愛人だろうが恋人だろうが隊の秩ちつ序じよを乱すことはないのだろう。……私こそ出過ぎた真ま似ねをした。すまない」

「私も色々言っちゃったし、ごめんなさい。これでおあいこってことにしましょう！　あ、でも私、ちゃんと恋人ですからね！　そこは訂てい正せいしておいてくださいね！」

「ああ、わかった」

　シルヴィアさんはこくりと真顔で頷うなずいた。その様子は、誰かさんを彷ほう彿ふつとさせた。

「小隊長さん……ええっと、マラカイル小隊長さんが前に、シルヴィアさんは隊長さんに少し似てるって言ってたんです。真面目なところがそうなのかなって思ったんですけど、今はわかる気がします」

　もちろん真面目さや、キリッとした隙すきのない雰ふん囲い気き、口調が似ているということもあるだろうけれど、それだけじゃない。

　隊長さんもシルヴィアさんも、自分を、しっかりと持っている人だ。

　何があってもぶれずに、まっすぐ前を向ける人だ。

　そういう人は、私にとってちょっぴり眩まぶしい。

「自分ではよくわからないが……隊長と似ているとは光栄なことだ」

「奥おく手てなところもそっくりですよ！」

「そ、そうか……」

　恥はじらうシルヴィアさんは文句なしにかわいい。こんなところを副隊長さんが見たら、きっと一発で恋こいに落ちると思うのだけれど。

「がんばってください。私は明日砦とりでに帰っちゃいますけど、シルヴィアさんの恋を応おう援えんしてますね」

　もっと頻ひん繁ぱんに会えたらいくらでも恋の相談に乗るのに、残念だ。あわよくば、また町に来たときにでも経過を聞かせてもらおうと考えながら、私はにっこりと笑った。

　笑った、つもりだった。

「……やはり、何かあったのだろう」

　眉み間けんに皺しわを寄せて顔を覗のぞき込こんでくるシルヴィアさんに、何か失敗してしまったらしいと気づいた。

「なんのことですか？　私、元気ですよ！」

「妙みようだとは、思っていた。貴女は己の心を隠かくすことに長たけているようだが、これでも私は一小隊を任されている身だ。人を見る目は鍛きたえている」

　どうやらシルヴィアさんはすでに確信してしまっているらしい。自分の目で見たことを信じる人なんだろう。そんなところまで隊長さんに似ていなくてもいいじゃないか。

　羨ましい、と思う。シルヴィアさんを。シルヴィアさんの、まっすぐな瞳を。

　私は何も言うことができずに、ただ下へ手たくそな笑みを必死に保った。

「……貴女にとって、笑え顔がおは剣けんで鎧よろいなのか」

「そんなかっこいいものじゃないですってば」

　笑ってごまかそうとする私を、シルヴィアさんの瞳が、じっと映している。刃やいばのように鋭するどくて、水すい晶しようのように澄すんでいる。どこまでも実直なその視線に、私はすぐに耐たえきれなくなった。

「私、部屋に戻りますね。やっぱりこんな時間に出歩いちゃダメですよね」

「サクラ殿、」

「おやすみなさい、シルヴィアさん」

　何を言われるよりも前に、手を振ってさようならをした。わかりやすく拒きよ絶ぜつをすれば、踏ふみ込こんでこない。シルヴィアさんは本当に隊長さんに似ている。

　私はぎゅっと、肩にかけていたうさぎのムーさんバスタオルを握にぎりしめた。

　こんなときになぜか、シャルトルさんとの会話を思い出した。

『サクラちゃんって不思議だよねぇ。基本は隊長さん好き好きって感じなのに、なんかたまに遠えん慮りよとか距離があるよね』

『そんなつもりはないんですけど』

『距離、っていうのも違ちがうかな。ラインがある感じ。境界線？』

　ラインは、ある。

　わざわざ私が引かなくとも、異なる世界というぶっとい線が、私と隊長さんの間には引かれている。
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　それから何事もなく砦に戻ってきて、早数日が過ぎた。

　いつも通りにしようとする私と、どこか気遣わしげな隊長さんは、歯車が嚙かみ合あっていないかのようにぎこちない。前ほどうまく笑えていない自分を自覚しながらも、どうすることもできなかった。

　隊長さんから逃にげるように結けつ婚こん式しきの準備に忙いそがしそうにしたり、かと思えば急に甘えたい気持ちになって隊長さんにくっついてみたりと、ここ数日の私の情じよう緒ちよ不安定さには自分でも呆あきれてしまう。

　シルヴィアさんに勘かんづかれるほどなら、隊長さんだってとっくに気づいているんだろう。それでも何も言わずにいてくれたのは、優しさなのか、臆おく病びようさなのか。

「──いい加減にしてください！」

　私を思考のループから引っ張り上げたのは、甲かん高だかい怒ど鳴なり声だった。

　声は曲がり角の向こうから聞こえた。聞き覚えがあるような……と思いながら覗こうとしたところで、ドンッと衝しよう撃げきを受けた。ぶつかってきた人物に、私は目を丸くする。

「あ、ハニーナちゃん」

　そうだ、ハニーナちゃんの声だ。納なつ得とくすると同時に、誰に対して怒鳴っていたのかも察した。ハニーナちゃんを怒おこらせる人間なんて、小隊長さんの他にはいないだろう。

「行きましょうサクラさん！」

　一いつ瞬しゆん固まっていたハニーナちゃんは、すぐに我われに返ったかと思うとガシッと私の手を摑つかんで駆かけ出だした。逃げるなら一人で逃げてもいいだろうに、なぜか私も一いつ緒しよに連れていかれるらしい。

　小中学生のトイレ的な感覚なのか、小隊長さんのいるところに私を置いておけないと思ったのか。ハニーナちゃんは優しいから後者かもしれない。

　ハニーナちゃんに引っ張られながら、私はちらりと後ろを振り返った。小隊長さんはハニーナちゃんの怒いかりもなんのその、にこやかに手を振っていた。

　……本当に、食えない人だなぁ。




　私はそのままハニーナちゃんに連れられるがまま、私たちが寝泊まりしている相部屋まで戻ってきた。

　勢いよく扉とびらを開いたハニーナちゃんは、そこでようやく私の手を離して、自分のベッドに飛とび込こんだ。

「もう、もう、もうっ！　なんなんですかあの人は……っ！」

　ばふんばふんと、憤いきどおりをぶつけるようにベッドに枕まくらを叩たたきつける。

　ハニーナちゃんが小隊長さんにからかわれるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだったけれど、こんなハニーナちゃんは初めて見る。どうやら今日の小隊長さんは、いつも以上のことをやらかしたらしい。

　私はとりあえず落ち着くのを待とうと、ハニーナちゃんのベッドの脇わきに座すわる。

　少しすると叫さけびすぎて疲つかれたのか、ハニーナちゃんはベッドに丸まって静かになった。

「ええっと……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だいじょうぶじゃないです」

　枕に顔をうずめながらの、くぐもった声が返ってくる。私よりも落ち着いていて、年下とは思えないほど礼れい儀ぎのしっかりしたハニーナちゃんが、今はまるで小さな子どものようだ。本当に、小隊長さんは何をしたんだろうか。

「お話、聞いてほしいですか？　聞かないほうがいいですか？」

　丸まっているハニーナちゃんに近づいて、私は刺し激げきしないようそっと声をかける。

　ハニーナちゃんはゆっくりと顔を上げて。

「……聞いてください」

　くしゃりと、泣きそうな顔をした。

　私はにっこりと笑いかけて、ハニーナちゃんの乱れた髪かみを撫なでつける。手を引いてベッドに座らせると、ハニーナちゃんは枕を抱かかえたまま話し出した。

「マラカイルさんが、その、サクラさんに何かしようとしたって、噂を聞いて……」

「ああ、なんだかそういうことになってるみたいですね」

　砦に帰ってみたら、町に行く前日のあの小隊長さんの悪ふざけが、拡大解かい釈しやくされて砦中に広まっていたものだから驚いた。

　いわく、小隊長さんが隊長さんの女に横よこ恋れん慕ぼして、隊長さんの報復を受けた、と。

　噂になるかもしれないとは思っていたけれど、まさかこんな方向に転がっているなんて。大体、小隊長さんはハニーナちゃんを狙ねらっているとみんな知っているはず。どうして今さら横恋慕という話になるのか、噂というものは本当に信用できないものだ。

「偶ぐう然ぜんすれ違ったところで、妬やいたかなんて聞かれて……そ、そんなわけないじゃないですか！　何考えてるんですかあの人！」

　ハニーナちゃんはばふばふと枕を叩く。意外とハニーナちゃんは興奮すると表に出さずにはいられないタイプなのかもしれない。そんな仕草も美少女がやるとかわいいだけなんだけれど。

「だから、サクラさんには隊長さんがいるのに、って非難したら、笑われてしまって」

「うんうん」

「よく、わからないんですけど。噂はマラカイルさんがわざと流したものみたいなんです」

「あー……なるほど」

　私は一つ納得した。小隊長さんが自分の不利になるような噂を放置しておくとも思わなかったのだ。噂がわざとだとするなら、そもそもあの展開だってきっとただの悪ふざけではなかったんだろう。

「それで、ご褒ほう美びが欲ほしいとか意味のわからないことを言って、わ、わたしの、は、鼻、鼻に……！」

　両手で鼻を覆おおいながら、ハニーナちゃんは耳まで真まっ赤かに染めた。それだけで〝ハニーナちゃんの鼻〟に〝何があった〟のか容易に察することができた。

　そこで唇くちびるを奪うばわないあたりに、小隊長さんの本気度と性格の悪さが出ているような気がする。なんて言えばハニーナちゃんを泣かせてしまいそうなので、私は黙だまってハニーナちゃんの頭を撫でた。沈ちん黙もくは金だ。

「よしよし、男性が苦手なハニーナちゃんには怖こわかったですよね」

「こわ……？」

　きょとん、と不思議そうな顔をするものだから、私もつい口が滑すべった。

「あれ？　怖くなかったんですか？」

「……っ!!」

　ぶわっとハニーナちゃんの瞳に涙なみだが浮かび上がる。もう頰ほおと言わず耳と言わず全身が赤く染まって見えた。何やら私は地じ雷らいを踏んでしまったらしい。

「もうっ！　知りませんあんな人！」

　ハニーナちゃんはぷいっと顔を背そむけ、そのまま膝ひざを抱えてしまった。

　午後の仕事が始まるまでまだ少し時間はあるけれど、この調子でハニーナちゃんは仕事が手につくんだろうか。小隊長さんの、好きな子をいじめたい心理はわからなくもないけれど、もう少しハニーナちゃんの気持ちや立場も考えてほしいものだ。

「……本当、困ってるんです。あの人の冗じよう談だんを真に受けて、父も言葉には出しませんが、期待をしてしまっているみたいですし」

　しばらく膝を抱えたまま沈黙していたハニーナちゃんは、か細い声で話し始める。

「ハニーナちゃんのお父さんは第五師団の軍人さんでしたっけ？」

「はい。元々父の伝つ手てでここに来たので、父ももちろんこの砦にいますよ。第二小隊長をしています」

　顔を覚えるのは得意なので、何度か見かけたことがある程度でも思い出すことができた。年ねん齢れい相応に落ち着いた、紳しん士し的てきなおじさまだったような気がする。そう言われてみれば、髪の色がハニーナちゃんと同じ薄うすい金きん髪ぱつだった。

「わたしがこの砦で働くことになったのも、父の意向なんです。わたしの家系は軍属が多く、父も根っからの軍人気質なので、どうやら将来は軍人と結婚させたいらしくて、今のうちに男所帯に慣れておけと」

「軍人と結婚……」

「もちろん、絶対に、というわけではないんですよ。ちゃんとわたしの意思も聞いてくれますから」

「そ、そうですよね。よかった」

　一瞬、嫌いやがるハニーナちゃんを強制的に結婚させるお父様を想像してしまった。ハニーナちゃんの父親が暴君ではないようでほっとした。

「わたしも、男の人への苦手意識をどうにかしたくて。だから父に従ってここで働くことにしたんです」

　なるほど、そういう経けい緯いがあったのか。

　前からはニーナちゃんがこの砦で働いている理由は気になっていた。男性恐きよう怖ふ症しよう気味のハニーナちゃんが、どうして周りは狼おおかみばかりの仕事を選んだんだろうかと。

　苦手なものを避さけるのは当然の心理だ。そこで、父の勧すすめがあったとはいえ立ち向かう選せん択たくができたハニーナちゃんは偉えらい。

　今のところ結果は芳かんばしくはないようだけれど、何かきっかけがあれば案外すぐに克こく服ふくしてしまうかもしれない。……そのきっかけを、小隊長さんがもたらすかもしれないことを思うと、同情したくなるけれど。

「第一、わたしの意思が関係なかったら、とっくにマラカイルさんと結婚させられてます」

「あ～……、たしかに」

　ムスッとした顔をするハニーナちゃんに、私は苦笑いするしかない。

　あの若さで隊長直属の小隊長というのは、軍人と結婚させたいのなら願ってもない優良物件だろう。普通、父親は娘むすめの結婚を渋しぶるものだと思っていたけれど、ハニーナちゃんのお父さんは期待しているらしいからどうやら違うようだ。

「ハニーナちゃんは、小隊長さんのことをどう思ってるんですか？」

　小隊長さんの気持ちもお父さんの思おも惑わくも、この際関係ない。一番大事なのは、ハニーナちゃん本人の気持ちだ。

　男性が苦手なのは知っている。小隊長さんにからかわれて困っているのも知っている。けれど、小隊長さんに対しての気持ちは、そういえば一度も聞いたことがなかった。

「……嫌いです。あんな、何を考えているのかわからない人」

　ハニーナちゃんは眉をひそめて、悔くやしげにそう言葉にした。どこか泣きそうにも見えたのは、気のせいではないと思う。

　私は、少しだけわかってしまったような気がした。

　嫌いと言いながら、ハニーナちゃんはなんだかんだで小隊長さんに心を許しているんだろう。だから、キスをされて怖がることなく取り乱した。怖くはないから余計に、困ってしまう。未知の存在との距離を測りかねている。

　ただの勝手な憶おく測そくでしかないけれど、そこまで外れてはいないんじゃないだろうか。

　好きか嫌いかはわからない。でもたぶん、いや確実に、小隊長さんはハニーナちゃんに一番親しい異性だ。

「そっか、嫌いなんですね。そっかぁ」

　自じ慢まんの笑顔が今にも崩くずれ落おちそうだ。声を上げて泣きたいような、腹の奥おくから叫び出したいような衝しよう動どうに駆られた。

　羨ましい。本当に羨ましい。

　パルラさんも、シルヴィアさんも、ハニーナちゃんもみんな。

　当たり前のように自分の気持ちだけで恋をして、当たり前のように自分の気持ちだけで悩むことができる。

　ないものねだりでしかないとわかっていながら、羨ましくて、妬ねたましくて仕方なかった。

「……サクラさん？」

　ハニーナちゃんは心配そうに私の名前を呼ぶ。彼かの女じよらしい可か憐れんな声で。

　私の名前の意味も知らないのに、音だけをなぞるようにして。

「そういえば最近、少し元気がないですよね」

　ハニーナちゃんの白くて細い腕うでが、そっと伸のびてくる。さっき私がそうしたように、ゆっくりと頭を撫でてくれた。

「聞いてほしいですか？　聞かないほうがいいですか？」

　優しい声。優しいまなざし。

　夜の始まりのような藍あい色いろの瞳の奥には、ただただ純粋な労いたわりの気持ちがあった。

「今は、ちょっと、聞かないでください」

　崩れかけた笑顔を、それでも私は装備する。

　私はどれだけ人の優しさを裏切れば気が済むんだろう。
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　夜は恋人との時間。愛を育はぐくむ時間。

　砦に帰ってきてから一週間ほど過ぎた夜、私は隊長さんをベッドに押おし倒たおしていた。

「……なんのつもりだ」

　眉根を寄せて、低い声で隊長さんは問いかけてくる。

　いつもと違う見下ろす目線を、新しん鮮せんだと楽しめる余よ裕ゆうは少しもなかった。内心いっぱいいっぱいだった。

　私におとなしく押し倒されている隊長さんは、やろうと思えば簡単に私の下から抜け出せるだろう。そもそも押し倒されたのだって、不意打ちを食らったとしても隊長さんならきっと避けられた。

　隊長さんが逃げなかったのは、ひとえに余裕があるからだろう。私がこれから何をしたとしても対処できるという自信があるから。

　今はそれが、少しばかり腹が立つ。

「なんのつもりも何も、ベッドの上でこの体勢って、一つしかないと思うんですけど」

「…………」

　深く刻まれた眉間の皺に怯ひるみそうになるけれど、それくらいで諦あきらめるなら最初からこんなことはしていない。

「に、睨まないでくださいよ！　だって隊長さん、最近全然、私に触さわってくれないじゃないですか！」

「そんなことはないだろう」

「そりゃ、普通にぎゅっとしてくれたりとかはありますけど、ほら、恋人同士の営みっていうか、Ｒアール指し定ていが入るようなことは全然なかったです！　こういうの、セックスレスって言うんですよ！」

　抱だきしめられるのはうれしい。頭を撫でられたり、たわむれるみたいに手を触ふれ合わせるのも、好き。けれどそれ以上のぬくもりを知っているから、物足りなくなる。

　町に行っていたときは仕方ないとしても、帰ってきてからもう一週間も過ぎている。半月以上隊長さんに抱かれていない計算だ。泊まりに来ても何事もなく寝かしつけられてしまえば、さすがに隊長さんが故意にそういったことを避けているのだとわかった。

「営みは夫ふう婦ふのものだろう」

「突っ込むところはそこじゃないです！」

　どうせ突っ込むなら私の中に！　と言いたくなったのをすんでで堪こらえた。心底呆れた視線を向けられるのが目に見えていたからだ。

「わ、私のこと、もうどうでもよくなっちゃいました……？」

　思わず、不安な気持ちがぽろりとこぼれ落ちた。

　最近ずっとギクシャクしていたから、余計に怖くなった。彼かれ氏し彼女なんてちょっとしたきっかけでケンカ別れになったり自然消しよう滅めつしたりするものだ。

　隊長さんに嫌われたくない。一緒にいたい。触れてほしい。包つつみ込こんでほしい。少しの不安も感じないくらい、私を愛してほしい。

「そんなはずないだろう……サクラ」

　隊長さんは、聞き分けのない子どもを見るような、困った顔をしていた。

　大きな手が伸びてきて、そっと私の頰を包み込む。押し倒したりしておきながら、それだけのぬくもりに安心してしまう自分が、ひどく惨みじめで情けない。

「好きな人に抱かれたいって、好きな人を肌はだで感じたいって、当然の欲求じゃないんですか？」

「それは、そうだが」

「私は隊長さんの全部が欲しいです。心だけじゃ足りません。プラトニックラブとか私には向いてません」

　気持ちだけでは満足できない。隊長さんに抱かれて、隊長さんの愛を全身で感じたい。私が隊長さんを求めているように、もっともっと求めてほしい。

「俺おれは、お前の心が何よりも欲しい」

　その言葉に、私はきょとんと目を丸くした。

　何を今さらなことを言っているんだろうか。毎日のように愛を告げているのに、まさか伝わっていないはずはないだろう。

「そんなの、もうとっくに隊長さんのものですよ」

「……ああ、わかっている」

「わかってるなら、なんでそんな顔するんですか」

　そんな、悲しそうな、切なそうな。いくら手を伸ばしても届かない星に焦こがれるような。見ていて私のほうまで悲しくなってくるような、不安になってくるような顔を。

　こんなときに、自分一人だけ被ひ害がい者しや面づらをするなんて、ずるい。

　視界の端はしに入ってきたピアスが、私の心の奥おく底そこに沈しずめておいたスイッチを押した。

「だ、大体、隊長さんだって！　好きって、一度も言ってくれたことないじゃないですか！　いっつもいっつも、言うのは私ばっかりじゃないですか！」

　ドンッと不満をぶつけるように隊長さんの胸を叩く。

　今までずっと隠していた不安が、一気にあふれ出してきて止まらない。

「ぴ、ピアスだって！　なんでそんな、意味ありげに片方だけ！　片耳ピアスは既き婚こん者しやの印だって聞きました！　隊長さんは、ほんとは、私のこと……っ」

　どう思ってるんですか、と最後まで言葉にすることはできなかった。

　唐とう突とつに腕を引かれ、隊長さんの胸にぎゅうっと抱き込まれ。

　私の、耳元に。

「愛してる」

　血ち反へ吐どのような愛の告白が、吹ふき込こまれた。

「お前を……サクラ、お前だけを、愛しているんだ」

　それは息が止まるほどの衝撃だった。うれしいとか、よかったとか、何も考えることはできなかった。
















　ただ、隊長さんの声が、深くて重くて。そこに込められた想おもいを、ずっしりと両手に載のせられたようで。この人は私を、本当に心の底から愛しているのだと、今になって初めて実感したような気がした。

　隊長さんは顔を離して、そして苦々しげに笑った。

「複雑そうな顔だな」

　隊長さんの手が、優しく私の頰に触れる。そのぬくもりから、私は全力で逃げ出したくなった。

「〝一番〟を、〝唯一〟にすることはできないから、か？」

　それは、静かな声で。

　隊長さんの青みがかった灰色の瞳には、優しさすらにじんでいた。

　私を追おい詰つめるような意図は少しもないとわかっていながら、無む性しように恐おそろしいのは、なぜか。

　……図星、だから。

「あ……あっ……」

　声が出なかった。言葉にならなかった。何も、言い訳はできなかった。

　隊長さんは私の一番だ。一番好きで、一番大切。一番、傍そばにいてほしい人。

　けれど私は、隊長さんを〝唯一〟にすることだけはできなかった。他にもたくさん大事なものがあった。そして、その中には……。

　ここではない、元の世界、が入っている。

「サクラ……」

　この世界には存在しない名前を呼んで、隊長さんは私に手を伸ばしてくる。

　頭を撫でようとしたんだろうその手から、私はとっさに逃げ出した。そのままガバッと隊長さんの上から身を起こして、転がり落ちるようにベッドから降りた。

「ごめんなさい……っ！」

　何に対する謝罪かもわからないまま、私は振り返らずに部屋を飛び出した。持ってきていたお泊まりセットも何もかもを置きっぱなしで。

　自分の欲深さを、醜みにくさを、突きつけられた。

　隊長さんの瞳は優しかった。少しも私を責めてはいなかった。それでも、いや、だからこそ、罪悪感から私は逃げ出した。

　いったい、いつから気づかれていたんだろう。隊長さんはどこまで知っているんだろう。

　はっきり言われたわけじゃないけれど、わかってしまった。

　隊長さんは、私の中にある〝未練〟を知っているのだと。

　そう、私は……。

　──元の世界に、かえりたい。
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　サクラが部屋を飛び出していったあの夜から、気づけばもう三日が過ぎていた。

　恋人となってからは共に取ることの多かった夕食も、今は一人。扉を開けたとき、おかえりなさーい！　待ちくたびれました！　と笑顔で出で迎むかえてくれる者はいない。

　風呂に入ろうとして目に入ったものに、俺はため息を吐く。渋緑色のうさぎが描えがかれたバスタオルはサクラが置いていったものだ。届けに行くことも、勝手に洗せん濯たくに出すこともできず、室内で干したのち他のタオルと一緒にしておいた。

　これを見ていると、どうにも俺は微び妙みような気分になってしまう。

　この世界にやってきたばかりの彼女からためらうことなく剝はぎ取とった記き憶おくが、後こう悔かいと共に深く刻きざみ込こまれている。あのときサクラはどれほど心こころ許もとなかったことだろう。気にしていない、などという言葉を鵜う吞のみにできるはずがなかった。

　もしあのとき無理やりサクラを抱いていなければ、何か変わっていただろうか。今よりはもう少し、俺を頼たよってくれていただろうか。

　そんな、詮せん無なきことを考えてしまう。

「お前はいいな」

　緑色のうさぎに触れながら、ぽつり、と思わずそう呟く。

　このバスタオルは、唯一サクラと共に彼女の世界からやってきたものだ。サクラの身を守るにはずいぶんと頼りないただの布。けれど、きっとサクラの、この上ない拠より所どころ。

　初めて目にしたときよりも色の褪あせたバスタオルは、いくらかほつれも見える。それでもサクラが、これを使い続けるのは……。

　故郷への、未練のあらわれ、なのだろう。




　気がかりがあろうと仕事は変わらずこなしている。机に向かって書類を捌さばきながら、ミルトからの報告を耳に入れる。

「新しい第三小隊の小隊長ですが、数日中に一度こちらに様子を見に来るそうです。前にも砦にいたことがある人だから大丈夫でしょうが、案内にシャルトルをつけましょう」

「ああ」

「正式に砦に来てからもしばらくはシャルトルに補ほ佐さを頼たのんだほうがいいでしょうね」

「そうだな。俺からも言っておく」

「これはカイヤンの砦から上がってきた書類です。人員を増やしたいそうですよ」

「……すぐには難しいな」

「それから、代わりの者が来たので、隊長の言う通りにレットにはしばらく王都に行ってもらおうかと。精せい霊れいの客人に関することもありますしね」

「そうか、よかった」

　一つ一つ脳内で整理しながら記憶していく。第五師団隊長として、覚えていなければならないことも判断しなければいけないことも山ほどある。

　第五師団隊長としての任を厭いとうたことはない。自らの能力のみで勝ち得た地位を、責任を、誇ほこりに思うことこそあれ。

　けれど、元々机に向かう仕事はあまり得意ではない。それに関してはミルトのほうが俺よりよっぽど向いている。天は二物を与あたえないとはこのことか、と俺はため息をついた。

「二十四回目です、隊長」

「……何がだ」

　事務的な声でなされた指し摘てきに、俺は顔を上げて尋たずねた。机の斜ななめ前で書類の仕分けをし始めたミルトは、こちらに目を向けることなく続ける。

「ここ数日で隊長のついたため息の数。もちろんオレが見てるとき限定ですが」

　ミルトの指摘に、思わず眉間に皺が寄った。

　朝や夜、休きゆう憩けい時間など、ミルトが傍にいない時間は少なくない。彼が数えていただけでその回数なら、実際にはどれだけため息をついていたのやら。

　自覚はなかったけれど、だいぶ参っているのかもしれない。

「ケンカですか？　それともついに愛あい想そ尽つかされました？」

「違う。……違う」

　俺は即そく座ざに否定し、もう一度自分に言い聞かせるように繰くり返かえした。

　そう、違うはずだ。

　サクラが俺の部屋から逃げ出した日から、彼女とは顔を合わせていない。避けられている、と理解するには充じゆう分ぶんな時間が経過している。

　直前の会話を思えばそれも無理のないことだろう。むしろ、何事もなかったかのような態度で接してこなかったことに少し安あん堵どもしていた。

　それでも、常に傍にあった彼女の姿が見えないというのは、やはり気が滅め入いる。

「サクラちゃん関係なのは否定しないんですね。まあどうでもいいんですけど」

　本当にどうでもよさそうな顔で、ミルトは仕分けした書類の一部を腕に抱える。どうやら俺でなくてもできそうな仕事を肩かた代がわりしてくれるようだ。

　面めん倒どうだなんだと言いながらも、自分の仕事をきっちりとこなし、上司の面倒まで見ようとするミルトは、なんだかんだで人がいい。

『隊長に任せておいたらいつまでも終わりそうにないので。オレがやったほうが効率がいいです』などとミルトは言うのだろうが。

　一言「助かる」と告げれば、「いいえ」となんでもないことのように返してきた。

「避けられてるのに追いかけもしないなんて、ずいぶん余裕なんですね」

　自分の分の書類をパサパサと軽く振りながら、ミルトは『どうでもいい』と言ったはずの話を続けた。

　俺は眉間の皺を深め、ミルトを睨む。

　まさか避けられていることまで知られているとは。同じ砦にいる以上、プライベートなんてあってないようなものだとわかっているが、あまり気分のいいものではない。

「勘違いしないでくださいよ。レットが勝手に聞いてもないことをベラベラとしゃべるんです。まったく、仮にも隠おん密みつ部隊があれでいいんですかね」

　うんざりした顔をするミルトは、第十一師団のレット・スピナーと友人関係にある。どうやら砦中に知られているわけではないようでほっとした。

「それで？　このままでいいんですか？」

「いいわけがないだろう」

「そうですか。てっきり面倒になってこの機会に投げ出すつもりなのかと」

　その言葉に、急降下した機き嫌げんのままにギロリと睨みつける。

　サクラに関する面倒は面倒とは思わない。むしろ、どんな面倒だろうと迷めい惑わくだろうと買って出るつもりだ。

　サクラは破は天てん荒こうなことを言って俺を困らせるくせに、最後の最後で一線を引いているところがある。全力で寄りかかられたところで支えられる自信はあるというのに、サクラはまだ、その距離まで近づいてきてはくれない。

「冗談ですよ。そんな怖い顔しないでください」

　ミルトはクスリと笑った。それはいつもの人を馬ば鹿かにしたようなものではなく、どこか優しさすら感じさせるものだった。

「隊長が本気なのはもう十分、十二分にわかってます。今回だって放置してるのは何か考えがあるからなんでしょ？」

「考え……というほどのものでもないんだが」

　俺の言葉は、確実に彼女の急所を貫つらぬいたのだろう。追い詰めてしまった、という自覚がある。その上さらに追い打ちをかけるようなことはしたくなかった。サクラにもきっと、考える時間は必要だ。

「あの子は面倒くさいタイプですよ。あんだけあけっぴろげで言わなくてもいいことまで口に出すクセして、肝かん心じんなことはおくびにも出そうとしない。全部吐はき出ださせるためなら多少の荒あら療りよう治じも必要でしょうよ」

　俺が少しずつ知っていったサクラの性質を、ミルトは俺ほどの交流がないにもかかわらず正確に把は握あくしているようだった。こいつの観察眼には敵かなうわけがないと認めているものの、サクラのこととなると、少し悔しいような気もしてしまう。

　サクラは素す直なおなようでいて、外には出さない面がある。考えなしのようでいて、悩みがないわけでもない。

　家族が欲しいと呟く姿。言葉が通じずに流した涙。桜の花のペンダントを見つめる寂さびしそうな顔。俺といるとすごく幸せだと、ずっと傍にいさせてほしいと、言葉には似つかわしくない今にも泣き出しそうな笑顔。

　俺はずっと、一番近くで見てきた。

「お前は、サクラが何に悩んでいるのかもわかっているのか？」

「さあね。でも、故郷から無理やり引き離された人間の考えることなんて、みんな一緒じゃないですか？」

「……そうかもしれないな」

　俺は目を伏ふせて、同意を返した。

　人それぞれ事情があるのだから一いち概がいには言えないだろうが、サクラは平へい穏おんな世界で、家族に愛されて育った。そんな彼女が、たった数ヶ月で元の生活を過去のものにできるとは思えない。決定打は桜の花のペンダントだったが、ずっと前から予兆はあった。

　サクラは自分で気づいていただろうか。『隊長さんの手は大きいですね』と言うとき、懐なつかしそうな顔をしていることに。うれしそうにも寂しそうにも見える複雑な表情で笑う。

　あれはきっと、家族を思い出していたのだろう。同じ男である兄を、父を。そこからさらに他の家族を。

　もう、二度と会うことのできない人たちを。

　サクラは何も言わない。今までずっと、ずっと笑っていた。泣き顔を見たのは言葉が通じなくなったときのただ一度きり。悩む姿は見せようとしない。

　彼女は今までずっと、我が慢まんしてきたのだろう。明るく振ふる舞まって、何一つ悩みはないという顔を作って、己おのれの不安も不満も決して誰にも悟さとらせないように。そうして自分自身すらごまかしながら、日々を過ごしていたのかもしれない。

　サクラはこれまで一度も、『帰りたい』と言ったことがないのだ。

「隊長、もしも、の話なんですけど」

「……唐突になんだ」

「もし、精霊の客人が元の世界に帰る方法があったとしたら、隊長はどうしましたか？」

　その問いに、声を失う。ただの仮定の話だとわかっていながら、心がざわついた。

「わ～、怖い顔。ありえないタラレバ話ですよ」

　何も答えを返せない俺に、ミルトはへらりと笑った。

　ずっと傍にいてほしい。それは、本当はサクラではなく、俺こそ心の底から望んでいることだった。

　もし帰る方法があったとしても帰したくはない。彼女を愛する他の誰より強く彼女を求めているのだと、お前でなければ駄だ目めなのだと、縋すがりついてしまいたくなる。

　けれど……どれだけ苦しもうが、心が千ち々ぢに引ひき裂さかれようが。

　かえりたい、とサクラが泣くのなら、俺はきっと……。

「そういう隊長だから、彼女も隊長を選んだんだと思いますよ。たとえ少ない選せん択たく肢しの中からだったとしても」

　ミルトの青緑の瞳が緩ゆるやかに細められる。

　俺の答えなど、彼は聞かずとも表情一つで察したのだろう。いや、尋ねる前からわかっていたのかもしれない。

「選択肢がなくてよかったと、思っているとしてもか」

　どれだけサクラが泣こうとも、どれだけサクラが望もうとも、この世界の誰にも彼女の願いを叶かなえることはできない。

　……その事実に、少しの安堵を覚えてしまう自分に反吐が出る。

「そんなの当たり前じゃないですか。進んで失しつ恋れんしたい人なんていませんよ。隊長ったら本当に真ま面じ目めなんだから」

　あまりに呆あつ気けなく同意され、つきかけたため息が霧む散さんした。

　けろりと言ってのけたミルトは、手に持った書類を抱え直しながら苦笑を浮かべる。

「隊長を無む双そうにするのもヘタレにするのも彼女なんですから、早く収まるとこに収まってくださいね」

　最後まで言いたい放題に言って、それじゃ、とミルトは部屋から出ていった。

　いったいどこまで俺の気持ちは筒つつ抜ぬけなんだろうか。最初から試ためす必要などなかったのではないかと、文句の一つも言いたくなる。

「収まるところ、か……」

　サクラの元の世界への未練は、簡単になくなるものではないだろう。一生消えなかったとしても何も不思議はない。

　それでも、その痛みを抱え続けながら、俺の隣を選んでほしい。

　俺の世界にはサクラが必要だ。目ま映ばゆいほどの鮮あざやかさを知ってしまった今、サクラのいない日々には戻れない。

　悩むなら一人で抱えず、一緒に悩ませてほしい。泣くなら俺の腕の中で泣いてほしい。そうして、いつまでも俺の隣で笑っていてほしい。

　ミルトは当たり前だと言ったけれど。

「……俺は、結局」

　勝手な男だ、と自じ嘲ちようの笑みをこぼした。
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　水みな上かみ桜さくら、只ただ今いま絶賛現実逃とう避ひ中ちゆう。

　隊長さんを押おし倒たおしておきながら、その場から逃にげ出だして早四日。その間、隊長さんとは一度も顔を合わせていない……より正確には、顔を合わせないように避さけている。

　この砦とりでは狭せまくはないけれど、すごく広いわけでもない。廊ろう下かなどでばったり出くわさないよう、ここ数日仕事の時間以外はずっと、部屋にこもってビンゴカードに数字のスタンプを押す作業をしていた。同室の二人の心配そうな視線に、今は何も言えなかった。

　隊長さんには本当に悪いことをしたと、いや、今もしていると思うけれど、人間誰だれしも逃げたいときというものはあるはず。言うなれば二度寝ねの多幸感のような……。

　いえ、すみません。言い訳は潔いさぎよくないですね。

《サークーラー》

　なんとなく、そろそろ来るんじゃないかとは思っていた。

　スタンプを置いて声のするほうに顔を向けると、オフィがふよふよと窓から部屋に入ってきた。誰かと一緒にいるときはあまり相手をできないとわかっているからか、こうして私が一人のときに気まぐれに姿を現す。

《フルーオーフィシディエンが不ふ機き嫌げんそうだよ》

「だろうね。理由はわかってる」

　それは、ここ数日隊長さんと会っていないからだ。しかもその前はずっとセックスレスだったのだから、気持ちいいことが好きなフルーが機嫌を損そこねないわけがない。

《もう前みたいなことはないだろうけど、一応気をつけてね》

　キリッとした表情で注意してくるオフィは、私のことを心配してくれているんだろう。けれどこれは私の問題で、精せい霊れいは関係ない。勝手に身体からだに居着いたフルーのご機嫌取りのために動きたくはなかった。

「……精霊って」

《ん？》

　オフィは目をぱちくりとさせる。その様子はとても愛らしくて、子どもみたいだ。

「……ううん、なんでもない」

　私は微笑ほほえんでゆるゆると首を横に振ふった。

　精霊って、勝手だよね。そう言おうとしてしまった。

　精霊は人間とは違ちがう。人間同士でも価値観の違いなんていくらでもあるんだから、種族まで違えばわかり合えない溝みぞがあるのなんて、きっと当然のこと。

　だって、もし精霊が人間の気持ちをちゃんと理解できるのだとしたら。遊び感覚で違う世界から人を連れてくるなんて、そんなことは絶対にできるわけがないから。

《……サクラ、ションボリしてる？》

　オフィはきょとんとした顔をして、首を傾かしげた。

　しょんぼり。その言葉選びがどうにも憎にくめなくて、私は少し笑った。

「そう見える？」

《うーん、たぶん》

「じゃあ、そうなのかもしれない」

　私の曖あい昧まいな言いように、オフィは困ったような表情をした。

《シアワセじゃないの？》

　本当に精霊は子どものようにドストレートだ。ある程度空気が読めたらできないような問いを平然と口にする。精霊は人間よりも長い年月を生きると何かで読んだけれど、全然そんなふうには見えなかった。

「幸せって、なんだろうね」

　私が尋たずね返すと、オフィは大きな瞳ひとみをくりっとさせた。

《うれしいことがたくさんあって、楽しいことがたくさんあったら、シアワセでしょ？》

「そうだね。でも、それだけじゃないんだろうね」

　人間は……私は、それだけじゃ幸せにはなれない。なれなかった。

　この世界にやってきてから、毎日うれしいことも楽しいこともたくさんあった。隊長さんと一いつ緒しよにいられる日々は充じゆう実じつしていて幸せだった。

　幸せだ、と思おうとしていた。

　でも、どうしても足りなかった。完全には幸せになれなかった。

　心の隅すみの隅のほうに押しのけた不幸せが、いつのまにか膿うみみたいになっていた。

《ボクは、ボクたち精霊は、サクラのシアワセを願ってるよ》

　それはきっと本心からの発言だろう。精霊の裏表のなさは、微笑ましくもあるけれど。

　やっぱり精霊は勝手だ。

　素す直なおな言葉をそのまま受け取れず、そう感じてしまう自分がすごく惨みじめだった。

「……ありがとね」

　なんとかお礼を告げると、満足したようにオフィは姿を消した。

　どこに行ったのかは知らないけれど、別に興味もなかった。人間の考えることは精霊にはわからないということは、その逆もしかり。今、傍そばにいてもつらいだけだと思った。

　ビンゴカード作りを再開しながら、私はぼんやりとあの日の隊長さんを思い出す。

『お前を……サクラ、お前だけを、愛しているんだ』

　ずっと、ずっと欲ほしかった愛の言葉だ。

　けれどそれを聞いて、私が今までどれだけ隊長さんに不誠実だったのか気づかされた。

　好きと言ってほしいことも、ピアスに関しても、なぜ隊長さんにはっきり言うことができなかったのか。私はきっと、不安なままでいたかったんだ。何も悩なやみのない幸せいっぱいな状態だと、それでも満たされない自分の心と向き合うことになってしまうから。

　一人の時間が増えると、どうしても考えずにはいられない。隊長さんのこと、精霊の客人のこと、……元の世界のこと。

　今まで考えないようにと、必死に目を背そむけていた現実が、束たばになって襲おそってきた。
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「やあ、サクラちゃん」

　次の日。ちょうど仕事が終わったところで鉢はち合あわせしたのは、何を考えているのかわからない笑えみを浮うかべた小隊長さんだった。このタイミングとその表情からして、たぶん狙ねらってのことなんだろう。

「……今さら、そう呼ぶんですね」

　どうにも納なつ得とくがいかずに、私は唇くちびるを尖とがらせる。結局のところ、シルヴィアさん関係の問題は私が何かしたわけじゃなく、不戦勝のようなものだ。『愛人ちゃん』と呼ばれたいわけではないけれど、その胡う散さん臭くさい笑え顔がおと合わせて、素直に受け止められなかった。

「今さらなんかじゃないよ。ちゃんと認めたって証しよう拠こ。うれしくない？」

「そりゃあうれしいです、けど」

「隊長から逃げてる今そう呼ばれても色々と複雑、ってことかな」

　小隊長さんはにこやかに痛いところを突ついてきた。今の状じよう況きようでその話題が出ないはずがないとわかってはいたけれど、不意打ちしてくる小隊長さんは本当に性格が悪い。

「……怪け我がは、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　小隊長さんにはバレバレだろうと思いつつも、私は話をそらした。

　砦を出立する前にちらりと見かけた小隊長さんは、頰ほおに大きな湿しつ布ぷを貼はっていて、見るからに痛々しかった。今はどこも異常はないように見えるけれど、服の下まではわからない。吹ふっ飛とばされたときにどこか打ちつけていたとしてもおかしくない。

「もうすっかり。隊長だって本気で使い物にならなくなるような殴なぐり方はしないよ。まあ、加減はしてなかっただろうけど」

「ハニーナちゃんに誤解されてたの、自じ業ごう自じ得とくですからね。一生信じてもらえなくても知りませんよ」

「君に心配されるようなことじゃないよ。長期戦覚かく悟ごだからね」

　楽しげに話す小隊長さんは、獲え物ものを狙う肉にく食しよく獣じゆうの目をしていた。

　小隊長さんにとっては誤解すらもスパイスだったのかもしれない。本当にハニーナちゃんは厄やつ介かいな男に目をつけられてしまったなと思う。

「わざと噂うわさを流したって聞きました。どういうことですか？」

「あれ、わからない？　君なら言わなくても察してくれると思ってたけど」

　小隊長さんに買いかぶられてもうれしくはないけれど、そう言われると心当たりがないわけでもない。砦に戻もどってきて、明らかに以前と変わったことがある。

「……セクハラまがいのちょっかいがなくなったことは、関係してますか？」

　実害があったわけじゃないけれど、〝隊長の愛人〟と噂の私をからかってくる人は何人かいた。今回の新たな噂は、その人たちへの牽けん制せいとして働いたんじゃないだろうか。

　確かく認にんのための問いに、小隊長さんはニンマリと笑った。

「ご明察。話が早くて助かるよ」

「じゃあ、あのキスも悪ふざけとかじゃなくて……」

「あのとき言った通り、隊長の気持ちを確かめるためだね」

　なるほど、あのとき小隊長さんは私のためのように言っていたけれど、本当に確かめたかったのは小隊長さんのほうだったようだ。

「どうして、そんなにしてまで確かめたかったんですか？」

　大きな湿布を貼った姿を思い出しながら、私は尋ねる。

　上司の恋れん愛あいに部下が首を突っ込むなんてあまり褒ほめられたことではないけれど、小隊長さんが好き好んでそんなことをするとも思えない。わざわざ小隊長さんが泥どろを被かぶってまで隊長さんの気持ちを確かめて、私へちょっかいをかけていた隊員さんに牽制までしたのはなぜだろうか。

「確かめたかったというより、確かめなきゃいけなかったんだ。隊長の本気をね。まあ、隊長はわかりやすいから、最終確認みたいなものだったけど」

　そう言って小隊長さんはふふっと笑みをこぼす。それはいつもよりも、少しだけ優やさしいものに見えた。

「隊長が本気も本気なら、君は隊長の最大の弱点になるんだ。そしたらオレたちは隊を挙あげて君を守らなきゃいけない。間ま違ちがっても君が損なわれることのないように。今回の噂もその一いつ環かんだよ」

「……すごいですね、それは」

　そんな月並みな感想しか出てこなかった。

　恋愛は基本的に、一対一でするものだと思っていた。私と隊長さんの関係に第五師団全体が関わってきてしまうなんて、想像もしていなかった。

「隊長の恋こい人びとになるってことは、そういうことだよ。本気ってことは、恋人というよりも未来の奥おくさんなわけだし」

「おく、さん……」

　小隊長さんの口から出てきたなじみのない言葉に、私は目をぱちくりとさせた。そんな私に小隊長さんはニヤリと人の悪い笑みを浮かべる。

「もしかして、考えたことないとか言う？　悪い女だねぇ、サクラちゃんは」

「や、私の世界では、学生結けつ婚こんって珍めずらしかったですし……」

「はいはい言い訳言い訳。ここは君の世界じゃないし、君はもう学生じゃない」

「……おっしゃる通りでございます」

　こちらの世界……正確にはこの国では、特とく殊しゆな事情がない限りは八歳さいから五年間、学校に通うらしい。その後は仕事をする人、国が運営している三年制の上級学校や軍の運営している三年制の軍部学校に通う人などがいる。つまり、私の年ねん齢れいの人たちはみんな、働いているのが当たり前というわけだ。

　結婚するのに適した年齢も、周りを見る限りでは日本より少し若い。二は十た歳ちの私はまだ嫁いき遅おくれと言われる年齢ではないだろうけれど、二十二歳で結婚するパルラさんを考えると決して早くもないはずだ。郷ごうに入りては郷に従え、と小隊長さんは言いたいんだろう。

　小隊長さんは、トントン、と自分の左胸を指差した。

「君は隊長のここに入はいり込こんだ。一番、大事なところにね。オレとしては、その責任は取ってほしいなって思うわけ」

　鮮あざやかな緑色の瞳が、決断を迫せまるように私を見み据すえる。

　いつもはちゃらんぽらんで軽そうに見える小隊長さんが、今はまるで別人だ。普ふ段だんとほとんど変わらない笑顔のようでいて、空気が違う。

　ちゃらんぽらんなのは、私のほうなのかもしれなかった。

「……ご忠告、どうもです」

　視線をそらさなかったのは、最後の意地だ。笑みを作る余よ裕ゆうもないまま、私はその場から足早に立ち去った。

　小隊長さんは、隊長さんを避け続けている私を責めたりはしなかった。けれど、逃げてばかりでは何も解決しないと、言外に示されたような気がする。

　わかっている、わかっているけれど。

　私はまだ、自分の醜みにくさと向き合う勇気が持てずにいた。
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　隊長さんを避け始めて一週間が経たった。今日は相部屋の三人揃そろってお休みの日だ。

　二人に朝からビンゴカード作成を手伝ってもらって、お昼を一緒に食堂で食べてきたところだ。このあとはまた部屋に戻って、また同じようにカードを作る予定でいる。

　一人で黙もく々もくと作業していると気が滅め入いるけれど、三人でおしゃべりしながらやっていると早くて楽しいという一石二鳥だ。

「だいぶできてきたわよね」

「二人のおかげです、ありがとうございます……！　町の人たちがどのくらい集まってくれるかがわからないので、余分に作っておこうと思ってるので、もしかしたらいくらか無む駄だになっちゃうかもしれないんですけど……」

「そのときはそのときです。今はできることをがんばりましょう」

「はい！」

　私は握にぎりこぶしを作って、元気よく返事をした。お腹なかもいっぱいになって、やる気充じゆう電でん完かん了りようだ。

「サクラ殿どの？」

　ここで聞こえるはずのない声に、私はびっくりして勢いよく振り返った。そこには、プラチナブロンドをポニーテールにした美女の姿。

「え……シルヴィアさん!?　どうして砦に!?」

「新しい第三小隊長が砦の様子を見に来ると聞いていなかったか？　私は届け物があったので同行した」

「そ、そうだったんですね……」

　きっと今まで通り隊長さんと接していれば、何かしら話を聞いていただろう。もう一週間も隊長さんを避けていることを、シルヴィアさんは知らない。

　二週間ぶりのシルヴィアさんは、どこも変わった様子はなかった。相変わらずの麗うるわしい美び貌ぼうと、キリリとした真ま面じ目めそうな表情。今の状況を知られたらいったい何を言われるか、少し怖こわかった。

「届け物って？　私が渡わたしておきましょうか？」

「いや、物が物だ。直接渡したい。ビリー・アベンツはどこにいるかわかるか」

「ビリーさん……？　この時間だと、食堂でご飯を食べてるか、腹ごなしに鍛たん錬れんしてるか、部屋にいるかだとは思うんですけど」

　ビリーさんに限らず、お昼休きゆう憩けい中ちゆうの隊員さんは大体そんな行動パターンだ。さっきまで食堂にいたけれどビリーさんの姿は見なかった。とはいえちょうど入れ違いになった可能性もないとは言えない。

「手分けして探しましょ。私は部屋を見てくるから、ハニーナは食堂、サクラは鍛錬場をよろしく」

　エルミアさんの簡潔な指示に、私とハニーナちゃんは同時に頷うなずく。

「そうですね、シルヴィアさんはここで待ってます？」

「鍛錬場についていこう。どうせなら砦の中を見て回りたい」

「ラジャーです」

　そうしてシルヴィアさんと連れ立って、西にし棟とうの脇わきにある外の鍛錬場に行ってみると、ビリーさんが他の隊員さんと軽く打ち合っているのを発見した。

「声、かけますか？」

「いや、集中を乱さないほうがいいだろう。打ち合いが終わってからにしよう」

　手にしているのは木もつ剣けんとはいえ、ビリーさんもその相手も真しん剣けんそのものだった。それを見るシルヴィアさんの瞳も。

「やはり、実戦の動きは違うな」

　感心したように呟つぶやくシルヴィアさんに、私もビリーさんたちに視線を戻す。私にはただ普ふ通つうに剣けんで打ち合っているようにしか見えないけれど、きっとシルヴィアさんの目には、二人の剣の技術や一いつ瞬しゆんの駆かけ引ひきが映っているんだろう。

「シルヴィアさんも強いから小隊長をしているんじゃないんですか？」

「人の上に立つ資格は、単純な強さだけではない。私などはまだ半人前だが、隊の長としての判断力、隊をまとめる求心力や、隊全体に目を配る洞どう察さつ力りよくなどが求められる。剣の腕うでは二の次だろう」

「そうなんですね。隊長さんは、強いって聞きましたけど」

「隊長は強く、賢かしこく、そして正しい。生まれながらにして人の上に立つお方だ。もちろん、その才は努力によって支えられているものではあるが」

　隊長さんの話をするシルヴィアさんの瞳は、キラキラと星をちりばめたように輝かがやいていた。隊長さんに憧あこがれて第五師団に入ったというくらいだから、過か剰じようなほどの絶賛っぷりも当然かもしれない。

「……すごいんですね。隊長さんも、シルヴィアさんも」

　本当に、私とは住む世界の違う人たちだ。少しの疎そ外がい感かんを外に出さないように、私は微笑んだ。ちょうどそのタイミングでビリーさんたちの勝負が決まったようだった。

「あ、終わったみたいですね。ビリーさーん！」

　大きな声を上げながら手を振ると、こちらに気づいたビリーさんが木剣をその場に放って近づいてきた。眉み間けんに深い皺しわを寄せた顔で。

「カルス小隊長に……アンタか」

「なんですかその嫌いやそうな顔。ビリーさんに用があるシルヴィアさんをここまで案内したの、私なんですけど！」

「あっそ。それはどーも」

　文句を言う私にビリーさんは適当な返事だけして、真面目に取り合おうとはしない。

「アベンツ、頼たのまれていたものだ」

「ん、サンキュ」

　シルヴィアさんが差し出した細長い包みを受け取り、重さを確かめるように軽く振る。私には散々な対応のビリーさんだけれど、シルヴィアさんには普通の態度だ。顔か、顔なのか。ビリーさんでも美人には弱いということなんだろうか。

「アンタ、隊長に振られたのか？」

　ビリーさんは私に顔を向けて尋ねてきた。いきなり何をおっしゃる!?

「振られてません！」

「じゃあ、振ったのか」

「振ってもいませんってば！」

　嚙かみつくような勢いで私は怒ど鳴なる。まったく、ビリーさんは人の話を聞かない人だ。

「どっちでもいいけどな。隊長の様子がおかしいと隊の足並みが揃わなくなる。早くなんとかしろ」

　平へい坦たんで、冷静な声に、急速に怒いかりはしぼんでいく。

　隊長さんと距きよ離りを置いているビリーさんですら気づくほど、隊長さんの様子はおかしいらしい。このタイミングで、自分のせいじゃないと知らんふりすることはできなかった。

「なんとかって……できるものならしてますよ」

「俺おれにはアンタの都合なんてどうでもいい」

「相っ変わらずムカつく人ですね」

　売り言葉に買い言葉で言い返すと、ビリーさんは面めん倒どうくさそうにため息をついた。

「……まあ、いい。これやる」

　そう言ってビリーさんが私の目の前に突き出したのは、つい今しがたシルヴィアさんから渡された包みだった。

「え？　なんですかこれ」

「開けてみろ」

　押しつけられるようにして受け取ってしまったけれど、包みは思っていたよりもずっしりとした重みがあった。よくわからないながらに言われるまま包みを解といてみると──中から出てきたのは、短たん剣けんだった。

「な、なんですかこれ！　いりませんよこんなの！」

　あわてて突っ返そうとしても、ビリーさんは受け取ってはくれない。

「俺に言うなよ。俺は頼まれただけだ」

「頼まれたって、誰に？」

「マラカイル小隊長」

「はぁ!?　なんで小隊長さんが私に剣渡せって頼むんですか！」

「だから、俺に聞くなって！」

　声が大きくなっていた私につられるように、ビリーさんは苛いら立だったように声を荒あららげた。

「二人とも、少し落ち着け」

「だ、だって……」

　シルヴィアさんの取りなしにも、冷静になることはできなかった。

　だって、わけがわからない。

　私が剣を握ったこともないと小隊長さんだって知っている。たとえこの世界では珍しくとも、私の世界ではそれが普通だった。なのに、いきなり。

　小隊長さんは私にどうしろと言うんだろう？　私を、どうしたいんだろうか？

「俺はアンタの手になじむような短剣を探してこいって言われただけだ。これは女でも使いやすいようにってカルス小隊長にも意見を聞いて作ってもらった。文句があるならマラカイル小隊長に言え」

「私とサクラでは手の大きさや筋肉量が違うだろうが、それも考こう慮りよして作ってもらった。軽く握ってみたが、悪くはない感かん触しよくだった」

「そ、そうは言われても……」

　ビリーさんもシルヴィアさんも、小隊長さんが剣を用意させた理由は聞いていないようだ。言いたいことはいくらでもあるけれど、それを二人にぶつけるのはお門かど違ちがいだろう。

　本当なら今すぐにでも小隊長さんに詰つめ寄よりたい。でも、今このタイミングで、隊長さんを避けている私が小隊長さんに会いに行くことなんて、できるわけがなかった。

「なんでビリーさんに頼んだんですか？」

「俺がこういうのにちょっと詳くわしいからだろ。親が収集家だからな」

　なるほど、目め利ききということか。それなら、私と仲のいい隊員さんなどではなく、犬けん猿えんの仲のビリーさんにわざわざ頼むのも、まあ頷ける。小隊長さんが任せるくらいだから、ちょっとというのはきっと謙けん遜そんだ。

「でも……こんな……」

　短剣を持つ手が、震ふるえてしまいそうだ。

　女でも使いやすいように作ってもらったと言っても、たとえ包丁よりもだいぶ小さくても、剣は剣だ。そのものの重さ以上の重みがある。私が持つには……重すぎる。

　武器屋さんに行ったときは好こう奇き心しんのほうが勝っていた。楽しんではいけないことだと教えられても、どこか他ひ人と事ごとだった。自分で武器を持つなんて考えもしなかったから。

　刃は物ものなんて包丁とはさみとカッターくらいしか持たないのが当たり前の日本で育った。

　武器は使いようだとわかっていても、簡単に人を傷つけられてしまうものが手の中にあることが、恐おそろしくて仕方がない。

「覚悟はしておけってことだろ。これからも隊長の傍にいるなら、必要になるかもしれないから」

　ビリーさんの声は淡たん々たんとしていた。冷たさを感じるほどに。

「どんな覚悟ですか」

「自分で自分の身を守る覚悟。自分を守るために他を傷つける覚悟。そんなとこだ」

　一つ一つの言葉が、重く響ひびいた。

　それは、傷つけることを知っている人の言葉。傷つけることで守れるものがあると、知っている人の言葉。私には持てない強さを、ビリーさんは持っている。

　そしてそれは……隊長さんも、同じこと。

「使い方はいつでも聞きに来い、だとさ。教えるのはきっと隊長よりマラカイル小隊長のがうまい」

　たしかに、人を傷つけられる武器を使い方も知らずに持っているのは危険だろう。子どもが包丁を握るようなものだ。けれど、そんなものは知りたくないと心から思う。

　剣なんていらない。一生使う日が来なければいい。

　何度か魔ま物ものの襲しゆう来らいを経験して知っていたはずなのに、剣の重みにこの世界の恐ろしさを実感した。

「あと……」

　短剣を見下ろしたまま沈ちん黙もくしていた私に、ビリーさんはまた口を開いた。

　あー、んー、と何度かうなってから、ため息を一つ。

「アンタの頭は考え事に向いてるようには思えない」

「ひどくないですか!?」

　いきなり暴ぼう言げん吐はかれた!!　前に小隊長さんにも同じようなこと言われた気がするけど！

　シリアスな空気をぶち壊こわす発言に、私は涙なみだ目めになった。叶かなうことならシルヴィアさんの胸にうずもれて泣きたい気分だ。

「別れる気がないなら、ごちゃごちゃしてるだけ時間の無駄だろ」

　なるほど、隊長さんとのことまで話が戻っていたらしい。もう少し話に脈みやく絡らくが欲しいと思うのは私だけだろうか。

「それは……そうかもですけど……」

「さっさと仲直りでもなんでもしろ。いつもの能天気な顔もイラつくけど、暗い顔したアンタはもっとうざったい。ピンク色の空気のほうがまだマシだ」

　ビリーさんは早口にそう言った。言葉は乱暴だけれど、なぜかいつものように腹が立ったりはしなかった。

　もしかして、ビリーさんはビリーさんなりに私を励はげまそうとしてくれているんだろうか。

「それだけ。じゃあな」

　言いたいことだけ言って、ビリーさんは鍛錬場に戻ろうとする。

「あの、ありがとうございます！」

　隊長さんほどではないけれど大きな背中に、私はお礼の言葉をぶつけた。

　ビリーさんは振り返らずに、ヒラヒラ、と手だけ振って応こたえた。

「ああいうのをツンデレって言うんでしょうか」

「つ、つんでれ……？」

「あ、シルヴィアさんは知らなくていい言葉です」

　真面目なシルヴィアさんに変な言葉を教えたら、色んな人から顰ひん蹙しゆくを買ってしまいそうだ。自動翻ほん訳やくがどう作用しているかもわからないから、下へ手たなことは言えなかった。

「隊長と、何かあったのか」

　シルヴィアさんは気き遣づかわしげに問いを投げかけてきた。ビリーさんとの会話の中で、何か感じ取ってしまったんだろう。

「えーっと、その、あはは……」

「砦に帰る前夜も、どこかおかしかった」

　思わず笑ってごまかそうとしたけれど、シルヴィアさんの鋭するどい視線の前には通用しないようだった。

「知り合ったばかり、しかもあまりいい思いをしていない私に話せとは言わない。けれど、隊長でも先ほどの者たちでも、貴女あなたの言葉を受け止めてくれる者はいるのではないか？」

　シルヴィアさんの言葉は、声は、どこまでも真しん摯しだった。

　隊長さんに似たそのまっすぐさに、ガチガチに固まった心が溶とけていくのを感じる。

『悲しいときは泣いてもいいんです。私でも、お兄ちゃんでも、両親でも、友だちでも、他の誰かでもいいから、一人では泣かないでください』

　ふと、姉の言葉が思い起こされて。

「もう……どうしたらいいか、わからないんです」

　ぽろり、と。一粒つぶ、涙がこぼれ落ちた。

「私、この世界に生まれたかった」

　この世界に生まれて、この世界で育って、隊長さんと当たり前に出会いたかった。

　そうしたら、こんなに悩むことなんて何もなかったのに。
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　急に泣き出した私を、シルヴィアさんは使用人の部屋がある東棟まで連れて行ってくれた。先に戻っていたエルミアさんとハニーナちゃんと合流して、相部屋に戻る。

　そこで私はしばらくぐずぐずと泣き続け、涙が収まってきた頃ころにようやく話し始めた。

「最初は、隊長さんが好きって言ってくれないことが、少し不満だったんです」

　不満だったし、不安だった。初めは少し気にかかる程度だったはずが、だんだんとふくらんでいった。

「隊長さんは、言葉でも態度でも、気持ちを伝えてくれていました。それでも不満だったのは……他に、考えたくないことから逃げるためだったんです」

　エルミアさんもハニーナちゃんもシルヴィアさんも、静かに聞いていてくれた。いきなりこんな泣き言を聞かされて、少しも困こん惑わくした様子を見せずに受け止めてくれるのがうれしくて、また目に涙がにじんでくる。

「私は、私の生きてきた世界に帰りたい。家族に、会いたい。どうしようもないってわかってたから、考えないようにしてたんです。忘れていたかったんです。すごく、ずるい」

　私はずるい。本当にずるい人間だ。そしてそのことをちゃんと自覚していなかったのだから、さらにずるい。

「隊長さんに、愛されていたかったんです。隊長さんからいっぱい愛されて、安心していたかった」

　私はただ、嵐あらしの夜に抱だきしめてくれる手が、止まらない涙に頭を撫なでてくれる手が欲しかった。隊長さんは私に惜おしみなくぬくもりをくれる人だったから、きっと私を見捨てたりはしないだろうと思ったから、だから……好きになった。

「私は異世界人だから。家族も知り合いもいないここで、一人ぼっちになりたくなくて。隊長さんに愛されて、隊長さんを好きになって、好きな人と一緒にいられる〝今〟は幸せなんだって、自分をごまかしていたかったんです」

　私は何も持たずにこの世界に来てしまった。精霊が気まぐれに喚よんだんだと知ってはいたけれど、それだけではどうしても納得できなかった。大事なものを、たくさんたくさんあちらの世界に置いてきてしまったから。

　だから、この世界に来た理由が、この世界で生きる理由が欲しかった。隊長さんを、その理由にしていた。……利用していた。

「なんで世界が違うんでしょう。みんな大切なのに、どうして両方選べないんでしょう。隊長さんと、もっと普通に、当たり前みたいに出会いたかった。同じ学校だったり、同じバイト先だったり、ハンカチを拾ったり、道を聞かれたり。そんな当たり前な始まりだったらよかったのに」

　家族がいて、友だちがいて、平和を平和と気づいてもいなかった。そんな、私の日常の中に隊長さんもいてくれたらよかったのに。隊長さんに当たり前に出会うことのできた、この世界の人たちみんなに嫉しつ妬とした。

「私、そんなことばっかり考えて。ずるくて、弱くて、こんなの、だめなのに……」

　じわり、とまた涙で前が見えなくなる。泣き虫だった覚えはないのに、今は自分で制せい御ぎよができなかった。

「駄だ目めじゃないです。駄目じゃないですよ」

　ハニーナちゃんも涙目になりながら、そう言ってくれた。

　それでもふるふると首を振る私に、今度はエルミアさんが一つため息をつく。

「よくわかんないけど、ずるいのってそんなに悪いこと？」

「わ、悪いことなんじゃないですか？」

　エルミアさんのあっけらかんとした言葉に、私は目をぱちくりさせた。

　自分のために、他人を……隊長さんを巻まき込こんだ。きっと、隊長さんを何度も何度も傷つけた。

「ずるい面なんて誰だって、多かれ少なかれ持ってるもんでしょ。女とか男とか関係なく」

「サクラさんは精霊の客人なんですから、むしろもっとずるくなってもいいくらいだと思いますよ。この先、問題事に巻き込まれる可能性だってあるんですから」

「私も、それには一理あると思う」

　エルミアさんにハニーナちゃんが続き、シルヴィアさんもうんうんと頷く。三人とも、私を慰なぐさめるためだけに適当なことを言っているようには見えなかった。

　困惑を隠かくせない私の手を、エルミアさんが取った。

「あんたの気持ちがわかる、なんて簡単には言えない。一人で別の世界に行っちゃうなんて、想像もできないから。でも、そりゃあ一人は怖いでしょうよ。自分を想おもってくれる人がいたら縋すがりたくもなるでしょうよ。そんなの当然のことじゃないの？」

　想像できないと言いながらも、想像しようと努力してくれているんだろう。

　手から直じかに伝わってくるぬくもりは温かくて、言葉以上にエルミアさんの真心を伝えてくれる。私を、励ましてくれている。

　本当に、どうしてこの世界の人たちは、こんなに私に優しくしてくれるんだろう。

「私……どうしたらいいんでしょう」

　三人に当然のことだと言ってもらっても、まだ怖かった。こんなにずるくて醜い自分を見られて、隊長さんに幻げん滅めつされたくない。

　結局のところ私は、隊長さんに見捨てられるのが一番恐ろしいんだろう。

「貴女には、怖いものなど何もないと思っていた」

　どこか申し訳なさそうにそう告げるシルヴィアさんに、私は苦く笑しようをこぼす。

「いっぱいありますよ。私、実はけっこう弱虫だったみたいです」

「弱気になるほど、隊長のことが好きということでは？」

　そう、なんだろうか。それでいいんだろうか。

　隊長さんのことは好きだ。大好きだ。その気持ちに噓うそはない。けれど……始まりは、とても不純な動機だったから。

「私、隊長さんのこと好きでいてもいいんでしょうか？」

「それは本人に聞かなきゃわかんないでしょ」

　しょうがない子ね、とでも言うようにエルミアさんは笑う。

「結婚式を、みんなが笑顔になれる日にするんだろう？　その中には貴女も含ふくまれているのではないのか」

　シルヴィアさんのその言葉に、パッと目の前が開けたような心地ここちがした。

　おめでとう。幸せになって。そんな言葉であふれた、キラキラとした結婚式を、昨日のことのように思い出せる。

　今度は、私があの場所を作る人になる。今度こそ、私は笑顔で祝福できる人になりたい。

「そうですね……うん、そうですね！」

　私は全身にみなぎるパワーに身を任せて、勢いよく立ち上がった。

「私、隊長さんのところに行ってきますね！」

　ずんずんと扉とびらに向かい、取っ手に手をかける。

「ああ、まあ隊長なら」

　ガチャリ、と扉を開けると。そこには……

「先ほどから扉の向こうで話を聞いていたようだが」

　シルヴィアさんの苦笑交じりの声も聞こえないくらい、私は動どう揺ようしていた。

　扉の前に立っていた隊長さんと目が合って、時間が止まったような錯さつ覚かくを覚えた。

「え、えっ……え？」

「その……すまない。ビリーから剣を渡されたと……泣いていたと、聞いて。怖い思いをしたのだろうかと、気になって……」

「き、き、聞いてたんですか……？」

「……すまない」

　隊長さんは気まずそうに視線をそらす。

　いつから、どこから。声を抑おさえるような理性は働いていなかったから、扉の前にいたのなら全部聞こえてしまったんじゃないだろうか。

　泣き声も泣き言も、全部聞かれていた。恥はずかしさや後ろめたさで、ぶわりと全身がサウナに入ったように熱くなった。

「い、い、一時撤てつ退たいです！」

「ちょっと、サクラ!?」

「サクラさん……！」

　隊長さんの脇を通とおり抜ぬけて部屋から飛び出す。エルミアさんとハニーナちゃんの驚おどろきの声が追いかけてきたけれど、振り返ることはできなかった。

　すぐに捕つかまってしまうだろうと思っていたのに、隊長さんが追いかけてくる気配はなかった。逃がしてくれたのか、立ち聞きしたやましさからか。ほっとしたと同時に少しの寂さびしさが襲ってきて、本当に私は勝手だなとため息をつく。

「どうしたの小うさぎちゃん、おめめ真まっ赤かだよ」

　人ひと気けのない廊下をぶらついているところに、にこやかに声をかけてきたのはシャルトルさんだった。

「うっ、誰にも見られたくなかったのに……」

「そんな顔してたら、怖ーい狼おおかみに頭からパクリと食べられちゃうよ。たとえば僕ぼくとかね」

「シャルトルさんは全然狼って感じしないですけどね。スマートな狐きつねさんとか似合いそうです」

「それならもっと気をつけないと。噓つきな狐にたぶらかされないように」

　わかりやすい冗じよう談だんに、泣き腫はらしたひどい顔をしていることも忘れて、私はくすくすと笑った。本当にシャルトルさんは女性の扱あつかいがうまい。

「また真面目な熊くまさんに泣かされたら、僕のところにおいで」

　真面目な熊さんとは隊長さんのことだろう。どうやらシャルトルさんにまで心配をかけてしまったらしい。優しい色をした瞳が、少しも似ていないのに兄のものと重なった。

「慰めてほしい人も隊長さんなんで、大丈夫です」

「あはは、振られちゃったな」

　朗ほがらかに笑うシャルトルさんに、私も明るい気持ちになれた。本当の気持ちにも、気づくことができた。

「がんばってね。恋こいする女の子はみんなかわいいよ」

　シャルトルさんの声せい援えんを背に受けて、私はまた駆け出した。




　隊長さんは私を追いかけてくれなかった。どういうつもりかはわからないけれど、それならきっと、早めに執しつ務む室しつに戻ろうとするだろう。

　いつも通りに少し遅おそめに休憩を取っているなら、まだ休憩中のはず。私は執務室を目指して走り、そうして、その後ろ姿を見つけた。

「隊長さんっ！」

　その広い背中に飛びつくと、隊長さんは小さくため息をついた。

「逃げたんじゃなかったのか」

「女の子が逃げるときは、追いかけてほしいからなんですよ」

「……それは、知らなかったな」

　隊長さんは振り返らない。振り返らずに、抱きついている私の手に自分の手を重ねた。それだけで隊長さんの想いが伝わってくるようで、私はまた泣きたくなった。

「好きです、隊長さん」

「知っている」

「私を、放さないでください」

「手放すつもりはないと言ったはずだが。忘れたか？」

「覚えてます、けど」

　だって、この一週間、ずっと会えなかった。

　避けていた私が何を言っているんだという話だけれど、さっきみたく部屋に訪ねてくるだとか、隊長さんのほうから会おうとすればいくらでも機会は作れたはずだった。

「考える時間が必要だろうと、しばらく待とうと思った。もう、いいのか？」

　優しい声に、心がほぐれていく。待っていてくれたことがうれしくて、待たせてしまったことが申し訳ない。けれどたしかに、逃げていた気持ちと向き合って考える時間が私には必要だったんだろう。

　離はなれる前からわかっていた。でも、離れてみてもっとよくわかった。

　私はただ単純に隊長さんが好きで、大好きで。どんな気持ちも隊長さんに受け止めてもらいたくて、そして隊長さんの腕の中で泣きたいんだ。

　嫌きらわれるのが怖いだとか、打算で好きになって申し訳ないだとか、当たり前に出会いたかっただとか。そう思うのは全部、隊長さんのことが大好きだから。

「どこから、聞いてました？」

「……最初から」

「じゃあ……全部バレちゃいましたね」

　力なく笑う私に、隊長さんはそっと私の腕をほどかせた。

　身体ごと振り返った隊長さんの瞳は、やっぱり少しも私を責めてはいなくて。受け止めるように、受け入れるように、柔やわらかな色をしていて。

　隊長さんは聞く前から全部わかっていたんだと、悟さとるには充じゆう分ぶんだった。

「ずるくて、ごめんなさい。利用しててごめんなさい。甘あまえっぱなしで、ごめんなさい」

　思いついた端はしから言葉がこぼれ落ちていく。

　何度謝あやまっても足りない。私はどこまでも誠実に私を愛してくれていた隊長さんに、同じ誠実さを返すことができなかった。

　隊長さんはきっと許してくれるだろう。怒おこってすらいないかもしれない。それでも私が、隊長さんを傷つけた自分を許せなかった。

　それだけ、隊長さんのことが好きだから。

「……好きになって、ごめんなさい」

　ぼろっ、と謝罪と一緒に涙がこぼれ落ちた。悲ひ惨さんな顔を見られたくなくて隊長さんの胸に顔をうずめると、ぽんぽんと優しく背中を叩たたかれた。

「謝られたいわけじゃない」

　困ったような声で、隊長さんは言う。

「ずるくてもいい。いくらでも利用すればいい。もっと甘えてもいい」

　私にばかり都合のいいことを、彼かれの口は紡つむぐ。

　その声は、鍛練のときに隊員を叱しつ責せきするものと同じとは思えないくらい穏おだやかで。

　背中を撫でる大きな手は、変わらず優しく温かくて。

「お前が、俺を好きでいてくれるなら、それでいい」

　声が、言葉が、ぬくもりが。私の心に、私の身体に、私の存在すべてに染しみ込こんでくる。

　どうしてだろう。どうして隊長さんは、こんなに私に優しくしてくれるんだろう。

「隊長さんは、私に甘すぎます……」

「惚ほれた女にはいくらでも甘くなるものだろう」

　当然のようにそう言う隊長さんに、ああ、もう無理だなぁ、なんて思う。

　元の世界への未練は、まだ全然捨てられていない。家族を忘れられる日が来るとは思えない。隊長さんの隣となりにいる覚悟だって、少しもできていない。

　でも、好きで、好きで、好きで……仕方なくて。

　好きという気持ちで息が詰まりそうになるだなんて、初めてで。

　今まで我が慢まんしていた苦しさが、これからは隠さなくていいんだという安あん堵どが、隊長さんへの申し訳なさが。全部全部ひっくるめて涙になって、止まらなかった。
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　いつまでも廊下で泣いているわけにも行かず、私たちは隊長さんの執務室に移動した。まだ休憩時間には余裕があるようでほっとした。

　泣きすぎた目を冷やすために、隊長さんは手のひらに魔ま法ほうで冷気を作って私の目元を覆おおってくれた。肩かたを抱かれながらそうされると、目隠しのようで少しドキドキする。

「ピアスは一族の決まりでつけているものだ。当然、既き婚こん者しやの印などではない」

　暗い視界の中で、ピアスについて隊長さんからの説明を受ける。隊長さんにとっては当たり前のことだったから、まさかそんなことで不安にさせていたとは思ってもいなかったらしい。

「婚こん姻いんの際、このピアスは伴はん侶りよの耳につけられ、俺は伴侶の色のピアスを新たにつける。今まで己おのれ一人で背負ってきた荷を分け、これからは共に歩んでいく、ということを示している」

　やっぱり風習と関係のあるものではあったらしい。

　話の途と中ちゆう、隊長さんの指がふと私の耳をかすめたのは、気のせいだったんだろうか。

「それから、このピアスは魔ま具ぐにもなっていて、魔法を込こめることができる。俺は戦せん闘とう時じに情報を得るための通信機にしている」

「つ、通信機、ですか……？」

「ああ。魔物の偵てい察さつは主に第十一師団……隠おん密みつ部隊の者がしている。彼らは必ず通信機を身につけているから、緊きん急きゆう時じにすぐに連れん絡らくがつくようにとこのピアスを通信機にした」

　隠密部隊については前に少し聞いたことがあったけれど、それがこんなところで出てくるなんて。隊長さんのピアスは異性ではなく仕事相手とつながっていた。もちろん意味のあるものではあるけれど、今は単なる仕事道具だなんて予想外すぎる。

「……安心したか？」

　どこか不安げな問いかけに、私はふーっと身体中の空気を抜ぬくように息をついた。

「隊長さんが結婚してるとか、二ふた股またしてるとか、そんなことは全然考えてなかったんですけど。でもまさか、通信機って……」

　忘れられない人がいるのかもしれない。なんて考えていたことがバカみたいだ。ほっとしたと同時に少し笑えてきた。

「これからも、不安があれば言ってほしい。些さ細さいな悩みだろうと一人で抱かかえないでくれ。お前一人の荷を抱えられないほど、俺はやわではないつもりだ」

　誠意のこもった言葉に、ズキンと胸が痛んだ。

「隊長さんは優しすぎます。なんで、なんでそんなに……」

　目を覆う大きな手に、私はそっと触ふれる。冷気を作り出しながらもその手自体は温かいまま、私にぬくもりを伝えてくれる。

　この手に触れるたび、私は隊長さんのものよりは少し小さい、兄の手を思い出していた。嵐の夜に私を抱きしめてくれた、姉の結婚式にずっと頭を撫でてくれた、優しい手を。

　だから、大きな手も広い背中も好きだった。無条件に頼たよることができた。

　その大きな手はいつからか、一番安心できる手になっていた。

「私は、そんなに優しくされたって、隊長さんに返せるものなんてほとんど……ううん、もしかしたら、一つもないかもしれません」

　隊長さんが大好き。隊長さんの手が、すごく、すっごく好き。

　私の甘えを許してくれる手だ。私の心も身体も丸ごと包つつみ込こんでしまえる手だ。摑つかんで、縋って、離したくなくなってしまう。でも、一方的に甘えて寄りかかっているだけの関係が長く続くわけがないと、ちゃんと理解している。

　私は何か、隊長さんに返せるものを持っているだろうか。

「見返りを求めていない、と言えば噓になる」

　その言葉と共に、衝しよう撃げきと言うのもおかしいくらい小さな衝撃が、つむじに落ちてきた。

　触れたのは……隊長さんの唇、だろうか。

「……隊長さん？」

「名前で呼べ」

「ぐ、グレイスさん？」

　唐とう突とつな命令に応えようとしても、私のへっぽこな口はまた見事に声が裏返った。

「……俺がそう言わないと、お前は呼んでくれないな」

「ごめんなさい、慣れなくて」

　いつか普通に呼べるようになりたい、という気持ちはもちろんある。けれど、一度定着してしまったものを変えるのはなかなか難しかった。

「お前が俺の名前を呼ぼうとしないのは、まだこの世界自体に慣れていないからだろう。元いた世界に未練があるから」

「……っ！」

　息を吞のんで、私は目を覆う手を剝はがして隊長さんを見上げた。

「そういうことなのだと、最近気づいた」

　青みを帯びた灰色の瞳は、静かに凪ないでいた。

　決してごまかされてはくれない瞳だ。さすがにもう、これ以上ごまかそうとは思ってはいなかったけれど。……自分でも、気づいていなかったのに。

　隊長さんは、この世界に来て一番に出会った人。一番に私に触れて、一番に私を暴いて、一番に私に優しくしてくれて、一番に、私と向き合ってくれた人。

　隊長さんだけは名前で呼べなかった。

　エルミアさんとかハニーナちゃんは大丈夫。ビリーさんもシャルトルさんもシルヴィアさんもパルラさんも。小隊長さんや副隊長さんは今まで名前で呼ぶ機会がなかっただけで、呼ぼうと思えば普通に呼べるだろう。

　隊長さんは……この世界で、私にとって一番大切で、特別な人。

　そんな彼が、グレイスという、日本に住んでいたらなじみのない名前をしていることを、きっと私は心のどこかで認めたくなかったんだろう。

　未練があるから？

　そんなの、そんなの……当たり前だ。

「未練ならいっぱいあります。ないなんて、噓でも言えない。未練たらたらですよ。だって、生まれ育った場所です。家族がいて、友だちがいて、二十年間を過ごした故郷です。大切な、自分の居場所だったんです」

　普通の家庭だった。仲はよかったけれど、ケンカをすることもあったし、口うるさくて嫌になることもあった。でも、今思うとやっぱり、大切な家族だ。

　友だちはたくさんいたけれど、そのほとんどが広く浅くの付き合いだった。でも、この世界に来てから何度も、友だちとのバカ騒さわぎを思い出した。

　すごい素す敵てきな場所に住んでいたわけじゃない。観光地でもなければ大都会でもなく、かといって自然豊かな田舎いなかでもなく、何に関しても中ちゆう途と半はん端ぱだった。でも、家族でよく食べに行ったファミレスや、友だちと喉のどが嗄かれるほどに歌いまくったカラオケ。そこには私の今までの、二十年間の思い出が詰まっている。

「急に連れてこられて、はいここがこれからのあなたの居場所です、なんて言われて納得できるはずありません。どんなにここの人たちが優しくしてくれても、どんなに仲のいい人ができても、どんなに隊長さんが、私を大切にしてくれても。どんなに……私が、隊長さんのことを好きになっても」

　隊長さんのことは好き。すごく好き。今まで出会った誰よりも大好きだ。

　でも、隊長さんと、私が違う世界で過ごしてきた二十年間とを天てん秤びんにかけることはできない。隊長さんのことが好きという気持ちだけでこの世界を選べるほど、私の心は簡単にはできていない。

　私はまだ、心の奥おく底そこではこの世界で生きていくことを納得できていなかった。

「こちらを選んでほしい、と願うのは、酷こくなことなんだろうな」

「選せん択たく肢しなんてないじゃないですか」

「……そうだな」

　謝るように、隊長さんは瞳を伏ふせた。意外と長い薄うすい色のまつげを、思わずじーっと見てしまう。

　きれいな人だ。

　がっしりとしていて、怖い顔をしていることが多いからわかりづらいけれど。きれいで、強くて、責任感があって、優しくて、面倒見がよくて、他にも、他にもたくさん。

　私にはもったいないくらい、なんでも持っている人。

　そんな人が、私を一心に求めてくれているのに、応えられないのがつらい。

「故郷のことを忘れてほしいわけじゃない。これまで過ごした時間があるからこそのお前だ。簡単に納得できることではないと、わかっている。今すぐ答えを出す必要はない」

　隊長さんの声は優しく、ゆっくりと、まるで私を包み込むように響く。

　隊長さんの手がそっと伸びてきて、そのまま私の頰に触れた。子どもをあやすように、けれど恋人を甘やかすように。

　この手は絶対に私を傷つけない手だ。すべてを委ゆだねたくなってしまうほどに、心地いい。

「この世界で、お前の一番の拠より所どころであれれば、それでいい。だが……」

　隊長さんはそこで言葉を区切った。

　見上げた瞳には、熱と、罪悪感が浮かんでいた。

「お前自身に、故郷よりも俺の隣を望んでもらいたいと思っているのも、偽いつわらざる事実だ。今のお前には重荷にしかならないだろうが」

　吐と息いきに混じって、それは吐き出された。

　なるほど、それが隊長さんの望む『見返り』か。欲求を告げるときにも私を気遣うのが、つくづく隊長さんらしい。

　もっと、力ずくで奪うばってくれてもいいのに。私に選せん択たく権けんを与あたえずに、故郷なんて忘れろ、俺だけを見ろ、と言ってくれたほうが、私も楽なのに。そうしないのが隊長さんの優しさで、ずるさだ。

　けれど、私はきっと、そんな隊長さんだから好きなんだろう。

「今は、まだ無理です。叶わないってわかっていても、帰りたいって気持ちはたぶん消えません」

「わかっている。いつかは、でいい」

　いつかとは、いつになるんだろう。そんな日が来るとは、今の私には想像もつかない。

「そのときまで、一緒にいてくれるんですか？」

　問いかけは不安げな声になってしまった。

　あるのかないのかもわからないそのときを、隊長さんはいつまで待っていてくれるんだろうか。もういい、って放っぽり出されたりはしないだろうか。

　何ヶ月、何年、もしかしたら何十年。

　私の隣には、変わらず隊長さんがいてくれるって、思ってもいいんだろうか。

「ああ。そのときまでも、それから先も、ずっと」

　私を安心させるように、微笑みすら浮かべて、隊長さんは言った。

　ずっと。

　それはとても甘く、幸せな響きがあった。

　ずっとずっと隊長さんが傍にいてくれたら、私は、私の心はどう変化していくんだろうか。いつかこの世界を自分の心で選び取れる日が来るんだろうか。

　来るかどうかもわからないそのときが、ほんのちょっとだけ、楽しみになって。

　私は心から笑って、隊長さんに抱きついた。




『いっぱい泣いて、それからまた太陽のような笑顔を見せてください』




　お姉ちゃん、お兄ちゃん。向こうの世界の、私の大切な人たち。

　私は今、幸せです。
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　おめでとう。幸せになって。そんな言葉であふれた、世界がキラキラと輝かがやく夏の終わり。

　今日は、パルラさんとローシェンさんの結けつ婚こん式しきだ。

　新しん郎ろう新しん婦ぷが手を取り合って登場した瞬しゆん間かんから、私はぼろぼろと涙なみだをこぼしていた。

「ぱるらさん、ほ、ほんと、ぎれい……」

「涙を拭ふけ」

　隊長さんが差し出してくれたハンカチを受け取って目元を拭ぬぐう。この世界にはウォータープルーフなんてないから、せっかくお化け粧しようした顔がぐしゃぐしゃだ。それでも、気持ちはとても晴れやかだった。

　今は教会内での式を終えて、ガーデンパーティー中。ケーキカットもビンゴゲームも大盛り上がりのうちに終えることができた。

「本当、よかったです。パルラさん幸せそう」

「……そうだな。お前の尽じん力りよくのおかげだ」

「えへへ、そうですかね。うへへへ」

　隊長さんの言葉はどこか誇ほこらしげにも聞こえて、私は照れ笑いを浮うかべた。

　あれから、結婚式の準備のためにシャルトルさんと一いつ緒しよに何度も町に行くことになった。シルヴィアさんは副隊長さんの補ほ佐さと尻しり拭ぬぐいに、忙いそがしくも充じゆう実じつした日々を過ごしていた。……恋れん愛あい方面に関しては、特に進展はないらしい。

　パルラさんと花はな婿むこのローシェンさんも交えて打ち合わせもした。ローシェンさんは隊長さんに負けず劣おとらず強面こわもてだけれど、パルラさんへの愛情はだだもれなくらいに伝わってきた。幸せオーラいっぱいの二人を見ても、純じゆん粋すいに祝福できた自分にほっとした。

　進行の微び調ちよう整せい、ケーキカットやブーケトスのレクチャー、ビンゴゲームの景品の確かく認にんとラッピング。準備は大変だったけれど、私の尽力で新郎新婦の、参加者の誰だれかの笑え顔がおが作れるなら全然苦じゃなかった。

　そうこうしているうちに当日となって、進行役をシャルトルさんに任せた私は、ようやくお役目から開放された。




　今朝、花はな嫁よめ衣い装しように身を包んだパルラさんとお話をした。

『このショールはね、母が編んでくれたものなんです』

　純白のドレスの上に羽織った、クリーム色の繊せん細さいな編み目のショール。ストロベリーブロンドの髪かみに花を散らしたパルラさんは、まるで天使のようだった。

『ショールやボレロ、ヴェールなどを両親が用意するの。それは今まで子どもを守り包つつみ込こんでいた、両親の愛の形。それを、花婿の手で両親にお返しするの』

『これからは私が守ります、という意味……？』

『そう。よくわかりましたね』

　それは、私の世界でもウエディングヴェールが同じ意味を持っている。形を問わないところは違ちがうけれど、似たような風習があることを素す直なおにうれしいと思えた。

『サクラさんはきっと、もうすでに隊長さんの愛で包まれているのね』

　にこやかに発せられたパルラさんの言葉に、ふと私が思い出したのはバスタオルだった。

　この世界に来たときに唯ゆい一いつ身にまとっていた、うさぎのムーさんバスタオル。それを奪うばったのは隊長さん。今、愛あいで包み込んでくれているのも隊長さん。

　私はもしかして、すでに隊長さんと結婚しているようなものなんじゃないだろうか。

　そんなことを考えて顔が熱くなっていく私を、パルラさんはキラキラとした笑えみを浮かべながら見ていた。




「新郎新婦もみんなも笑ってます。空気がキラキラしてる気がしませんか？　私、こんな結婚式がまた見たかったんです」

「よかったな」

　緩ゆるみまくった顔をしているだろう私の頭を、隊長さんはぽんぽんと撫なでてくれた。私がこの結婚式のためにがんばれたのは、隊長さんのおかげだ。

　今日を迎むかえるまで、隊長さんとは、いっぱいいっぱいお話をした。あちらの世界の話、家族や友人の話、いつも考えていること、全部包つつみ隠かくさず話した。たまに話しながら泣いてしまうこともあったけれど、隊長さんはその涙ごと受け止めてくれた。

　今まで私は、本当の意味で自分を出せる人というのがとても少なかったんだと思う。家族以外にそんな人がいたのかどうかも自分ではわからない。けれど、隊長さんは大だい丈じよう夫ぶだと思えたから。もう、私は自分をごまかすことをやめにした。

「一段落ついたら、お前に渡わたそうと思っていたものがあるんだ」

「え？」

「……余計なお世話かもしれないが」

　隊長さんはそう言って、胸ポケットから小さな包みを取り出した。

　差し出されるままに受け取って、中身を見て、私は大きく目を見開いた。

「これ……」

　桜モチーフの、ペンダント。銀の台座にピンク色のガラスか何かが流ながし込こまれていて、透とう明めい感かんのあるとてもきれいなアクセサリー。

　以前、町で見かけて……世界の違いを、思い知らされたもの。

「受け取って、くれるか？」

　隊長さんの問いかけは、不安げな響ひびきを含ふくんでいた。あのとき私がいらないと言ったことを覚えているんだろう。突つっ返かえされる可能性もあると、隊長さんはわかっている。

「……はい」

　私は笑顔で、しっかりと頷うなずいた。

　あのときはいらないと、もう見ていたくないと思った桜のペンダント。

　けれどこの贈おくり物ものが、私を追おい詰つめるためのものではなく、私の背中を押おすためのものだと、言われなくてもわかる。

　桜の花に対しての複雑な気持ちを消化しきれたわけではないけれど、隊長さんが私のことを考えてこのプレゼントを選んでくれた事実が、ただうれしかった。

「つけてくれますか？」

「ああ」

　ペンダントを隊長さんに渡して、背中を向ける。

　ひやりと冷たい感かん触しよくがして、首にペンダントがかけられた。

　いつもより首元の開いた、少し奮発したワンピースに、このペンダントはきっとよく似合うだろう。

「この花はきっと、お前の人生と深く関わってきたんだろう」
















　後ろから、私の耳に吹ふき込こむように隊長さんは言った。

「この世界はお前から家族を奪い、故郷を奪った。お前の名前の意味を奪った。けれど、この花がサクラと言うのだと俺おれは覚えている。絶対に忘れない。それだけでは……駄だ目めか」

　隊長さんの言葉に、気持ちに、心が震ふるえた。止まったはずの涙が、また違う意味で浮かんできた。

　振ふり返かえって見上げれば、慈いつくしむようなまなざしに全身を包まれる。青みを帯びた灰色の瞳ひとみには、私だけが映っていた。

　隊長さんはどこまで私に甘あまいんだろう。どうしてそんなふうに、簡単に私の心を軽くしてしまうんだろう。隊長さんの存在が、私には奇き跡せきみたいに思える。

「この世界のこと、好きなところもいっぱいあります。だって、隊長さんに会えたから」

　隊長さんの手を取って、ぎゅっと握にぎった。いつも、私はこの手に救われている。

　私は奪われただけじゃない。たくさん、たくさん与あたえてもらった。

「待っていてくれますか？」

　まっすぐ、隊長さんを見上げてそう告げた。

「私はまだ、決められていないことばかりです。大切なものがいっぱいありすぎて、何も選べてません。未来の約束だって、できません」

　ビリーさんに渡された短剣は棚の奥にしまわれたまま。向き合う勇気はまだ持てない。

　おそらく隊長さんは、私との未来を望んでくれているんだろう。

　ピアスの話をしたときに耳に触ふれられたのは、きっと気のせいではなかった。

「でも、毎日毎日、隊長さんのことが好きって気持ちは大きくなっていってるんです。きっと、明日、明後日あさつて、一ヶ月後、一年後には、今よりももっともっと隊長さんのことを好きになってます。そんな気がするんです」

　ずいぶんと私にばかり都合のいいことを言っている自覚はある。けれど私は、ずるい自分ごと隊長さんに受け入れてもらいたかった。

　こんな私でも好きと言ってくれる隊長さんに、自分を偽いつわりたくはなかったから。

「待っていれば、お前の気持ちは育つのか？」

「隊長さんが傍そばにいてくれさえすれば、きっと」

「確証はないのか」

　不服そうな隊長さんに、私は茶目っ気を込めて笑ってみせた。

「どうでしょう、私ですから。よそ見しないように、見張っていてください」

　虚きよを衝つかれたような顔をした隊長さんは、それから肩かたをすくめて苦く笑しようをこぼした。

「それは、少しも目が離はなせないな」

　握っていた手を、逆に握り返された。放さないと言うかのように。

　ちょうどそのタイミングで、ブーケトスの始まりの合図が鳴なり響ひびいた。




　ブーケトスは結婚式の最後にしたいと、パルラさんたっての希望だった。

　通常は挙式のすぐあとに行われるものだけれど、この世界に元の世界の常識を持もち込こむのは私のエゴにしかならない。

　幸福を次につなげるセレモニー。たしかに、締しめに相応ふさわしいかもしれなかった。

　投げるために背中を向けたパルラさんを、ブーケの届かない離れたところから見守る。

　次の幸福を手にするのは、いったい誰になるんだろうか。前方にいるシルヴィアさんを心の中で応おう援えんしながら、いつか、に思いを馳はせた。

　いつか、私が真っ白なドレスを着て、ブーケを手に持つ日が来るとしたら。そのとき隣となりにいるのは隊長さんがいい。さすがに桜をブーケにすることはできないけれど、その代わりに桜のペンダントを身につけたなら、私は世界で一番幸せな花嫁になれるだろう。

　そんなことを考えているうちに、ブーケは空高く舞まい上あがった。

「えっ」

　風向きが、急に変わった。ブーケはゆっくりと弧こを描えがいて、まるで意思があるように私の手に落ちてきた。

　あたりに拍はく手しゆが巻き起こる。思わずバッと空を仰あおぐと、陽の光を浴びて白く輝く小さな生き物が目に映った。

「……まったく、オフィったら」

　オフィはオフィなりに、しばらく元気のなかった私を心配してくれていたんだろうか。これだから精せい霊れいは憎にくめない。

「隊長さん。いつか、はもしかしたらずっと早いかもしれませんね」

　待っていてくれると言った隊長さんに笑いかける。

「期待したいところだな」

　そう、隊長さんも一緒に笑ってくれた。











あとがき












　皆みな様さまお久しぶりです、五い十す鈴ずスミレと申します。

　と、ご挨あい拶さつできることがこの上なくうれしいです。皆様のおかげでこうして無事に二巻をお届けすることが叶かないました！

　当作はＷＥＢからの書しよ籍せき化なのですが、今回の二巻にあたるＷＥＢ版第二部は展開の起き伏ふくが少なかったため、キャラも事件も増やし、半分ほどが書き下ろしとなっています。

　ＷＥＢ版を読んでいない、という方は読み比べてみても面おも白しろいかもしれません。

　原げん稿こう間に合わないかもしれない、と泣きついたらご飯を作りに来てくれた姉は、一巻も何冊か買ってくれたので頭が上がりません。




　二巻は、世界の違ちがいやサクラの望郷がテーマとなっています。本来ならもっと早く悩なやまなければならないようなことのような気がしますが、彼かの女じよらしいかなと。

　書いていて楽しかったシーンはたくさんあるのですが、個人的には脇わきのカップル未満の二組は、自分でも今後どうなるんだろうとわくわくしながら書いていました。

　二巻もたくさんの方に支えられて本を出すことができました。

　一巻に引き続き、生き生きと魅み力りよく的にキャラクターを描えがいてくださった加々見絵里先生、ありがとうございます。隊長さんの格好よさとサクラの表情の豊かさに、いつも見ながら顔がにやけてしまうのを抑おさえられません。

　二巻が出ることを一いつ緒しよに喜んでくださり、相談にも乗ってくださった担当様。カバーなどかわいらしくデザインしてくださったデザイナーさんや言葉を細かくチェックしてくださった校正さん、この本に携たずさわってくださったすべての皆様に心から感謝を。

　そして、ＷＥＢからずっと応おう援えんしてくださっている読者様。書籍で初めて知り、一巻を読んで続きが気になると思ってくださった読者様。本当にありがとうございます。

　期待を裏切ることなく、楽しんでいただけたならうれしいです。




　新年に鎌かま倉くらに日帰り旅行したのですが、違う神社で大だい吉きちと凶きようを引きました。どちらにも「気長にがんばろう」的なことが書かれていたので、「短気は損気」を心に刻みながら、なお一層精しよう進じんしていきたいと思います。

　それでは、また皆様にお目にかかれる日を願って。


五十鈴スミレ













【いつかいつかのこぼれ話】









　結婚式も無事に終わり、一度駐屯地まで戻ってきた私は、シルヴィアさんを前にダラダラと冷や汗を流していた。

「あの、ご、ごめんなさい……」

　謝りながら、上目遣いで顔色をうかがう。なんの話かというと、今私が手にしているブーケのことだ。

「何を謝ることがある。あの風は、ブーケが貴女を選んだということなのだろう」

「それなんですが、あれ実は精霊がイタズラをして……」

　真実を告げると、シルヴィアさんの片眉がクイッと上がった。

　副隊長さんとの進展を望んでいるシルヴィアさんは、このブーケが喉から手が出るほど欲しかったはず。ただの言い伝えで、迷信。されどそんなものにも縋りたいのが恋する乙女というものだ。

「ならば、そのイタズラも含めてそういう定めだったというだけのことだ」

　そう結論づけたシルヴィアさんの声は落ち着いていて、負け惜しみなどではなくちゃんと納得しているように見えた。

「シルヴィアさんって潔いですよね、かっこいい！　副隊長さんとうまく行くように、このブーケにお願いしておきますからね！」

「そ、それは……自分で……どうにかすることだと、その……」

「こういうところはウブでかわいいんだから、ずるいなぁ。ギャップ萌えってやつですね」

「か、かわ……？　もえ……？」

　不可解そうな表情で疑問符を飛ばしまくるシルヴィアさんは、やっぱり副隊長さんにはもったいないくらいかわいかった。




　駐屯地に一泊して、砦に戻るために町を出たのは次の日の朝。下手にしまうと潰れてしまうかもしれないと、私はブーケ片手に森の中を歩いていた。

「パルラさん、きれいだったなぁ……」

「何度目だ」

　思わずこぼれた呟きに、隣にいた隊長さんが小さく笑う。

「何度言ったって足りませんよ！　花嫁さんっていうのは乙女の夢なんですからね！」

「……そうか」

　相づちには、短い間があった。

　隊長さんが飲み込んだ言葉に、思い当たらないほど鈍くはない。「お前もか？」と聞けば、私が困るかもしれないと思ったんだろう。隊長さんは本当に、私に甘い。

　隊長さんが遠慮した部分に、少しだけ踏み込んでみたくなったのは、手に持っているブーケがちょっとだけ勇気をくれたからなのかもしれない。

「そういえば隊長さん。私が着るなら、どんな花嫁衣装がいいって思ったんですか？」

　私の問いかけが唐突すぎたのか、隊長さんはゴフッとむせ込んでしまった。

　パルラさんの花嫁衣装を借りて着たのが、もうだいぶ前のことのように思える。あのとき隊長さんが想像した私は、どんな格好をしていたんだろうか。

　きっと私の目は好奇心で輝いていただろう。隊長さんはちらりと私を見て、眉間に皺を寄せた。

「お前が着たいものを着ればいい」

「そんなベターな回答は求めてません！」

　隊長さんの顔を覗き込みながら抗議すれば、仕方ないな、と言わんばかりに隊長さんはため息をついた。

「……軽やかな生地がいいと思った。鳥の羽のような、春の花弁のような」

　青みを帯びた灰色の瞳は、まっすぐ私を映していた。まるで、未来の私を見通すように。

「飛んでっちゃったら、どうするんですか」

　真摯なまなざしに心臓がうるさい音を立て始め、私は悔しくなって屁理屈をこねた。それすらも予想していたのか、隊長さんはふっと微かに笑みをこぼす。

「だから、放さないんだろう」

　言葉と一緒に、私の手が大きなぬくもりに包み込まれた。

　隊長さんとシルヴィアさんは似ている。奥手だけれど、こうと決めたら潔い。隊長さんの言葉一つで、私の心に安堵と期待が広がっていく。




　ごめんなさいシルヴィアさん。やっぱり、ブーケに託す一番のお願いは、私に譲ってください。

　ずっと、ずっと。大好きな人とこうして手をつないでいられますように。

　そんな気持ちを込めて、私は大きな手をぎゅっと握り返した。








著

五十鈴スミレ

Sumire Isuzu




５月18日生まれ。埼玉県在住。

ビーズログ文庫×カクヨム　恋愛小説コンテストで《奨励賞》を受賞し、「異世界トリップしたその場で食べられちゃいました」でデビュー。




読者の皆様のおかげで無事２巻をお届けできました！　バレンタイン時期なので甘いお話をお楽しみください。ウイスキーボンボンを独り占めするのがこの時期の楽しみです。
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